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示しています。
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経営管理委員会会長

坂本　富雄
代表理事理事長

松本　俊一

ご あ い さ つ

　平ૉΑり私Ͳ埼玉県信用農業協同組合連合会（Ѫশʗ̟̖όϯク埼玉県信連）をおҾ͖立ていた͖ͩ、にあ
りがとう͟͝います。

　当会は、ত和23年のઃ立以དྷ、埼玉県農業と県内農業協同組合（Ѫশʗ̟̖）ฒͼにҬࣾ会のൃలをۚ༥໘か
らࢧԉするۚ༥機関としてาΜでまいりました。
　この度、当会の経営ํ、׆ಈ内容ฒͼに業等をօ༷に͝հするたΊ、ʮ̴̧̿̾́̓� 2�2�ʯを作成いたし
ました。このখࢠを͝ߴཡいた͖ͩ、当会にରする͝理ղをΑり一ਂΊていた͚ͩれいにଘ͡ます。

　զがࠃの経ࡁは、৽ܕίロφΠϧスײછのύϯデϛοクにΑりٸなѱ化がଓいており、ۃΊてݫしいঢ়گ
にあります。また、ઌ行͖につ͖ましては、ʮ৽しいੜ༷ࣜ׆ʯ等のײછ֦େࡦࢭを͡ߨたなかで、ஈ֊తなࣾ
会経׆ࡁಈの正ৗ化がظされますが、当໘のؒはݫしいঢ়گがଓ͘とࠐݟまれております。こうしたなか、日ۜは、
ۚ༥ࢢの҆ఆをҡ࣋するたΊۚ༥؇和を一ஈとڧ化しており、ۚ༥ڥはۃΊて؇和తなঢ়ଶがܧଓするのと
。Θれますࢥ

　農業情につ͖ましては、農業ब業ਓޱ農໘ੵのݮগ等にΑるੜج࢈൫のऑ体化がݒ೦されるなか、̩̥̥
日̪̚・̥̖̚、日ถқ協ఆの૬ൃ͙࣍効にΑるܹしいڝࡍࠃ૪にࡽされております。また、৽ܕίロφΠ
ϧスײછのӨڹはとΑり、සൃするࣗવࡂ̨̛̘（ಲ）のൃੜ等৽たな՝に໘し、ࠃ内農業の経
営ڥはେมݫしいঢ়گ下にあります。

　ۚ༥機関をऔり͘ר情につ͖ましては、ۚརڥの長ظ化にΑり࢈ࢿӡ用ར͟がॖখするなか、ैདྷܕ
のӡ用ではརճりをҡ࣋で͖ないたΊ、ӡ用ख法をߴ度化ͤ͟るをಘないঢ়گにあります。また、ҟ業छࢀೖ等に
Αるۚ༥αーϏスのม容に合Θͤ、ۚ༥のデジλϧ化業務内容のݟし、٬ސχーζのม化に合Θͤたళฮを
ؚΉαーϏスج൫のありํ等経営合理化のಈ͖はٸにਐΜでおり、経営の݈શ性のΈならͣ、কདྷにΘたり࣋ଓ
Մ能なϏジωスϞデϧのߏங等をΘれております。

　このΑうな情のと、当会といたしましては、ୈ13࣍தظ経営ܭը（2�1� ʙ 2�21年度）ʯのୈ２年度として、
�、化・確立についてڧ൫のجԉ、ᶅ経営ࢧ化ڧ൫جங、ᶄ̟̖の経営ߏ൫のجଓՄ能なऩӹ࣋本ઓུであるᶃج
̟̖との連ܞをߋにਂΊつつऔり組Έ、̟̖ࣗݾվֵのண実な実ફを͑ࢧる組৫ͮ͘りをਤͬてまいります。

し、৬ࢦͼҬのϝΠϯόϯクとして、օ༷に一信པいた͚ͩるۚ༥機関をٴにつ͖まして、農業ޙࠓ　
һ一ؙとなͬて経営の合理化・効化、ฒͼにϦスク管理のపఈにΊるととに、ۚ༥αーϏスの্に࠷ળの
ྗをしてまいる所ଘで͟͝います。
　Ҿ͖ଓ͖օ༷の͝理ղと一の͝ࢧԉ、͝ѪސをࣀりますΑうおئいਃしあ͛ます。

　　　令和２年７月

経営管理委員会会長

代表理事理事長

坂 本　 富 雄
松 本　 俊 一
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　ＪＡグループは、農Ո組合員をは͡めとする組合員組織を基൫に、ࢢொଜஈ֊のＪＡ、ಓݝஈ֊・શࠃஈ֊の
連合会等の組織でߏ成し、それͧれがػを分୲し、信用事業の΄か、指ಋ事業・経済事業・ڞ済事業等をల開して
います。このࢢொଜஈ֊かΒશࠃஈ֊までの組みをʮＪＡグループʯとݺんでいます。
　また、信用事業においては、総称してʮＪＡバンクʯとݺんでおり、ＪＡと各ಓݝ域において信用事業の本෦
。成していますܗをͬてʮＪＡバンクʯグループをݿを୲う農ྛ中ԝ金ػ域の本෦ࠃを୲う信連、શػ

び、ＪＡと一体となͬて信用ݺʯとۄを総称して、ʮＪＡバンク࡛ػ内15ＪＡの信用事業෦と当会のݝۄ࡛　
事業をల開しています。
　当会は、信用事業を営Ή連合会として、ＪＡの事業運営をサポートするݝ域ػをൃشするととに、地域金融ػ
関としてＪＡと一体となͬて、組合員地域利用者、企業なͲのօ༷のお役にཱつ金融サービスをごఏڙできるΑう
めています。

˗+"グループ

˗+"όϯΫ࡛ۄ

農林中金 JA全中

JA埼玉県中央会

JA共済連埼玉 JA全農さいたま

JA共済連

JA共済連

JA全農

JA全農

+"άルーϓ・+"όϯクの֓要

+"όϯク࡛ۄ

●ＪＡさいたま　　　●ＪＡちちぶ　　　　　　●ＪＡ埼玉岡部　　　●ＪＡ南彩

●ＪＡあさか野　　　●ＪＡ埼玉ひびきの　　　●ＪＡ花園　　　　　●ＪＡ埼玉みずほ　　　

●ＪＡいるま野　　　●ＪＡくまがや　　　　　●ＪＡほくさい　　　●ＪＡさいかつ

●ＪＡ埼玉中央　　　●ＪＡふかや　　　　　　●ＪＡ越谷市　　　　●ＪＡバンク埼玉県信連

Ӧ  ܦ
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　ʮＪＡバンクシステϜʯとは、ＪＡバンク会員（ＪＡ・信連・農ྛ中金）総ҙのとʮＪＡバンク基本方針ʯに基づき、
ＪＡバンク会員が総力を݁ूし実࣭的にʮͻとつの金融ػ関ʯとしてػする組みのことをいいます。
　このシステϜは、ＪＡバンクの信པ性を確保するʮ破綻未વࢭシステϜʯと、スέールϝリοトときめࡉかいސ
٬を活かした金融サービスఏڙの充実・ڧ化を目指すʮ一体的事業運営ʯの２つのபで成りཱͬています。
　当会は、ݝ内ＪＡの事業運営のサポート等ʮＪＡバンク࡛ݝۄ本෦ʯとしての役ׂを୲ͬています。　　

　ＪＡバンクでは、Αり҆શな金融ػ関として信པを得るためಠ自のʮηーϑティーωοトʯをߏஙしています。ＪＡ
バンクશ体で経営の݈શ性を確保する組みであるʮ破綻未વࢭシステϜʯとެ的制度であるʮ貯金保ݥ制度ʯにΑり、
組合員・利用者のօ༷に一の҆৺をおಧけします。

˗+"όϯΫγεςϜ

˗+"όϯΫɾηーϑςΟーωοτ

ഁະવࢭγεςϜ ஷۚอ੍ݥ
（ਫ࢈業ڠಉ組߹ஷۚอ੍ݥ）

○ ̟ ̖バϯクの݈શੑを֬อしɺ̟̖等の経営
ഁをະવにࢭするたΊのಠࣗの੍です。

○ ̟ ̖の経営上ののૣظ発ظૣ・ݟվળ
のたΊɺࠃの定Ίた経営݈શੑの基४よΓ
ݾし͍ࣗओルール基४（ୡ成す͖ࣗݫにߋ
資ຊのਫ४ɺମ੍උ等）をઃ定して͍·す。

○ ̟ ̖バϯクશମでݸʑの̟̖の経営ঢ়گをৗ
時νΣοクしɺద切ͳ経営վળࢦಋ等を͍ߦ
·す。

ஷ金ऀ等อޢのたΊのެ的ͳ੍

○ ສ一ɺ̟̖等がஷ金ͳͲの͍しがで͖ͳ
͘ͳった場合にஷ金ऀͳͲをอޢするとと
にɺ資金ܾࡁの֬อ等をਤる͜とによってɺ
信༻டংのҡ࣋に資する͜とを的とした੍
です。

○ ͜ の੍ɺۜߦ・信金・信組等がՃೖする
ʮ༬金อ੍ݥʯと同༷の༰にͳって͍·す。

経営ഁをະવにࢭするたΊの
+"バϯクಠࣗの੍
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第 13 次中期経営計画（2019～2021年度）

　県域機能の更なる役割発揮を目指し、以下の３つを基本戦略として掲げたなかで、ＪＡとの連携を
更に深めながらより一層の経営効率化と基盤強化に向けた各種施策を実践してまいります。

１.持続可能な収益基盤の構築

３つの基本戦略

　資金運用力を強化しつつ、地域農業・
経済活性化への貢献を通じて将来にわた
る営業基盤を確保することで、持続可能
な収益基盤の構築を目指します。

１．資金運用力の強化
２．事業運営コストの削減・抑制
３．農業・地域活性化への貢献

【個別戦略】

２.ＪＡの経営基盤強化支援

　「ＪＡバンク埼玉中期戦略（2019～
2021年度）」の着実な実践に向け、
ＪＡの事業展開や体制整備をサポート
し、ＪＡが事業運営の変革に全力で取り
組める環境を整えることを通じて、ＪＡ
の存在価値の向上・確立を目指します。

１．ＪＡバンク埼玉中期戦略の実践
２．ＪＡ支援体制の強化
３．ＪＡ指導体制の強化

【個別戦略】

３.経営基盤の強化・確立【前提】

　金融機関として具備すべき水準への内部管理態勢の
強化、また、人的・物的資源の最大限の活用により、
当会が持続的に事業展開をしていくうえで前提となる
経営基盤の強化・確立に取り組みます。

１．リスク管理の高度化と財務基盤確保
２．効率的な業務運営体制の構築と人材育成強化

【個別戦略】

経営ํ

　当会は、このΑうな経営理೦・経営࢟勢のと、ＪＡが農業・地域のൃలに貢献しଓけ、組合員・利用者
にな͘てはなΒない組織としてଘ在を確ཱするため、ＪＡをサポートしてい͘ことがෆมの໋であるとೝ
ࣝし、ＪＡへの収益・ػؐ元を࣋ଓ的・҆定的にՌたし、自己改革のண実な実ફをࢧえてい͘ため、2019
年度Αりʮ第13࣍中期経営計ըʯに取り組んでいます。

࢟Ӧܦ࢟Ӧܦ 当会ޮతͳ業務ӡ営のとɺ̟̖と一ମとͳͬͯݻڧͳ経営ج
൫ฒͼʹ̟̖όϯΫ࡛ۄΛཱ֬͢Δɻ

Ӧཧ೦ܦӦཧ೦ܦ ̟̖ととʹ٬ސのظと৴པʹԠ͑ɺҬ経ࡁのൃలʹد༩͢Δ
ۚ༥ؔػ（̟̖όϯΫ）Λ目͢ࢦɻ
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　当会は、農業者の協同組織を基盤とした金融機関としての基本的使໋と社会的責任を果たしていくために、経営管
理体制の構築を経営の最重要՝として位置付けるとともに、ا業ྙ理及び法令等の९守、適切なリスク管理、その
他業務ࣥ行の適正性を確保するために内部統制に関する基本方針をࡦ定しております。
　令和元年度の運用状況の概要は、以下のとおりです。

内෦౷੍のجຊํ

業務の適ਖ਼Λ֬อするͨΊのମ੍

ʲ৬һの৬務の͕ࣥߦ法ྩٴͼ定ʹద߹͢Δ͜とΛ֬อ͢ΔͨΊのମ੍ʳ
˔�法令等の९守による経営の健全性を確保するため、「ྙ理
ষ」、「コンプライアンス・マニュアル」等を定め、役ݑ
職員が法令等を厳格に९守し実かつ公正な業務を行す
ることの重要性をपపఈする。
˔�理事の法令等९守状況については、経営管理委員及び監事
による監ಜを受け、理事会の構成員として相ޓに監ࢹする
とともに、「役員行ҝ規範」を९守する。

˔�コンプライアンスに関して、職員がコンプライアンス統括
部署及び外部の法事務所に相ஊ・情報ఏ供できる「ϔル
プライン制度」を設置する。
˔�「コンプライアンス・プログラム」を年度͝とにࡦ定し、コ
ンプライアンス推進・ڭҭ研修׆動などを計画的に実施する。
˔�社会のடংや安全にڴҖを与える反社会的ྗに対しては、
確固たる信念をもって、ഉ除の࢟をݎ持する。

ʲଛࣦのػةのཧʹؔ͢Δنఔͦのଞのମ੍ʳ
˔�経営の健全性や安全性を維持すると同時に安定的な収益構
造を確立するために、適切にリスク管理を行うことを重要
な経営՝とଊえ、経営として認識するリスクの種類・定
ٛ、リスク管理の組織体制と組み等を定めた「リスクマ
ネジメントの基本方針」を制定する。
˔�管理すべきリスクを、収益発生を意図し能動的に取得する
リスク（信用リスク、市場リスク等）とオペレーショナ
ル・リスクに分類し、各リスクの特性を踏まえたリスク管
理の方針及びプロセスを定めて統合的にマネジメントする。
こうしたリスクマネジメントを適切に実行するために、リ
スク管理に係る意ࢥ決定機関、担当部署を設置し、それぞ

れの役ׂ責任を明確に定ٛして、実施体制を整備する。
˔�種々の経営上のリスクを計量化し、自己資本額に見合った
リスク量にコントロールする経済資本管理の実施により、
経営全体での統合的なリスク管理を進め、リスク管理の一
層の高度化に取り組む。
˔�農協法で規定される経営の健全性確保を९守するため、法
令で定められた要件に基づき統合的なリスクマネジメント
を実施する。
˔�大規なࡂによる被ࡂ等に際し、業務の継続を図るため
に必要な体制を整備する。

ʲཧࣄの৬務のࣥޮ͕ߦతʹߦΘΕΔ͜とΛ֬อ͢ΔͨΊのମ੍ʳ
˔�事業計画を定め、その進状況を定期的に評価する。
˔�経営管理委員会の意ࢥ決定を効率的に行うため、理事に
より構成される理事会を設置し、一定の事項に係るࣥ行
の決定等を委任する΄か、定例又はྟ時の経営ا画会議

を開࠵し、理事会の決議事項に係る原案のݕ౼等を付託
する。
˔�役職員の職務のࣥ行を効率的に行うため、組織体制の整
備を行い、機構・職制・業務分ঠ等を明確に定める。

ʲ当会ٴͼͦのࢠ会ࣾʹ͓͚Δ業務のదਖ਼Λ֬อ͢ΔͨΊのମ੍ʳ
˔�当会の業務の適正を確保するため、「子会社管理規程」
を定める。
˔�円な運営を図るため、当会と子会社等の間において協

議又は報告すべき事項を定め、子会社等の経営・業務の
ࣥ行状況等をѲし、適ٓ指導・ॿݴ・管理・実績ݕ౼
を行う。

ʲ内෦ࠪମ੍ʳ
˔�当会の適正な業務運営のࣥ行に資するため、業務ࣥ行部
門から独立した内部監査部門として監査部を設置し、業
務運営全般にわたる内部監査が実効的に行われることを
確保するための体制を整備する。
˔�内部監査は、当会の全業務を対象とし、理事会が承認す

る内部監査計画に基づき実施する。
˔�監査部長は、内部監査終了後、内部監査実施状況を取り
వめ理事会・経営管理委員会へ報告する。
˔�監査部長は、監事及び会計監査人と定期的かつ必要に応
じて意見・情報ަを行い、連携をڧ化する。

ʲཧࣄの৬務のࣥʹߦΔ情報のอଘٴͼཧʹؔ͢Δମ੍ʳ
˔�経営管理委員会、理事会その他重要な会議の議事、議
書等職務のࣥ行に係る重要なจ書等は、保存期間及び管理
基準を定めて適切に管理する。

˔�業務の担当部署は、理事又は監事のٻめに応じ職務のࣥ行
に係る情報をӾཡに供する。

ʲࣄの৬務Λิॿ͖͢৬һʹؔ͢Δࣄ項ٴͼ当֘৬һのཧ͔ࣄΒಠཱੑʹؔ͢Δࣄ項ʳ
˔�監事の職務ࣥ行をิॿするため、独立した機構として共
通監事ࣨを設置する。
˔�共通監事ࣨには、監事会運営に関する事務及び監事の指
示する事項に係る業務に従事するため、ઐ任の職員を配

置する。
˔�共通監事ࣨに配属する職員は、監事の指໋ش令に従い業
務を行する。

ʲཧٴࣄͼ৬һ͕ࣄʹ報͢ࠂΔͨΊのମ੍ͦのଞのࣄの報ࠂʹؔ͢Δମ੍ʳ
˔�理事は、当会にஶしい損を及΅すڪれのある事実があるこ
とを発見したときは、直ちに当該事実を監事会に報告する。
˔�コンプライアンス統括部署は、コンプライアンスの؍から
重要な事実をѲした場合又はコンプライアンスଶ全般に
関して重要な事項がある場合には、監事にそのࢫを報告する。
˔�監査部は、内部監査結果を監事に報告し、定期的に意見ަ

。を行う
˔�主要な議書、その他業務ࣥ行に関する重要な書類は、監
事のӾཡに供する。
˔�コンプライアンス統括部署は、「ϔルプライン制度」の運
用状況を監事に報告する。
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業務のదਖ਼Λ֬อ͢ΔͨΊのମ੍のӡ༻ঢ়گ
　当会は、法令等९守、リスク管理、子会社等管理、内部監査の各管理体制について、コンプライアンス委員会、リスク管
理委員会等の会議体において体制͝とに進管理を行い、適切な内部統制の構築及び運用に努めております。
　令和元年度の運用状況は、以下のとおりです。

ʲ৬һの৬務の͕ࣥߦ法ྩٴͼ定ʹద߹͢Δ͜とΛ֬อ͢ΔͨΊのମ੍ʳ
　法令等९守の体制については、ྙ理ݑষを基本方針とし、役職員の行動規範としてコンプライアンス・マニュアルを定めると
ともに、コンプライアンス・プログラムのࡦ定や役職員への研修等により、コンプライアンスଶのڧ化に取り組んでいます。
　また、反社会的ྗ等との関係ः断については、マネー・ローンμリング等及び反社会的ྗ等への対応に関する基本方針
を定め、組織的に対応するଶを整備しています。

ʲཧࣄの৬務のࣥʹߦΔ情報のอଘٴͼཧʹؔ͢Δମ੍ʳ
　経営管理委員会や理事会等の重要な会議体については、運営規ଇを定め、議事の作成及び保管に関する体制を整備してい
ます。
　また、จ書取ѻ規程をはじめとするॾ規程を定め、情報の保存及び管理を確実なものとしています。

ʲଛࣦのػةのཧʹؔ͢Δنఔͦのଞのମ੍ʳ
　リスク管理方針を定め、業務行から生ずる様々なリスクを統合的にѲし、リスク管理委員会、理事会及び経営管理委員
会で定期的に協議・ݕ౼を行っています。
　また、ࡂ等が発生した場合でも、利用者に基本的αーϏスを継続的にఏ供できるようコンティンジェンシープラン（ة機
管理計画書）を定めている΄か、具体的な事務手続を定めたॾ規程を整備しています。

ʲཧࣄの৬務のࣥޮ͕ߦతʹߦΘΕΔ͜とΛ֬อ͢ΔͨΊのମ੍ʳ
　中期経営計画及び事業計画の進状況を定期的に理事に報告し、実効性を高めています。
　また、理事及び部長を構成員とする経営ا画会議を毎月開࠵し、理事のਝな経営判断に資する協議の場としています。
【当会及びその子会社等における業務の適正を確保するための体制】
　各業務に係るॾ規程を適時適切に見直し、業務フロー等管理体制の改善を図る等、効率的な業務運営に努めています。
　また、子会社管理規程をࡦ定し、子会社等の業務管理体制やリスクのѲに努めています。
【内部監査体制】
　内部監査規程を定め、当会の経営ॾ׆動全般にわたる管理、運営の制度及び業務の行状況について、内部統制の適切性の
。評価を行っています・౼ݕから؍
　内部監査の結果については、理事長、監事及び理事会に報告しています。
【監事の職務を補助すべき職員に関する事項及び当該職員の理事から独立性に関する事項】
　監事の職務ࣥ行をิॿするため、業務ࣥ行部門から独立した機構として共通監事ࣨを設置し、ઐ任の職員を配置しています。
【理事及び職員が監事に報告するための体制その他の監事への報告に関する体制】
　経営管理委員会や理事会等に監事が出੮し、報告を受ける体制を整備しています。
　また、主要な議書その他業務ࣥ行に関する重要な書類は、監事のӾཡに供しています。
【監事に報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制】
　監事監査規程に、監事に報告したことを理由として不利な取ѻいを受けないことの確保を明記しており、役職員にपして
います。
【監事の職務執行について生ずる費用に係る方針】
　監事の職務ࣥ行について生ずる費用については予算計上しており、必要な費用のすべてを当会が負担することとしています。

ʲࡒ務情報ͦのଞ当会の情報Λద͔ͭ࣌దʹ開示͢ΔͨΊのମ੍ʳ
　法令の定めに基づき、ディスクロージャー等を通じて財務情報その他当会の情報を適時かつ適切に開示するための体制を整
備しています。

ʲͦのଞࣄの͕࣮ࠪޮతʹߦΘΕΔ͜とΛ֬อ͢ΔͨΊのମ੍ʳ
　理事と監事は、業務の運営や՝等について定期的に意見ަを行っており、内部監査部署には監事との連携を指示し、監
事監査が実効的に行われるための体制を整備しています。

ʲࣄʹ報͕ऀͨ͠ࠂ当֘報ࠂΛͨ͜͠とΛཧ༝とͯ͠ෆརͳऔѻ͍Λड͚ͳ͍͜とΛ֬อ͢ΔͨΊのମ੍ʳ
˔�適正な目的により監事へ報告を行った役職員が、当該報告を行ったことを理由として不利な取ѻいを受けないことを確保し、
そのࢫをपపఈする。

ʲࣄの৬務ࣥߦʹ͍ͭͯੜͣΔඅ༻ʹΔํʳ
˔�監事がその職務ࣥ行について生ずる費用等を支หするため、
適切な予算を設ける。

˔�監事がٻする費用については、その費用すべてを当会が
負担する。ただし、監事の職務ࣥ行に必要な費用ではない
と認められる場合は除く。

ʲࡒ務情報ͦのଞ当会の情報Λద͔ͭ࣌దʹ開示͢ΔͨΊのମ੍ʳ
˔�法令の定めに基づき、ディスクロージャー等を通じて財務
情報の適時かつ適切な開示に努める。

˔�財務ॾ表の適正性、財務ॾ表作成に係る内部監査の有効性
を確認し、そのࢫをディスクロージャーに記載する。

ʲͦのଞࣄの͕࣮ࠪޮతʹߦΘΕΔ͜とΛ֬อ͢ΔͨΊのମ੍ʳ
　監事監査の重要性・有用性をे分認識し、次のとおり、監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制を整備する。
˔�監事は、理事会及び経営管理委員会に出੮する΄か、重要
な会議に出੮して、意見をड़べることができるものとする。
˔�代表理事は、監事と定期的に意見ަを行う。

˔�理事及び職員は、監事からの調査又はώアリング依པに対
して協ྗする。
˔�その他、理事及び職員は、「監事監査規程」に定めのある
事項をଚ重する。
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　当会の令和元年度業績につきましては、会員ＪＡ及び関係機関による͝支援・͝協ྗのもと、役職員一体となって
業務に取り組んだ結果、次のとおりとなりました。

　経済・金融情の変化に合わせ効率的な資金運用に取り組む一方、経費અ減に努めるなどの対ࡦをߨじた結果、
7�ԯ83百万円の経常利益を計上いたしました。また、法人税、ॅຽ税及び事業税並びに税効果会計による法人税等
調整額を考ྀしたなかで、58ԯ11百万円の当期剰余金を計上いたしました。

　

　会員ＪＡからの後配出資の受入れ並びにண実な内部留保の積み上͛等により、バーθルᶙ国内規制に基づく当年度
末の自己資本比率は、1�.21％となりました。

ଛӹのঢ়گのਪҠ

資ຊൺのਪҠݾࣗ

自己資本比率とは、経営の݈શ性を示すバロϝーλーです。
内基४では４ˋ以上がٛ務けΒれていますが、ＪＡバンクの自主ルールでは８ˋ以上がٛ務けΒれておࠃ
り、当会の自己資本比率はこれをे分に満たしております。

業　　　      
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　担い手向け融資等農業金融への取り組みはもとよ
り、Ҭ金融機関として系統資金のҬ還元による
融資基盤֦ॆと長期安定収益の確保に向け、農業生
産法人及び県内ا業等を中心に積ۃ的な融資׆動を
ల開した結果、当期末において4,131ԯ円の残高と
なりました。

　有価証券ポートフォリオ全体の資産配分を考ྀし
つつ安全性・収益性を重ࢹした長期安定収益の確保
に努めた結果、当期末において7,17�ԯ円の残高と
なりました。

　系統預け金を基本とした支払準備金の確保と金利
定による効率的運用に努め、また、Ҭ金融機関ࡋ
として積ۃ的な資金運用を行った結果、当期末にお
いて２ஹ1,�88ԯ円の残高となりました。

　会員ＪＡからの受入とともに、系統関係機関や
方公共ஂ体、Ҭのօ様からも大切な貯金をお預か
りした結果、当期末において３ஹ1,8�0ԯ円の残高
となりました。

ஷۚのਪҠ

ିग़ۚのਪҠ

༗Ձূ݊のਪҠ

༬͚ۚのਪҠ
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化ととに༷ʑなࡶ関における業務内容のଟ༷化・ෳػなม化は、金融ٸのڥ͘ר関を取りػにおける金融ࠓࡢ　
リスクをたΒしています。
　このΑうなڥ下、会員・利用者のօ༷に҆৺して当会をご利用いたͩ͘ためには、Αり݈શ性の高い経営を確保し
信པ性を高めてい͘ことが重要です。
　したがͬて、当会では特に経営の݈શ性確保と҆定的な業務֦େをਤるため、信用リスクࢢ関連リスク、ྲྀ動性
リスク、ߋには事務リスク、システϜリスク等のオペレーショナル・リスクに適切に対応す͘ʮリスクϚωジϝント
の基本方針ʯを定め、౷合的なリスク管理態勢のߏஙに取り組んでいます。

ʲ  ཧ ମ ੍ ʳ

　当会では、信用リスク・ࢢ関連リスク
等を౷合的に管理するため、リスク౷ׅ෦
（リスク౷ׅ関係）をリスクϚωジϝント
౷ׅ෦ॺとして位置づけ、適切なリスク管
理を௨͡て経営の݈શ性と҆定した経営基
൫の確ཱをਤͬています。
に、リスク管理の重要性をೝࣝし、経ߋ　
営ਞが諸リスクの౷合的なリスク管理にੵ
。的に関༩する体制をඋしていますۃ
　۩体的には、理事長をは͡めとする常ۈ
役員、各෦長でߏ成するリスク管理委員会
を࢛期ຖに開࠵し、当会が保有するリス
クྔリスク内容に係るݕ౼・協ٞを実施
しています。
協ٞした内容はඞ要にΑり理事会・౼ݕ　
にٞ・報ࠂ、ฒびに経営管理委員会に報
する等、各リスクについて体系的な管理ࠂ
を行ͬています。

ʲ ౷߹తϦεΫཧ ʳ

　当会では、ʮリスクϚωジϝントの基本方針ʯに基づき、ʮ経済資本管理規ఔʯ、ʮ信用リスクϚωジϝント規ఔʯ、ʮࢢ
リスクϚωジϝント規ఔʯ等を制定し、業務上ൃ生すると༧されるリスクྔを適切に計ଌし、このリスクをあΒか͡
め定めたڐ容ൣғ内でコントロールするため、諸リスクに内แするリスクを定ྔ化し、౷合的にѲ・管理し、経営の
ҙࢥ決定を実施しています。

ʲ 内෦ࠪମ੍ ʳ

　当会では、内෦管理体制の適切性、有ޮ性を確保するため、ඃ監査෦ॺかΒશにಠཱした監査෦が、定期的な内෦
監査等を௨͡て事務処理のݎ確性、事ނࢭのための指ಋ等、内෦監査体制の充実をਤͬています。
　内෦監査は、年度の内෦監査計ըに基づき、当会業務のશൠを対とし、ޮ率的かつ実ޮ性のある内෦監査を行ͬて
います。監査݁Ռは、定期的に理事会及び経営管理委員会に報ࠂし、指ఠ・ॿݴ・改善ఏ案事項等について、措置・実
ޮ状況に応͡て定期的にϑΥローアοプを実施しています。

リスクཧの状況
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　信用リスクとは、信用ڙ༩先の財務状況のѱ化等にΑり、資産（オϑ・バランス資産をؚΉ）の価値が減গ
ないしはফ失し、金融ػ関が損失をඃるリスクをいいます。
　当会の༩信৹査については、営業෦ॺかΒಠཱしたリスク౷ׅ෦（৹査関係）が、内෦֨等の基४に基づ
いたݫ正な৹査を実施し、૬ݗޓ制ػをൃشしています。ߋに、原則として期ຖに開࠵する常ۈ役員、関
係෦長を中৺としたʮ貸出金保શ・管理ճ収対ݕࡦ౼会ʯでෆྑ債権等の処理及び債権の保શ・管理に関する
事項について、ݕ౼・協ٞしています。
　また、ʮ自己査定要ྖʯ等に基づき、適正な資産の自己査定ฒびに償却・引当を実施しています。

、のリスク・ϑΝクλーのม動にΑりࢢ関連リスクとは、金利、有価証券等の価֨、為替等の༷ʑなࢢ　
保有する資産・ෛ債（オϑ・バランス資産・ෛ債をؚΉ）の価値がม動し損失をඃるリスクをいいます。
　当会では、Ａ̡̢�システϜを活用したなかで、有価証券を中৺にݱ在価値価֨ม動リスクなͲをຖ月算出
し、リスクテイクの状況を経営ਞに報ࠂするリスク管理体制をඋしています。
　۩体的には、ʮＡ̡̢�委員会ʯを原則としてຖ月１ճ開࠵し、金利リスク等のѲと資産・ෛ債の総合的な
管理にめる等、ਝかつ的確な対応がਤΒれるΑうສશの体制をߏஙしています。

　ྲྀ動性リスクとは、財務内容のѱ化等にΑり資金܁りがつかな͘なるリスク、ฒびにࢢのࠞཚ等にΑりࢢ
において取引が出དྷない等にΑり損失をඃるリスクをいいます。
　当会では、的確な資金ポジションを確保するため、ௐୡ資金及び運用資金を߃常的にＡ̡̢委員会において
ू中管理しています。

　オペレーショナル・リスクとは、業務行にͬてड動的にൃ生するଟ༷なリスク（༷ʑな人為的又はٕज़
的エラーの他、外生的な事にΑͬて損失がൃ生するリスク）をいいます。
　۩体的には、事務リスク（業務のաఔ又は役職員の活動がෆ適切であることにΑり損失がൃ生するリスク）
システϜリスク（コンϐϡーλシステϜのఀޡ・ࢭ作動、システϜのෆඋ等にΑるトラブルのൃ生にΑり損
失がൃ生するリスク）等があり、当会はこれΒのリスクについて各種規ఔ類のඋにΑり適切なリスク管理
を行ͬています。

務ϦεΫཧࣄ˓
　�　ʮ事務リスク管理要ྖʯを制定し、事務処理規ఔ類の遵守ฒびに内෦監査・自己ݕ査の実施等にΑり、
適切なリスク管理を行ͬています。

˓γεςϜϦεΫཧ
　�　ʮ҆શ対ࡦ基४（ηΩϡリティスλンμーυ）ʯを制定し、ηΩϡリティ管理体制のඋ、情報資産管
理の໌確化等の対応をਤるととに、ࡂ時対ࡦのඋについて、ʮコンティンジェンシープラン（ػة
管理計ը書）ʯを制定することにΑり、適切なリスク管理を行ͬています。

৴༻ϦεΫཧ

ؔ࿈ϦεΫཧࢢ

ྲྀಈੑϦεΫཧ

ΦϖϨʔγϣφϧɾϦεΫཧ

֤छリスクཧ
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˔基　本　ํ　

　当会は、系統金融機関として自らがもつ社会的責任と高い公共性を認識し、社会的規範を含むすべての法令やルー
ルを厳格に९守し、自己責任原ଇに基づく公正かつಁ明性の高い業務運営、並びにҬ発లにਚྗしています。
　当会では、役職員のコンプライアンス（法令等९守）のపఈを経営の最重要՝の一つと位置づけ、役職員の行動
指針を示すものとして「ྙ理ݑষ」を定めている΄か、業務行にあたって法令ҧ反や反社会的行ҝが発生しないよ
う留意を示す手引書として「コンプライアンス・マニュアル」を定めており、これらはコンプライアンス関連規程
類とซせて、職場内研修等により役職員一人ͻとりにਁಁするようपపఈを図っています。

˔ίンϓϥイΞンス運Ӧଶ

　当会では、コンプライアンス経営の確実な実施を図るため、コ
ンプライアンスଶを体系化・明確化した「コンプライアンスଶ
運営要領」を定め、ӈ図のとおりコンプライアンス運営体制を
確立しています。
　本体制のもと、コンプライアンス委員会では、コンプライアン
スଶ全体に係るا画・推進・進管理に関するݕ౼・審議を行
うとともに、ݕ౼・審議内容について適ٓ理事会に付議・報告し
ています。
　また、コンプライアンス統括部署（リスク統括部）は、年度͝
とに「コンプライアンス・プログラム」をࡦ定し、コンプライア
ンス׆動の実ફ・ݕ証・見直し及び改善に取り組んでいます。

ᶗ　当会のࣾ会తとެڞత໋のೝࣝ
　　　当会のつ社会的責任とެڞ的໋をೝࣝし、݈શかつ適切な事業運営のపఈをਤる。
ᶘ　会һのχーζʹదͨ͠٬ސຊҐͰ࣭の͍ۚߴ༥αーϏεのఏڙ
　　�　ʮＪＡバンクシステϜʯの一員として、お٬さま本位のサービスఏڙにΑり、お٬さまのχーζに応える

ととに、ࢢຽ生活業務運営にڴҖを༩えるサイバーܸ߈、自વࡂ等にඋえたηΩϡリティレϕルの向
上ࡂ時の業務ܧଓ確保にΑり࣭の高い金融及びඇ金融サービスのఏڙฒびにʮＪＡバンク基本方針ʯに
基づ͘指ಋ等を௨͡て、ݝ下ＪＡ系౷信用事業をࢧԉすることにΑりその役ׂをेશにൃشし、会員・利用
者及び地域社会のൃలにد༩する。

ᶙ　法ྩルールの֨ݫͳ९क
　　　すての法令ルールを֨ݫに遵守し、社会的規ൣにとることのない、ެ正な事業運営を行する。
ᶚ　ࣾ会తྗのഉআɺςϩのڴҖのରԠ
　　�　社会のடং҆શにڴҖを༩える反社会的勢力に対しては、ؽવとした態度でྟみ、関係ःஅをపఈする。

また、ࡍࠃ社会がテロ等のڴҖに直໘している中、Ϛωー・ローンμリング対ࡦ及びテロ資金ڙ༩対ࡦの高
度化にめる。

ᶛ　ಁ໌ੑの͍ߴ組織෩のߏஙとίϛϡχέーγϣϯのॆ࣮
　　�　経営情報のੵۃ的かつެ正な開示をは͡めとして、系౷内外とのコϛϡχέーションの充実をਤりつつ、

ਅにಁ໌な経営の重要性をೝࣝした組織෩をߏஙする。
ᶜ　৬һのਓݖのଚॏ
　　�　職員の人権、個性をଚ重するととに、݈߁と҆શに配ྀしたでಇきすいڥを確保する。
ᶝ　ڥのऔ組
　　�　資ݯのޮ率的な利用ഇغの削減を実ફするなͲ、ڥにੵۃ的に取組Ή。
ᶞ　࣋ଓՄͳࣾ会׆ݙߩಈのऔ組
　　�　当会が社会の中においてこそଘଓ・ൃలし得るଘ在であることを自֮し、社会の一員として、地域社会等

と連ܞし、すての人ʑの人権をଚ重しつつڥ等の社会的՝への対応にめ、社会とڞに歩Ήʮྑ
き企業ࢢຽʯとして、࣋ଓՄなੵۃ的に社会貢献活動に取組Ή。

コンプライアンス委員会

理　　事　　会

経営管理委員会

リスク統括部
（コンプライアンス統括部署）

各部署
（コンプライアンス責任者・コンプライアンス担当者）

監　　　事

監査部
（内部監査部署）

コンプライアンス運営体制

ྙ　ཧ　ݑ　ষ

ίϯϓϥイΞϯスʢ法ྩ等९कʣଶ
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　当会では、お客様により一層͝満いただけるαーϏスをఏ供できるよう、͝相ஊ・ۤ情等の申し出について、こ
れを実に受け付け、ਝかつ適切な対応・ղ決に努めています。
　また、受け付けた͝相ஊ・ۤ 情等については、定期的に経営ਞに報告するとともに、会内において情報共有を推進し、
ۤ情処理ଶの改善やۤ情等の再発ࡦࢭ・未然ࡦࢭに׆用しています。
　また、相ஊ・ۤ情等の申し出について、当会の対応に理ղいただけない場合は、中立的な外部機関を利用してղ決
を図る体制をとっています。

˔ۤ情ॲ理ાஔの֓要
　当会では、ۤ情処理ા置として、ۤ情等受付・対応ଶ及び内部規ଇ等を整備のうえ、その内容をϗームページ等
で公表するとともに、ＪＡバンク相ஊ所とも連携し、ਝかつ適切な対応に努め、͝相ஊ・ۤ情等のղ決を図ります。

˔ฆ૪ղܾાஔの֓要
　ۤ情等のお申し出については、当会が対応いたしますが、お客様が外部のฆ૪ղ決機関を利用してղ決を図ること
をرされる場合は、ฆ૪ղ決ા置として次のห࢜ޢ会を利用できます。

　上記ห࢜ޢ会の利用に際しては、
ＪＡバンク相ஊ所を通じての͝利用
となりますので、ӈ記の当会の͝相
ஊ・ۤ情等受付૭口又はＪＡバンク
相ஊ所にお申し出ください。

金༥̧̖̙ ʢ金༥に͓͚るࡋ֎ฆ૪ղ決ʣ੍ のରԠ

お 客 様
ご相談・苦情等

ご相談・苦情等

紛争解決の取次ぎ

紛争解決の調査・
対応依頼 取次ぎ依頼

（凡　例）
報告・連絡

相談・協議

指示・調査

ご相談・苦情等 お客様への
個別の対応

業務部・資金証券部・農業部（業務所管部署）

総務部（利用者サポート等管理部署）

一般社団法人ＪＡバンク相談所

弁護士会（紛争解決措置）

  当  

会

·ͣɺ当会の૭ޱ͓ਃし出͍ͩ͘͞。
○受付時間ɿޕલ̕時ʙ̑ޙޕ時（金༥機ؔのٳ業を除͘）
　業務෦　���ʵ���ʵ����　　資金証券෦　���ʵ���ʵ����
　業෦　���ʵ���ʵ����
上記の΄か下記の૭口でडけけます。
　͝相ஊ・ۤ情等受付૭ޱ（૯務෦）
　　ి൪߸ɿ048ʵ829ʵ3504　　　ిࢠϝールɿLVKPV!TJO�TU�KB�PS�KQ　
　一ൠ社ஂ法ਓ̟̖バϯク相ஊॴ
　　ి൪߸ɿ03ʵ6837ʵ1359

ηϯλーࡋ会　ࣔஊあっͤΜ・࢜ޢหۄ࡛

○ 受付時間ɿޕલ̕時ʙ̑ޙޕ時（金༥機ؔのٳ業を除͘）
　͝相ஊ・ۤ情等受付૭ޱ（૯務෦）
　　ి൪߸ɿ048ʵ829ʵ3504
　一ൠ社ஂ法ਓ̟̖バϯク相ஊॴ
　　ి൪߸ɿ03ʵ6837ʵ1359
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　当会は、貯金・定期積金その他の金融商品の販売等のק༠にあたっては、次の事項を९守し、お客様に対して適正
なק༠を行います。

˔ར用ऀ保ޢ等管理

　当会は、お客様の正当な利益の保ޢと利便の確保のため、以下の方針を९守し、利用者保ޢ等管理に向け継続的な
取り組みを行います。

１�ɽ利用者に対する取引又は金融商品のઆ໌（経営૬ஊ等をは͡めとした金融ԁ化の؍かΒの
આ໌をؚΉ。）及び情報ఏڙを適切にかつे分に行う。

２�ɽ利用者かΒの૬ஊ・苦情等については、ެ正・ਝ・実に対応（経営૬ஊ等をは͡めとした
金融ԁ化の؍かΒの対応をؚΉ。）し、利用者の理解と信པが得ΒれるΑう適切かつे分に対
応する。

３�ɽ利用者に関する情報については、法令等に基づ͘適正かつ適法な手ஈにΑる取得ฒびに情報の
紛失、࿙えい及びෆ正利用等のࢭのためのඞ要かつ適切な措置を͡ߨる。

４�ɽ当会が行う事業を外෦に委託するにあたͬては、利用者情報の管理利用者への対応が適切に
行ΘれるΑうめる。

５�ɽ当会との取引にい、当会の利用者の利益がෆ当にされることのないΑう、利益૬反管理の
ための態勢උにめる。

金༥商品のק༠ํ

利用ऀのอޢ

１�ɽお٬༷の商品利用目的ฒびにࣝ、経ݧ、財産の状況及びҙ向をྀߟのうえ、適切な金融商品
の勧誘と情報のఏڙを行います。

２�ɽお٬༷に対し、商品内容当該商品のリスク内容なͲ重要な事項をे分に理解していたͩ͘Α
うめます。

３�ɽෆ確実な事項についてஅ定的な判அを示したり、事実でない情報をఏڙするなͲ、お٬༷のޡ
解をট͘Αうなઆ໌は行いまͤん。

４ɽి๚にΑる勧誘は、お٬༷のご合に合Θͤて行うΑうめます。

５ɽお٬༷に対し、適切な勧誘が行えるΑう役職員のݚमの充実にめます。

６ɽൢച・勧誘に関するお٬༷かΒのご࣭ご照会については、適切な対応にめます。

ۚ༥のק༠ํ

ར༻ऀอޢཧํ
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˔རӹ૬管理

　当会は、お客様の利益が不当にされることのないよう、農業協同組合法、金融商品取引法及び関係するΨイυラ
インに基づき、利益相反のおそれのある取引を適切に管理するための体制を整備し、利益相反管理方針（以下、「本方針」�
といいます。）を定め、その概要を次のとおり公表します。

１　対取引のൣғ
　�　本方針の対となるʮ利益૬反のおそれのある取引ʯは、当会の行う信用事業関連業務、又は
金融商品関連業務にかかるお٬さまとの取引であͬて、お٬さまの利益をෆ当にするおそれの
ある取引をいいます。

２　利益૬反のおそれのある取引の類ܕ
　　ʮ利益૬反のおそれのある取引ʯの類ܕは、以下のとおりです。
　（１）お٬さまと当会の間の利益が૬反する類ܕ
　（２）当会のʮお٬さまと他のお٬さまʯとの間の利益が૬反する類ܕ

３　利益૬反の管理の方法
　�　当会は、利益૬反のおそれのある取引を特定した合について、࣍に͛ܝる方法にΑり当該お
٬さまの保護を適正に確保いたします。
　（１）対取引を行う෦と当該お٬さまとの取引を行う෦を分する方法
　（２）対取引又は当該お٬さまとの取引の条件एし͘は方法をมߋし、又は中ࢭする方法
　（３�）対取引にい、当該お٬さまの利益がෆ当にされるおそれがあることについて、当該お

٬さまに適切に開示する方法（たͩし、当会がෛう守ൿٛ務にҧ反しない合にݶります。）
　（４）その他対取引を適切に管理するための方法

４　利益૬反管理体制
　（１�）当会は、利益૬反のおそれのある取引の特定及び利益૬反管理に関する当会શ体の管理体制

を౷ׅするための利益૬反管理౷ׅ෦ॺ及びその౷ׅ者を定めます。この౷ׅ෦ॺは、営業෦
かΒのӨڹをडけないのとします。また、当会の役職員に対し、本方針及び本方針を౿ま
えた内෦規則等に関するݚमを実施し、利益૬反管理についてのपపఈにめます。

　（２�）利益૬反管理౷ׅ者は、本方針にそͬて、利益૬反のおそれのある取引の特定及び利益૬反
管理を実施するととに、その有ޮ性を定期的に適切にݕ証し、改善いたします。

５　利益૬反管理体制のݕ証等
　�　当会は、本方針に基づ͘利益૬反管理体制について、その適切性及び有ޮ性を定期的にݕ証し、
ඞ要に応͡てݟ直しを行います。

རӹ૬ཧํ
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　当会は、お客様の個人情報（特定個人情報を含む）を適正に取りѻうことが事業׆動の基本であり、社会的責務で
あることを認識し、個人情報保ޢ法その他の関連法令等の९守のもと、個人情報保ޢにかかわる考え方及び個人情報
の取りѻいを定めた「個人情報保ޢ方針（プライバシーポリシー）」をࡦ定・公開するとともに、当該方針に基づく
個人情報管理体制の整備等により、お客様の個人情報の適切な保ޢと利用に万全を期しています。

　当会は、当会内の情報及びお客様からお預かりした情報のセΩュリティの確保と日々の改善に努めることが事業׆
動の基本であり、社会的責務であることを認識し、「情報セΩュリティ基本方針」をࡦ定・公開するとともに、当該
方針に基づく情報セΩュリティ管理体制の整備等により、情報資産の適切な取りѻいと情報セΩュリティの維持及び
推進に万全を期しています。

　※「個人情報保ޢ方針」並びに「情報セΩュリティ基本方針」は、当会ϗームページにܝ載しています。
　　IUUQT���XXX.KBCBOL�TBJUBNB.PS.KQ�LFOTIJOSFO�HVJEFMJOF�

　当会は、平成19年６月19日൜ࡑ対ֳࡦ྅会議װ事会申合せにおいて決定された「ا業が反社会的ྗによる被
をࢭするための指針」（以下、「政府指針」という。）等を९守し、反社会的ྗ等に対して断固とした࢟でྟ
むことをએݴしています。
　また、マネー・ローンμリング等組織൜ࡑ等のࢭに取り組み、ސ客に組織൜ࡑ等による被が発生した場合に
は、被者ٹ済など必要な対応をߨじます。

ਓใཧݸ

ࣾձతྗ等ͱの取引ഉআ

（プϥΠόγーϙϦγー）ํޢਓ情報อݸ

情報ηΩϡϦςΟجຊํ（ηΩϡϦςΟϙϦγー）

（運営等）
　�　当会は、Ϛωー・ローンμリング等ࢭ及び反社会的勢力等との取引排除の重要性をೝࣝし、適用となる
法令等指針を遵守するため、当会の特性に応͡た態勢をඋします。
　�　また、適切な措置を適時に実施できるΑう、役職員に指ಋ・ݚमを実施し、Ϛωー・ローンμリング等
。及び反社会的勢力等との取引排除についてपపఈをਤりますࢭ

（Ϛωー・ローンμリング等のࢭ）
　�　当会は、実ޮ的なϚωー・ローンμリング等ࢭを実施するため、自Βが直໘しているリスクを適時・適
切に特定・評価し、リスクにݟ合ͬた減措置を͡ߨます。

（反社会的勢力との決ผ）
　　当会は、取引関係をؚめて、排除の࢟勢をͬて対応し、反社会的勢力にΑるෆ当要ٻをڋઈします。

（組織的な対応）
　　当会は、反社会的勢力に対しては、組織的な対応を行い、職員の҆શ確保を࠷༏先に行動します。

（外෦ઐػ関との連ܞ）
　�　当会は、ܯ、ެ益財ஂ法人࡛ݝۄ力์・ༀཚ用ࢭηンλー、ห護࢜なͲ、反社会的勢力を排除
するための各種活動を行ͬている外෦ઐػ関等とີな連ܞをͬて、反社会的勢力と対決します。

ϚωーɾϩーϯμϦϯグٴͼࣾ会తྗのରԠʹؔ͢Δجຊํ
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　当会は、埼玉県を事業Ҭとして、県内のＪＡ等が会員となっておޓいにॿけ合い、おޓいに発లしていくことを
共通の理念として運営されている相ޓැॿ型の農業ઐ門金融機関であるとともに、Ҭ経済の׆性化に資するҬ金
融機関です。
　当会の資金は、その大半が県内のＪＡにお預けいただいた組合員及びҬのօ様の大切な財産である貯金をݯઘと
しています。また、お預かりした貯金は、資金を必要とするօ様や、ＪＡ・農業に関連するا業・ஂ体及び、県内の
。業やஂ体、方公共ஂ体などにも͝利用いただいていますا
　当会は組合員等のօ様の経済的・社会的位の向上を目指し、ＪＡとのڧいឺとネットワークを形成することによ
りＪＡ信用事業機能ڧ化の支援を行うとともに、Ҭ社会の一員としてҬ経済の発లに努めています。
　また、資金供給や経営支援などの金融機能のఏ供にとどまらず、ڥ、จ化、ڭҭといった໘もࢹに入れ、く
Ҭ社会の׆性化に積ۃ的に取り組んでいます。

（令和２年３月末ݱ在）

Ҭ͔Βの資金ௐୡ・Ҭの資金供څのঢ়گ

ＪＡ

ＪＡバンク
埼玉県信連

�15໊̟̖の組合һ数 ��1ݝ

૯合̟̖数 15̟̖ݝ

出資金 1�5�ԯԁ

内ＪＡが組合員及び地域のݝ　
օ༷かΒお༬かりした貯金約
４ஹ３ઍԯԁのうͪ、約３ஹ１�
ઍԯԁをݝ内ＪＡかΒお༬かり
しています。
　また、ＪＡ農業ஂ体ͩけで
な͘、地域金融ػ関として地方
͘内企業かΒݝ体ஂڞެ
資金をお༬かりしています。

ʲ貯金残高 �r ３ஹ1860ԯԁ
会 員 等� 3ஹ1091ԯԁ
地ެ体等� 566ԯԁ
そ の 他� 202ԯԁ

　地域経済のൃలにد༩する金
融ػ関（ＪＡバンク）という経
営方針かΒ、地域の企業個人
のօ༷の෯い資金χーζにਝ
・的確にお応えするΑうめ
ています。また、᷂本ࡦ金
融ެݿ、（独）ॅ 金融ࢧԉߏػ
なͲのड託金融ػ関として、農
業・ॅ・ڭҭなͲの制度融資
の૭口となͬています。

ʲ貸出金残高 �r 4131ԯԁ
会 員 等� 45ԯԁ
地ެ体等� 471ԯԁ
そ の 他� 3615ԯԁ

債の引डけにΑる資金ݝۄ࡛　
は、ݝのެڞ事業、社会ࢱ・
จ化施ઃ等へ利用されています。
ʲ࡛ݝۄ債令和元年度引ड額ʳ

　　　7ԯԁ

҆શ性と収益性にे分配ྀし、農ྛ中ԝ金ݿへの༬金ࠃ債等の有価証券で運用しています。
ʲ༬金残高 　r　　　２ஹ1688ԯԁ　　　　̡ 有価証券残高 　r　　　7176ԯԁ

ࣾձతͱ׆ݙߩಈ
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　ＪＡグループは、৯と農を基࣠としてҬにࠜざした協同組合として、ॿけ合いのਫ਼ਆのもとに、持続可能な農業
と๛かでらしやすいҬ社会の実現を理念として͛ܝています。
　当会では、この理念のもと、「お客さま本位の業務運営に関する取組方針」を公表するとともに、組合員・利用者
のօ様の安定的な資産形成にݙߩするための具体的な取り組みを実ફしております。
　また、その取組状況及び「お客様本位のྑ質な金融商品・αーϏスをఏ供する金融事業者をお客さまがબͿ上で比
ֱすることのできる統一的な指標」（「比ֱ可能な共通̠Ｐ̞」）を公表しております。

１ɽお٬さまへの࠷適な商品ఏڙ
　（１�）お٬さまにఏڙする金融商品は、特定の資運用会社にภることな͘、社会情勢手数料のਫ४等౿

まえたうえで、お٬さまのଟ༷なχーζにお応えできるのをબ定します。

２ɽお٬さま本位のごఏ案と情報ఏڙ
　（１�）お٬さまの金融ࣝ・経ݧ・財産、χーζ目的に合Θͤて、お٬さまに;さΘしい商品をごఏ案いた�

します。
　（２�）お٬さまの資判அに資するΑう、商品のリスク特性・手数料等の重要な事項について分かりす͘ご

આ໌し、ඞ要な情報をे分にごఏڙします。
　（３�）お٬さまにごෛ୲いたͩ͘手数料について、お٬さまの資判அに資するΑうに、ஸೡかつ分かりす

いઆ໌にめます。

３ɽ利益૬反の適切な管理
　（１�）お٬さまへの商品બ定情報ఏڙにあたり、お٬さまの利益をෆ当にすることがないΑうに、ʮ利益૬

反管理方針ʯに基づき適切に管理します。

４ɽお٬さま本位の業務運営を実ݱするための人ࡐのҭ成と態勢のߏங
मにΑる指ಋ資֨取得のਪਐを௨͡て高度なઐ性を有し実・ެ正な業務を行うことができる人ݚ（�１）　

。ஙしますߏするための態勢をݱをҭ成し、お٬さま本位の業務運営を実ࡐ

͓٬͞·ຊҐの業務ӡ営ʹؔ͢Δऔ組ํ

͓٬͞·ຊҐの業務ӡ営のߋͳる定ண
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　当会は、農業者の協同組織金融機関として、「健全な事業を営む農業者をはじめとするҬのお客様に対して必要
な資金を円に供給していくこと」を、「当会の最も重要な役ׂのͻとつ」として位置付け、当会の担う公共性と社
会的責任をڧく認識し、その適切な業務の行に向け「金融円化にかかる基本的方針」を定め、お客様の経営支援
に取り組んでいます。
　また、経営者保証に関するΨイυライン研ڀ会（全国銀行協会及び日本商会議所が事務ہ）が公表した「経営者
保証に関するΨイυライン」を踏まえ、当会は、本Ψイυラインをଚ重し、९守するためのଶ整備を実施しています。
当会は、お客様と保証契約をక結する場合、また、保証人のお客様が本Ψイυラインにଇした保証債務の整理を申し
立てられた場合は、本Ψイυラインに基づき、実に対応するよう努めています。

Ҭີணܕ金༥の取Γ組Έ

業ऀの経営ࢧԉʹؔ͢Δऔ組ํ

１�　当会は、お٬さまかΒの৽規融資貸条件のมߋ等のਃࠐみがあͬた合には、お٬さまの特性及び事
業の状況をצ案しつつ、できるݶり、ॊೈに対応するΑうめてまいります。

２�　当会は、事業を営Ήお٬さまかΒの経営૬ஊにੵۃ的かつきめࡉか͘取組み、お٬さまの経営改善に向け
た取組みをごࢧԉできるΑうめてまいります。
　　また、役職員に対するݚम等にΑり、上記取組みの対応力の向上にめてまいります。

３�　当会は、お٬さまかΒ৽規融資貸条件のมߋ等の૬ஊ・ਃࠐみがあͬた合には、お٬さまの経ݧ等
に応͡て、આ໌及び情報ఏڙを適切かつे分に行うΑうにめてまいります。
　�　また、おஅりさͤていたͩ͘合には、その理༝をՄなݶり۩体的かつஸೡにઆ໌するΑうめてまい
ります。

４�　当会は、お٬さまかΒの、৽規融資貸条件のมߋ等の૬ஊ・ਃࠐみに対するい合Θͤ、૬ஊ及び苦
情については、ެ正・ਝ・実に対応し、お٬さまの理解と信པが得ΒれるΑうめてまいります。

５�　当会は、お٬さまかΒの৽規融資貸条件のมߋ等のਃࠐみ、事業࠶生ＡＤＲ手ଓの実施ґཔの確ೝ又
は地域経済活性化ࢧԉߏػし͘は౦本େࡂ事業者࠶生ࢧԉߏػかΒの債権ങ取ਃࠐみ等のٻめについ
て、関係する他の金融ػ関等（系金融ػ関等、信用保証協会等及び中小企業࠶生ࢧԉ協ٞ会をؚΉ。）
とີۓな連ܞをਤるΑうめてまいります。
　�　また、これΒの関係ػ関等かΒ照会をडけた合は、守ൿٛ務にཹҙしつつ、お٬さまの同ҙをલఏに情
報ަしつつ連ܞにめます。

６�　当会は、お٬さまかΒの上ड़のΑうなਃࠐみに対し、ԁに措置をとることができるΑう、࣍のΑうな体
制をඋしております。
（１�）理事長以下、ઐ務理事・常務理事・෦長をߏ成員とするʮコンプライアンス委員会ʯにて、金融ԁ化

にかかる対応を一元的に管理し、組織ԣஅ的に協ٞします。
（２�）常務理事（業務౷ׅ本෦長）をʮ金融ԁ化管理責任者ʯとして、当会શ体における金融ԁ化の方針

施ࡦのపఈにめてまいります。
（３�）リスク౷ׅ෦・業務෦・農業෦をߏ成෦とするʮ金融ԁ化協ٞ会ʯにて、金融ԁ化の؍かΒ個

ผ案件にかかる対応の適切性等に関し協ٞします。
（４�）業務෦長・農業෦長をʮ金融ԁ化管理୲当者ʯとし、当会における金融ԁ化の方針施ࡦのపఈに

めてまいります。

７�　当会は、本方針に基づ͘金融ԁ化管理態勢について、その適切性及び有ޮ性を定期的にݕ証し、ඞ要に
応͡てݟ直しを行います。

ۚ༥ԁԽʹ͔͔Δجຊతํ
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担い手 ＪＡバンク

ＪＡ

ＪＡ

総合的な
金融サービスの提供認定農業者

（農家）
ＪＡ出資法人
集落営農組織
等

・ 農業近代化資金
・ ＪＡ農機ハウス
　ローン
・ プロパー資金 等

・ 経営診断
・ ビジネスマッチング
・ 将来的な株式上場支援 等

・ 農業近代化資金
・ スーパー L資金（受託貸付）
・ プロパー資金 等

・ 農林水産環境ビジネスローン 等

認定農業者（農家） ・ＪＡ出資法人・集落営農組織等の担い手に対する融資
対応を行う。

ＪＡの取り組みを推進・支援するとともに、 ＪＡの対応が困難な農業法
人等に対して、直接融資又はＪＡ・信連との協調融資等によって積極的
な金融対応を図る。

農業法人
農業関連法人
等

連
信

金
中
林
農

経営コンサルティング機能

・ アグリビジネス投資育成
　㈱による各種ファンドの
活用

農業法人への出資等の活用

ＪＡ埼玉県担い手サポート
センターとの連携

関係団体等との連携

信連

農林中金

担い手金融強化に向けた取り組み

　ＪＡバンク࡛ۄでは、地域の農業者との関係を一ڧ化するための体制උに取り組んでいます。
　ＪＡでは営農・経済୲当者がおฉきした情報を本ࢧ店の農業融資୲当者がѲし、農業融資に関する
๚・資金ఏ案活動を実施しております。なお、ݝ内１５ＪＡの本店にはʮ୲い手金融リーμーʯがઃ
置され、ࢧ店の活動をサポートしています。
　また、農業融資୲当者等のઐࣝのश得・૬ஊ対応力向上を目的に、ＪＡバンクಠ自の資֨制度で
あるʮＪＡバンク農業金融プランナーʯの資֨取得を勧めており、令和２年３月末ݱ在７３１名（うͪ
当会̕１名）が取得しています。
　当会では、ฏ成２７年４月Αり農業෦をઃ置し、ＪＡのサポート・指ಋ、農業法人等への融資૬ஊを
୲うʮݝ域農業金融ηンλーػʯの֦充・ڧ化をਤるととに、ฏ成２８年４月にઃ置されたʮＪＡ
して、୲い手経営体のଟ༷なχーζへの対応にਚ力しܞ୲い手サポートηンλーʯ（˞）と連ݝۄ࡛
ています。

業ऀの経営ࢧԉʹؔ͢Δମ੍උ

˞ＪＡ࡛ݝۄ୲い手サポートηンλー
　�　ʮ農業者の所得増େʯ、ʮ農業生産の֦େʯに向けて、ＪＡ（୲い手ࢧԉ෦ॺ）ととに୲い
手経営体への個ผࢧԉ・事業ఏ案等を実ફすることを目的とし、৽たにݝ域（ݝ中ԝ会・各
連合会）ڞ௨ߏػとしてઃ置されました。
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˔ʮ̟̖άϧーϓさ͍た·農ச࢈ஊձʯの開࠵
　�　Ҭ農業の振ڵ及び県内農業者の所得増大に向けた取り組みとして、「ＪＡ
グループさいたま農ச産物商ஊ会」をＪＡ全農さいたまと主࠵し、ັྗある県
産農ச産物をくＰ̧するとともに、販࿏֦大に向けたϏジネスνャンスの場
をఏ供いたしました。

˔̟̖όンクར੍څิࢠ
　�　農業者のお借入に係る金利負担の軽減を目的に、対象資金に対して１％を上
限として利子ิ給を行っています。
　　　対象資金　　　�農業近代化資金、農業経営改善ଅ進資金、ＪＡ農機ϋウス

ローン、アグリスーύー資金、担い手応援ローン、アグリ
マイティー資金、ＪＡࣂྉ用ถ対応資金　

˔̟̖農業資金保証ྉॿ੍
　�　県Ҭ独自の施ࡦとして、農業資金の融資に係る保証ྉの負担軽減を目的に、
対象資金のお借入時に埼玉県農業信用基金協会に支払った保証ྉ全額をॿ成し
ています。
　　　対象資金　　　農業近代化資金、ＪＡ農機ϋウスローン΄か

˔ब農ࢧԉࣄ業
　�　新規独立ब農者又は元新規ब農者が購入した農機具・農
業施設等購入費用の一部をॿ成する「新規ब農者農機具等購
入支援事業」を行っています。

˔ൢ࿏֦େࢧԉࣄ業
　�　埼玉県内の農業法人等が生産する農産物、並びに開発した
６次産業化商品等について、販࿏֦大に資する告એ費
用の一部をॿ成する「農業法人Ｐ̧支援事業」を実施しまし
た。

農業・Ҭの成ࢧԉの取Γ組Έ

JAバンク埼玉県信連 （農業部）
〒330-0063 埼玉県さいたま市浦和区高砂3-12-30
TEL.048-829-3132  FAX.048-829-3049
E-mail. nogyobu@sin.st-ja.or.jp
http://www.jabank-saitama.or.jp/kenshinren/

「JAグループさいたま農畜産物商談会2019」 事務局
日本食糧新聞社 ビジネスサポート本部 展示会事業部
〒103-0028 東京都中央区八重洲1-9-9 東京建物ビル5F
TEL.03-3537-1077　FAX.03-3537-1088

JA全農さいたま （管理部）
〒330-9001 埼玉県さいたま市浦和区高砂3-12-9（農林会舘内）
TEL.048-829-3211
http://www.st.zennoh.or.jp

お問い合わせ

運営事務局

大宮ソニックシティ  第1展示場
〒330-8669 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5

■ 鉄道をご利用の場合
    東武野田線・JR各線（川越線・京浜東北線・埼京線・高崎線・宇都宮線）
    大宮駅西口より徒歩3分

■ お車をご利用の場合
    首都高速道路埼玉大宮線 [新都心西IC] より1km

アクセス

駅
宮
大

パレスホテル大宮

ソニックシティホール

ソニックシティビル

歩行者デッキ

さいたま・春日部線

至熊谷

至日本橋

至東京・上野・新宿

至高崎・宇都宮

部日
春至

越川
至

沢所
至

大宮
そごう

ビック
 カメラ

シーノ大宮
ARCHE

DOM
丸井

JACK
大宮

埼玉
りそな銀行

武蔵野
銀行

国道
17
号

口西

第２
展示場

イベント広場

ステージ

第３
展示場

第４
展示場

第５
展示場

第１展示場

ロビー

ロビー

ビル入口

商談室

　 会 場

駐 車 場　140台
営業時間　7:00～23:00
料　　金　30分毎200円
高　　さ　2.3m

B1F

農畜産物商談会農畜産物商談会
JAグループさいたま

2019

出 展 者
募集案内

2019年10月31日㊍
11:00～16:00

大宮ソニックシティ
第1展示場
主　催

JAバンク埼玉県信連／JA全農さいたま
共　催

埼玉県内JA／JA埼玉県中央会／JA共済連埼玉
後　援

埼玉県／農林中央金庫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

詳しくは、お近くのＪＡへお問い合わせください。 

 

  

●助成総額には上限があります。そのため、多数の申請があった場合には助成要件を満たしていても助成が受けられないことがあります。 

募集期間 
（申請期間） 

対 象 者 

助成金額  詳しくは、裏面をご覧ください。 

令和元年１０月～１２月 
 

 
※平成３１年４月以降に実施した広告宣伝に係る外注費用が対象となります。 

 

 農業法人等 
 

 １事業対象者あたり 
広告宣伝に係る外注費用（税抜価格）の５０％ 

（ただし１人最大 30 万円） 
助成金額 

 

 

 

 

 

ର  資 金

ର  資 金

ＪＡグループさいたま農畜産物商談
会2019
令和元年10月31日　大宮ソニック
シティ
左：開会挨拶をする若林会長
右：商談会の様子
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˔ΞάリϏジωス資ҭ㈱ͱ࿈ܞした֤種ϑΝンυの׆用
　�　農業をϏジネスとして確立させようと積ۃ的に׆動し、将来の担い手
として期される農業法人の事業ྗڧ化のため、金融αーϏスの１つと
してアグリϏジネス資ҭ成᷂と連携し、「アグリシーυフΝンυ」（農
業法人への資本供与）等の各種フΝンυをఏ案しています。

˔農業ܦӦऀԠԉαイトʮΞάリウェϒʯの׆用
　�　農業経営者が๊える経営՝等のղ決を支援することを目的に、農林中央金
が開設したウェブαイト「アグリウェブ」を通じ、農業経営者への情報ఏ供ݿ
に取り組んでいます。
　�　また、全国農業協同組合連合会のウェブαイト「アϐネス」との連携により、
営農ٕज़の情報ఏ供等を行っています。

˔αポートࣄ業
　�　「農業機ց大ల示会」（令和元年７月19日～ 20日、令和２年１月25日～ 2�日）
では、「農業資金融資૭口」を設置し、ＪＡ農機ϋウスローンのＰ̧や融資相ஊ
等を行いました。

　�　ＪＡバンク埼玉では、新型コロナウイルスײછの֦大により影響を受ける農業者の経営を支援するため、以下
のとおり対応を行っています。

˔༥資等にؔするࡂ等૬ஊ૭ޱのઃஔ
　�　新型コロナウイルスײછの影響を受ける農業者のօさまからの͝融資や͝返済に関する相ஊに、ਝかつきめ
。やかな対応を行うため、相ஊ૭口を設置しましたࡉ

˔金༥ࢧԉの࣮ࢪ
　�　新型コロナウイルスײછの影響を受けるＪＡ組合員（農業者、農業法人等）を支援するため、借入金の負担軽
減を目的に、対象資金に対して１％を上限とした利子ิ給とお借入時に埼玉県農業信用基金協会に支払った保証ྉ
全額をॿ成しています。

৽ܕίϩナΠルスײછのӨ֦ڹେを౿·͑たରԠ

基本的な

条件

農業法人の
皆さまへ

˔̟̖ όϯΫͰɺۀ๏ਓࢿҭ੍Λ࣮͢ࢪΔΞάϦϏδωεࢿҭࣜגձࣾʢҎ
ԼɺΞάϦࣾʣͱ࿈͠ܞɺۀ๏ਓͷօ͞·ʹͱͬͯより׆༻͍͢͠ࢿຊ͝ఏڙʢܾٞ
˞ຊ˞�ɺࢿͷͳ͍ݖ �ʣͷΈΛ͝༻ҙ͍ͨ͠·ͨ͠ɻ

˔ҎԼͷج४ʹ֘͞ΕΔ͓٬͞·ɺΞάϦࣾʹよΔࢿҭ੍Λ׆༻͠ɺࣗࢿݾຊ
Λ૿͢ڧΔ͜ͱ͕ՄͰ͢ɻʢͨͩ͠ɺΞάϦࣾʹよΔݸผ৹͕ࠪ͋り·͢ɻ˞ �ɺ˞ �ʣ

˔ΞάϦࣾͷग़ֹۚࢿ�� ඦສԁҎԼɺؒظ �� Ͱ͢ɻ

˞�ɹࣄ߹๏ਓʹ͍ͭͯɺܾٞݖ͖ͱͳり·͢ɻ
˞�ɹޙࢿ ��Λܦա͢ΔલʹɺΞάϦ͔ࣾΒࢿઌ๏ਓʹରͯ͠ɺࣜגʹ͍ͭͯৡͷ૬ஊΛ͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ɻ
˞�ɹͷ݅ʹ͍ͭͯɺݸผʹΞάϦࣾͱͷަবʹよりܾఆ͠·͢ɻ
˞�ɹ͝ఏग़͍ͨͩ͘ܭۀࣄըʹ͍ͭͯɺΞάϦ͕ࣾݸผ৹ࠪΛ͍ߦ·͢ͷͰɺ
Λ͓அり͢Δ߹͕͋り·͢ɻࢿ݅Λຬͨ͞ΕͯΞάϦ͔ࣾΒͷग़ه্��������
˞�ɹৄ͍݅͠ʹ͍ͭͯɺΞάϦࣾ·̟ͨ ̖όϯΫʹ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

アグリシードファンドアグリシードファンド
農業法人投資育成の枠組みのご案内農業法人投資育成の枠組みのご案内

● 農業法人もしくは農業に関する事業を営む法人であること（農業法人につい
ては、認定農業者であること、または認定農業者になることが確実である者）

● 会計は複式簿記により行っていること

● 計算書類を年に 1 回以上作成していること

● 直近の決算において債務超過でないこと（債務超過であったとしても直近決算において経常利益
および税引後当期純利益が黒字化しており、５年以内に解消できると見込まれること）

● 経常利益及び税引後当期利益が過去３年連続赤字ではないこと

● 経営者が農業関連業務の経験者であること

● 金融機関からの借入金の返済が当初条件どおり進んでいること（当初条件どおりでなくても、現
時点において計画どおりの返済が行われていること）など（※5）

̟̖όϯΫʢ̟̖ɾ৴࿈ɾྛதۚʣ

2018.12.27（15:38:05）TTD-106　オモテ　【JA・信連・農林中金】

効

https://www.agriweb.jp/ 

★駐車場は限りがあるため、乗り合わせの上、ご来場下さい。★駐車場は限りがあるため、乗り合わせの上、ご来場下さい。

会場
国
道
1�
号
バ
イ
パ
ス

武
蔵
水
路

߸�ಓ12ݝ

ಓ12�߸όΠύεࠃ

国
道
122
号

߸ಓ122ࠃ
όΠύε

ྛؗࢸ

ߵࢸٍࢸ

શ
ຊ෦ݝۄ࡛
ηϯλʔాߦ

ݟ࢜
ஂۀ

্೭ೆ

ਅ໊൘

ݟଟࢤ

Πϯλʔా࣋

むさしの村

ձ͝Ҋਤ

˔
˔
˔Ӧࢧԉίーφー�
˔҆ۀ࡞શίーφー
˔ංྉༀίーφー

˔Ӧࢧԉίーφー�
˔҆ۀ࡞શίーφー
˔ංྉༀίーφー

ओɹ࠵

ࢍɹڠ

ձɹ場
Ή͞͠のଜಛઃձ
埼玉ݝՃਢࢤࢢଟݟ������
������������᷄
埼玉ݝՃਢࢤࢢଟݟ������
������������᷄

全農埼玉県本部取扱メーカー各社
埼玉県農業協同組合中央会
埼玉県信用農業協同組合連合会
全国共済農業協同組合連合会 埼玉県本部
埼玉県農業共済組合

お近くのJA又はJA全農さいたま農機課
☎048-559-0315
お近くのJA又はJA全農さいたま農機課
☎048-559-0315
お問い合わせ

特典

೦Λه
ϓϨθϯτʂ

�ສԁҎ্ͷ
ʹͷํܖ͝

9：00～PM3：00

1/

+"άϧʔϓ͍ͨ͞·ɹΞάϦϚγϯϑΣΞʔ

9：00～PM3：00

+"άϧʔϓ͍ͨ͞·ɹΞάϦϚγϯϑΣΞʔ

農業機械
大展示会

埼玉県内JA ・ 埼玉県JA農機協議会 
全国農業協同組合連合会埼玉県本部

૭口設置場所 お問い合わせ先

ＪＡ埼玉県信連　農業部
　　　ి൪号　０４̔－̔２９－３５４１
　　　̛ Ａ ̭　０４̔－̔２９－３０４９
　　　所 在 　さいたま市Ӝ和区高࠭３ஸ目１２൪３０号
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　当会は、金融機能のఏ供にとどまらず、Ҭ経済の発లにد与する金融機関として、自然ڥ維持・Ҭจ化׆動・
ࢱ・スポーπ׆動等へのݙߩにも積ۃ的に取り組んでおり、これらの׆動を通じて農業とҬ社会の発లと׆性化
にݙߩしてまいります。

จԽ的・社会的ݙߩにؔする事߲

จ化的・社会的貢献
ＪＡバンク৯農ڭҭ応ԉ事業

と農業への理解ڥ・Ͳたͪが、৯ࢠ代を୲う࣍　
をਂめるきͬかけとなることをئい、ࡐڭ本をݝ内小
。にଃఄいたしましたߍֶ

農業ڭҭの充実に関するࢧԉ

　農業ڭҭの充実、৽規ब農者の確保・ҭ成を目的と
して、࡛ݝۄ農業େֶߍへのࢧԉに関する協定をฏ成
31年３月に࡛ݝۄとక݁しました。۩体的ࢧԉࡦとし
ては、５年間د金をڌ出すること、ฒびにカリΩϡ
ラϜの充実に関する連ܞとして令和元年̕月12に同
。を行いましたٛߨで特ผߍ

　　ըࢀయへのࡇ৯と農ྛ業のࠃの࠼

　数ʑの特産品が一ಊに会する࡛ݝۄと農業ஂ体が主
。ըしていますࢀ、ԉࢧ的にۃするイϕントをੵ࠵
　当イϕントを௨͡、ＪＡバンク࡛ۄと地域のօ༷と
のަྲྀをਂめるととに、ݝ内農業への理解をਂめて
いたͩ͘として、৯と農ྛਫ産業を̥͘Ｒしてい
ます。

ྛ保護活動ஂ体への協力

　ਫ資ݯ๛かな農地をੈ࣍代に引き͙ܧため、ݝ内
でྛ保護Ϙランティア活動を実施している特定ඇ営
利法人࡛ۄྛサポーλークラブへ、役職員かΒのد
金ฒびに当会かΒのॿ成金をਐఄいたしました。

令和元年̕月12
ٛߨでのߍ農業େֶݝۄ࡛

令和元年̕月20
एྛ会長Αり࡛ۄྛサポーλークラブ
ૼ৮会長（ࠨ）へد金をਐఄ

৯と農ྛ業υリーϜϑェスλࠃの࠼2019
令和元年11月16ʙ17
まつΒҁެԂ（Ճࢢ）
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ಐཆ護施ઃへの協力ࣇ

　地域ࢱへの貢献の一として、࡛ݝۄの社会ࢱ
施ઃの管理・運営を実施している社会ࢱ法人࡛ݝۄ
社会ࢱ事業ஂへ、役職員かΒのد金ฒびに当会か
Βのॿ成金をਐఄいたしました。

献݂への協力

　社会貢献の一として、当会ではฏ成15年Αりܧଓ
して本ेࣈ社の献݂活動にࢀՃしています。ຖ年
ଟ͘の役職員が協力しています。

ʮＪＡバンク࡛ݝۄ信連のづ͘りʯ
活動への取り組み

　ྛの࣋つެ益的なػのҡ࣋・向上、ฒびにਫݯ
地ڥの保શ地ٿԹஆ化ࢭなͲに貢献するため、
当会とެ益社ஂ法人࡛ݝۄ農ྛެ社間でʮ࡛ݝۄྛ
づ͘り協定ʯをక݁しており、ྛඋに係る活動අ
の一෦をॿ成することにΑり、݈શで活力のあるྛ
の࠶生をࢧԉしています。

令和元年̕月25
Αり（ࠨ）事業ஂ理事長ࢱ社会ݝۄ࡛
状をडଃँײ

　令和元年度の活動・ࢧԉにΑり、
収ྔ13�3ٵ U（$02 ʗ年）のೝ証
を取得いたしました。

収ྔೝ証書ٵྛ$02ݝۄ࡛

令和元年10月21　当会றं
　当会はฏ成24年度Αり献݂サポー
λーにࢀՃしており、献݂ਪਐΩャ
ンペーンを応ԉしています。
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保શへの取り組みڥ

保શの一として、当会役職員とެ益社ڥ　
ஂ法人࡛ݝۄ農ྛެ社が協ಇして࡛ݝۄ農ྛެ
Ԃのਗ਼活動を行いました。きूめたམͪ༿
はଯංにされ、Ԃ内のാで利用されます。

ࢍύύ・ϚϚ応ԉショοプへの協ݝۄ࡛

　গࢠ化対ࡦとして、࡛ݝۄがࢢொଜ・企業と
連ܞしてࢠҭてՈఉを応ԉするʮύύŋϚϚ応ԉ
ショοプʯ事業に協ࢍし、ࢠҭてࢧԉに取り組
んでいます。
　当会は、協ࢍ店として対者に定期貯金定
期ੵ金の金利を上ͤすることで、ݝ内ʮࢠҭ
てՈఉʯの資産ܗ成を応ԉしています。

Ａ̚Ｄのઃ置

　当会では、施ઃ内に"&%（自動体外ࣜ除ࡉ動ث）
を５ઃ置し、৺ࣨࡉ動等のٸۓ事態にඋえていま
す。
　また、"&%ߨश会をຖ年開࠵し、職員は用方法、
ॳ期໋ٹ措置等のࣝ・ٕज़の取得向上にめてい
ます。

ϑーυバンク࡛ۄへの協力

　৯品のࢧԉをඞ要とする方ʑをࢧえるࢱ施
ઃ等に、ແ償で৯品をఏڙしている特定ඇ営利
活動法人ϑーυバンク࡛ۄへ、ࡂඋ品のೖ替
えにいඋ৯品をఏڙしました。

令和元年10月18　Ａ̚Ｄߨश会

令和元年11月７
特定ඇ営利活動法人ϑーυバンク࡛ۄへ
උ৯品をఏڙ

令和２年２月８　࡛ݝۄ農ྛެԂ（ਂ୩ࢢ）
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グラウンυ・ΰルϑେ会、ΰルϑେ会の開࠵
、内ＪＡで年金をडけ取Βれているօ༷を会員とするʮ年金༑の会ʯ（Ѫ称ɿΏうΏう会）を組織しݝ　
会員૬ޓのກ、݈ ・にΑり、グラウンυ࠵ڞ農協年金༑の会連བྷ協ٞ会ʯとのݝۄ増ਐを目的にʮ࡛߁
ΰルϑେ会、ΰルϑେ会を開࠵いたしました。

各種૬ஊ会・ηϛナーの開࠵
●ＪＡ年金૬ஊ会の開࠵
　ＪＡバンク࡛ۄでは、組合員・地域のօ༷かΒの年金૬ஊχー
ζに応えるため、社会保ݥ࿑務࢜をটいてʮＪＡ年金૬ஊ会ʯ
を年間192ճ開࠵し、延1659名のお٬༷にごདྷいたͩ͘
ととに、1663件の૬ஊに対応いたしました。

●各種ηϛナーの開࠵
　ＪＡバンク࡛ۄでは、組合員・地域のօ༷のʮେ切な資産を
Ҩしたいʯといういへのサポートとして、事લの対ࡦҨݴ
のϝリοト等についておえする૬ଓ・Ҩݴηϛナーを開࠵し、
ଟ͘のお٬༷にごདྷいたͩきました。
　お٬༷一人ͻとりの૬ஊχーζに応えるため、個ผのご૬ஊ
にਵ時対応しています。

利用者ωοトϫーク

第２３ճ࡛ݝۄ農協年金༑の会グラウンυ・ΰルϑେ会
令和元年５月２２
ࠃの࠼　୩スポーπจ化ެԂ۽ ま͘がυーϜ

第11ճ࡛ݝۄ農協年金༑の会ΰルϑେ会
令和元年10月30　
おおΉΒさきΰルϑ۞ָ෦

開催

JAバンク埼玉
+"ɾ+"࡛ݝۄ৴࿈

http://www.jabank-saitama.or . jp

Ͱ͓͍合Θͤͩ͘さ͍ɻ·ޱに+"૭ܰؾ͓˔

店

JA

　　 　 ：　　　 ～　　 　 ：　　　 

令和　　　年　　　月　　　日（　　）
日時

会場

JA

豊富な経験と専門知識を有する講師が
相続と遺言についての基本をわかりやすくお話しします

セミナー
相続・遺言相続・遺言相続・遺言
セミナー
相続・遺言

߹һ・利用ऀαーϏス্の取Γみ

令和２年２月４　Ӝ和ロイϠルύインζϗテル

ʮＪＡバンク࡛ۄ　૭口ηールスロールプレイング
େ会ʯの開࠵
　૭口担当者のސ客対応ྗ・セールスྗڧ化を図ることを
目的に、各区の予બ会で優लな成績をあ͛た12名による�
「第７回ＪＡバンク埼玉　૭口セールスロールプレイング�
大会」を開࠵いたしました。
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　当会は、県内の会員ＪＡを中心に、方公共ஂ体・一般法人
並びにҬのօ様から貯金をお預かりしており、ී通貯金・各
種定期貯金・定期積金など、様々な貯金商品を取りѻっていま
す。
　ＪＡバンクのΩャッシュカーυは、三ඛ̛̪Ｊ銀行、セブン
銀行、イーネットＡ̢̩、ローιン銀行Ａ̢̩、Ώうちΐ銀行
などの全国のＡ̢̩で、͝入金（三ඛ̛̪Ｊ銀行は除く）・お
引き出し・残高照会のαーϏスを͝利用いただけます。
　当会のＡ̢̩では、全国ＪＡのΩャッシュカーυでのお預
け入れ・お引き出し・定期貯金のお預け入れ・お振込・1BZ�
FBTZ（ペイジー）・通ா記ாなどをお取りѻいしております。
　また、三ඛ̛̪Ｊ銀行、Ώうちΐ銀行、̢̞̘Ｓఏ携金融機
関のΩャッシュカーυでは、お引き出し、残高照会、お振込み
等のお取引でも͝利用いただけます。
　なお、ＪＡバンクでは、独自の支援制度である「破綻未然ࢭ
システム」と国の公的な制度である「貯金保ݥ制度」という２
つの制度により、օ様の大切な貯金を二重に保ޢしています。

　当会は、๛な資金量で農業者のօ様の事業に必要な資金への対応をはじめ、
農業基盤の整備・発లを目的とした農業融資に積ۃ的に取り組むとともに、農業
関連ا業並びに埼玉のҬ経済を担う一般ا業等からの資金ニーζにも෯く対
応し、Ҭ経済の発లにݙߩしています。また、農業担い手のօ様を支援するた
め、新資金の設や債務保証にも取り組んでいます。
　一方、᷂日本政ࡦ金融公ݿ、（独）ॅ 金融支援機構などの受託金融機関として
各種制度資金を取りѻうとともに、օ様のライフスタイルに合わせた各種ローン
を͝用意しています。

　当会は、全国のＪＡ及び銀行・Ώうちΐ銀行・信用金ݿ等の金融機関とオンラインシステムでఏ携し、振込、ૹ
金、代金取立等の各種ҝସ業務を行っています。
　また、給与振込、年金の受け取り、国税・社会保ݥྉ等のࡀ入金の取りѻい（日本銀行ࡀ入෮代理ళ）、埼玉県の
自動ं税等公金の取りѻい（埼玉県指定代理金融機関）、並びにి・ిؾ・水ಓྉ金等の各種公共ྉ金等の収ೲ事
務、ネットαーϏス、クレジットカーυ等の決済業務も行っており、Ҭのօ様へのαーϏス向上に努めています。

ஷ ۚ 業 務

ି ग़ 業 務

ҝସɾܾࡁ業務

業務の͝Ҋ
༰ۀ

安
心
・
簡
単
・
便
利
な
年
金
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

年
金
の

お
受
取
は
J
A
へ

あなたの豊かなセカンドライフを応援 !

ゆうゆう会 R（農協年金友の会）

新規会員
募集中 !
JAで年金を

お受取りいただくと
ご加入できます。

楽しい集まりに参加しませんか？
ゆうゆう会（農協年金友の会）では、
グラウンド・ゴルフ大会などの様々な
イベント開催し、交流の輪を広げます。

ATMご利用ガイド
（手数料のご案内）

˔͓͍合ͤઌ

2019年10月

くΘしくはおۙくの̟ ̖૭口まで

௨ாおಧ͚ҹはちΖんの͜と、キャッシュカードご
ຊ人である͜とをࣔすӡస໔ূڐなどはผʑにかͭݫ
ॏにอしͯくͩ͞い。

҉ূ൪߸には他人からਪଌ͞Εすいʮੜ݄日ʯ、ʮి
൪߸ʯʮंのφンバーʯ等の൪߸のご利用はおආ͚く
ͩ͞い。また、定ظతにม͞ߋΕる͜とをおקめします。

҉ূ൪߸のมߋは、口座։設̟ ̖の૭口の΄か̖̩ ̢で
ड͚ͯいます。

҉ূ൪߸のཧにはेごҙいたͩき、キャッシュ
カードҎ֎の各छ҉ূ൪߸とのڞ用はおආ͚くͩ͞い。

ATMによるஷ金の引き出し等のࡍに、҉ূ൪߸をޙΖ
から౪みݟらΕたり、他人にらΕたりしないようにご
ҙくͩ͞い。

ສが一キャッシュカードのฆࣦ、ِ ・౪などのඃに
ૺΘΕた場合は、かに̟ ̖の૭口しくはԼهフリー
μイヤルにご࿈བྷくͩ͞い。

　また、د࠷りのܯにおಧ͚くͩ͞い。

JAの৬һ、ܯ、金融ி、銀行ڠձ৬һなどが、店舗
֎ిなどで҉ূ൪߸をおฉきしたり、キャッシュ
カードをお༬かりする͜とはありません。

　ෆ৹な場合にはちにJAの૭口د࠷りのܯまでご
࿈བྷくͩ͞い。

０１２０-３１８-２４２

http://www.jabank-saitama.or.jp

JAバンク埼玉ホームページ

ATM VTFS�T HVJEF （IOGPSNBUJPO PO GFF）

҆શʹ͓औҾ͍たͩ͘たΊʹɻ

※MICS提携金融機関は、全国キャッシュサービス（MICS）に加盟する都市銀行・地方銀行・第二地方銀行・信用金庫・信用組合などです。
※MICS提携金融機関及び三菱UFJ銀行のキャッシュカードでのお振込みは、振込手数料の他に、振込資金を口座から出金するた

めの手数料が必要となります。
※JFマリンバンクのキャッシュカードを利用した場合、出金の手数料は終日無料、入金はご利用できません。

※ご利用のクレジットカードにより異なる場合があ
ります。

※MICS提携金融機関は、全国キャッシュサービス（MICS）に加盟する都市銀行・地方銀行・第二地方銀行・信用金庫・信用組合などです。
※イーネットとは、主にファミリーマート、セーブオン、サークルKサンクス、スリーエフ、デイリーヤマザキ、セイコーマート等（一部店舗を除く）に設置のATMをいいます。ローソン銀行

とは、主にローソン（一部店舗を除く）に設置のATMをいいます。
※法人用のキャッシュカードは、当JAと県内JAのATMに限り取引可能となります。
※MICS提携金融機関及び三菱UFJ銀行のATMでお振込みをご利用の場合、MICS提携金融機関及び三菱UFJ銀行が定める振込手数料の他に、振込資金の口座からの出金にかかる

手数料が必要となります。
※JFマリンバンクのATMを利用した場合、出金の手数料は終日無料、入金はご利用できません。

イーネット
ローソン銀行

110円
無  料
110円
110円
無  料
110円
110円
110円
無  料
110円
110円
無  料
110円
110円

110円
無  料
110円

110円
無  料
110円

220円
110円
220円
220円
110円
220円
220円

220円
110円
220円
220円
110円
220円
220円

セブン銀行

手数料

ゆうちょ銀行三菱UFJ銀行

無  料

無  料

無  料

無  料

無  料 110円

110円

無  料

無  料

無  料

無  料

無  料

平　日

ご利用のATM

ご利用のキャッシュカード

入

　金

入
金

取

　引

取

　引

出

　金

出

　金

土曜日

日曜日・祝日

平　日

平日、土曜日
日曜日・祝日

土曜日

日曜日・祝日

平　日

土曜日

日曜日・祝日

平　日

土曜日

日曜日・祝日

110円

ご利用
できません

ご利用できません

各MICS
提携金融機関の
所定の手数料に

なります

ご利用
できません

110円

110円

110円

110円

110円

110円

110円

JA
（県内JA・他県JA）

JA
（当JA・県内JA・他県JA）

MICS提携
金融機関

ゆうちょ銀行三菱UFJ銀行 MICS提携
金融機関

当JAのATMを利用した場合の手数料 （消費税込み） キャッシング手数料 （消費税込み）

他JA・提携金融機関のATMで当JAのキャッシュカードを利用した場合の手数料 （消費税込み）

110円
無  料
110円
110円
無  料
110円
110円
110円
無  料
110円
110円
無  料
110円
110円

110円
無  料
110円
110円
無  料
110円

110円

8：00- 8：45
8：45-18：00

18：00-21：00
8：00- 9：00
9：00-14：00

14：00-21：00
8：00-21：00

08：00- 8：45
8：45-18：00

18：00-21：00
8：00- 9：00
9：00-14：00

14：00-21：00
 8：00-21：00

8：00- 8：45
8：45-18：00

18：00-21：00
8：00- 9：00
9：00-14：00

14：00-21：00
8：00-21：00

8：00- 8：45
8：45-18：00

18：00-21：00
8：00- 9：00
9：00-14：00

14：00-21：00

8：00-21：00

8：00-21：00

利用時間帯

（ATMにより異なる場合があります。）

（ATMにより異なる場合があります。）

（ATMにより異なる場合があります。）

利用時間帯

利用時間帯
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　当会は、ＪＡ・農林中金と一体となって取り組む「ＪＡバンクシステム」のもと、組合員・Ҭのօ様のニーζに
応える様々な「αーϏス」や「金融商品」をا画・ఏ供するとともに、ＪＡを「安心」して͝利用いただけるよう健
全性の向上に努めています。具体的には、「ＪＡバンク基本方針」に基づくＪＡ指導、商品ا画、お客様のニーζに
応じたΩャンペーンのల開、ॅローン営業׆動とローン相ஊ、ＪＡ年金相ஊ会の開࠵支援、相続・Ҩݴ並びに資
信託商品等の資産相ஊ対応、有価証券運用に係る事務指導を行うとともに、ＪＡのコンプライアンスଶのڧ化支援
等にも取り組んでいます。
　また、お客様のＪＡ利用満度の向上を目指した運動のల開、ＪＡ職員を対象とした各種研修会の実施、財産づく
りの相ஊに対応する̛Ｐ（フΝイナンシャルプランナー）のཆ成等、ઐ門識を持った人ࡐのҭ成を行っています。

　当会は、上記各業務の΄か、お客様の資産運用ニーζにお応えするため、資信託（32フΝンυ）・国債（新૭
販国債、個人向け国債）の૭口販売、並びに農中信託銀行の信託代理ళとして、Ҩݴ信託・特定ଃ与信託等の信託商
品のఏ供等、資産運用の͝相ஊを含め、範囲な商品・αーϏスをఏ供しています。

ۚ༥ਪਐɾ૬ஊ業務

ͦ の ଞ の 業 務

委託会社 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第372号
設立年月日 ： 1993年９月28日
資本金 ： 34億2,000万円
運用する投資信託財産の合計純資産総額 ： ４兆8,451億円

（資本金と純資産総額は、2019年12月末現在）

受託会社 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

三菱UFJ信託銀行株式会社

詳細情報の入手方法
お問い合わせ先 ：
農林中金全共連アセットマネジメント株式会社

《フリーダイヤル》
0120–439–244 （営業日の９：００～１７：００）

《ホームページ》
http://www.ja-asset.co.jp/
投資信託説明書（請求目論見書）は、委託会社のホームページで閲覧、ダウンロード
できる他、販売会社にご請求いただければ当該販売会社を通じて交付いたします。
投資信託説明書（請求目論見書）には約款の全内容が記載されています。

JA海外債券
ファンド
（隔月分配型）
追加型投信／海外／債券
分配金再投資（累積投資）可能

投資信託説明書（交付目論見書）
使用開始日 2020.２.11

本書は、金融商品取引法第13条の規定に基づく目論見書です。

○本書により行うＪＡ海外債券ファンド（隔月分配型）の募集については、委託会社は、金融商品取引法（昭和２３年法律第２５号）第５条の規定に
より有価証券届出書を2020年２月10日に関東財務局長に提出しており、2020年２月11日にその効力が発生しております。

○ファンドの商品内容に関して重大な変更を行う場合には、「投資信託及び投資法人に関する法律」に基づき、事前に投資者（受益者）の皆様の
意向を確認いたします。

○投資信託の財産は、受託会社において「信託法」に基づき、委託会社等の財産とは分別して管理されております。
○投資信託説明書（請求目論見書）は、投資者の請求により販売会社から交付されます。請求目論見書を請求された場合は、その旨をご自身で

記録しておいてください。
○ご購入に際しては、本書の内容を十分にお読みください。

商品分類 属性区分

単位型·追加型 投資対象地域 投資対象資産
（収益の源泉） 投資対象資産 決算頻度 投資対象地域 投資形態 為替ヘッジ

追加型投信 海外 債券
その他資産

（投資信託証券：
債券（一般））

年6回
（隔月）

グローバル
（除く日本）

ファミリー
ファンド なし

※属性区分に記載している「為替ヘッジ」は、対円での為替リスクに対するヘッジの有無を記載しております。
商品分類および属性区分の定義については、一般社団法人 投資信託協会のホームページ http://www.toushin.or.jp/ をご覧ください。
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ご購入に際しては、本書の内容を十分にお読みください。

投資信託説明書（交付目論見書）
使用開始日：2020.1.31

農林中金 <パートナーズ> おおぶねJAPAN（日本選抜）

追加型投信／国内／株式

委託会社（ファンドの運用の指図等を行います。）

農林中金バリューインベストメンツ株式会社
金融商品取引業者 ： 関東財務局長（金商）第2811号

受託会社（ファンドの財産の保管及び管理を行います。）
三菱UFJ信託銀行株式会社

ファンドに関する投資信託説明書（請求目論見書）を含む詳細な情報は下記の委託会社ホームページで閲覧、ダウンロードできる他、投資信託説明
書（請求目論見書）については、販売会社にご請求いただければ当該販売会社を通じて交付いたします。また、本書には信託約款の主な内容が含ま
れておりますが、信託約款の全文は投資信託説明書（請求目論見書）に掲載されております。なお、販売会社に投資信託説明書（請求目論見書）をご
請求された場合は、その旨をご自身で記録しておくようにしてください。

本書は、金融商品取引法（昭和23年法律第25号）第13条の規定に基づく目論見書です。

〈照会先〉農林中金バリューインベストメンツ株式会社
●ホームページ：https://www.nvic.co.jp/
●電話番号：03-3580-2050（受付時間：営業日の午前8時から午後4時まで）

上ஈࠨかΒ
・ΑりͧうΩャラϝルコーン
・Αりͧうλオル
・Αりͧうトートバοグ

下ஈࠨかΒ
・Αりͧうコースλー
・Αりͧうϛχトートバοグ
・Αりͧうブランέοト
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営

ʲ主　な　貯　金ʳ

商品の͝Ҋ

貯　金　の　種　類 特　　৭　　及　　び　　ཹ　　ҙ　　事　　項 ༬ೖ期間 ༬ೖ金額

総 合 口 ࠲

・�定期貯金とී௨貯金、それに自動融資ػを一の௨ாに
ηοトした貯金です。ສ一、ී௨貯金の残高がෆした
合で、定期貯金の90�（࠷高200ສԁ）まで自動的にご
用ཱていたします。	定期貯金は自動ܧଓの定期貯金にݶ
定となります。


期間の
制ݶなし

１ԁ以上

総 合 口 ࠲
（ ී ௨ 貯 金 ແ 利 ଉ ܕ ）

・�ී ௨貯金ແ利ଉܕについては、貯金保ݥ制度でશ額保護さ
れ、҆৺してご利用いたͩけます。 １ԁ以上

期  指 定 定 期 貯 金
・�自༝金利で１年ෳ利の商品、１年経աޙはお引き出し自༝、
一෦のお引き出しՄです。（満期を指定する合は、
その１カ月લまでに௨をඞ要とします。）

長３年࠷ １ԁ以上
300ສԁ未満

େ 口 定 期 貯 金 ・�金利はࢢ実勢をߟࢀにして自༝に決定され、確定利ճり
で運用できます。

１カ月以上
５年以内

1000ສԁ以上
ス ー ύ ー 定 期 貯 金 １ԁ以上

ม 動 金 利 定 期 貯 金 ・�金利はࢢ実勢をߟࢀにして自༝に決定されますが、６カ月ຖにその時の金利動向にΑり金利がมߋされます。 １ŋ２ŋ３年 １ԁ以上

定 期 ੵ 金 ・�ຖ月一定額のੵཱてにΑり、生活ઃ計に合Θͤたແ理のない資金づ͘りができます。
６カ月以上
５年以内 1000ԁ以上

一 ൠ 財 ܗ 貯 金 ・�おۈめの方ʑの財産づ͘りに࠷適です。څ料・ϘーナスかΒのఱ引きにΑるੵཱてとなります。 ３年以上 １ԁ以上

財 ܗ 年 金 貯 金
・�ୀ職ޙの生活にඋえた資金づ͘りに࠷適です。財ܗઐ用の
金利が適用され、財ॅܗ貯金とซͤて550ສԁまでඇ՝
੫の特యがडけΒれます。

５年以上 １ԁ以上

財 ܗ ॅ  貯 金
・�ϚイϗーϜ資金づ͘りに࠷適です。財ܗઐ用の金利が適用
され、財ܗ年金貯金とซͤて550ສԁまでඇ՝੫の特యが
डけΒれます。

５年以上 １ԁ以上

当 ࠲ 貯 金 ・҆શศ利な小切手・手ܗがご利用いたͩけます。

期間の
制ݶなし

１ԁ以上

ී ௨ 貯 金
・�お財代Θりに؆単に出しೖれできます。ެڞ料金等の自
動ࢧい口࠲として、またڅ༩・年金等のおड取口࠲とし
て࠷適です。

１ԁ以上

ී ௨ 貯 金 ແ 利 ଉ ܕ
（ 決 　 済 　 用 ）

・�貯金保ݥ制度でશ額保護され、҆৺してご利用いたͩけま
す。 １ԁ以上

成 年 ޙ ݟ ࢧ ԉ 貯 金
（ ී ௨ 貯 金 ）・�成年ඃݟޙ人さまの財産保護・管理に係るෆଌのトラブル

等をܰ減す͘、特定の取引にࡍしてՈఉ裁判所の指示書
をඞ要とするため、҆৺してご利用いたͩけます。

１ԁ以上

成 年 ޙ ݟ ࢧ ԉ 貯 金
ແ 利 ଉ ）ܕ 決 済 用 ） １ԁ以上

貯  貯 金
・�ී ௨貯金と同༷に出しೖれができ、お༬ೖ残高に応͡て、
適用金利がஈ֊的に高͘なります。（金利情勢なͲにΑり、
各ஈ֊の金利が同ਫ४になる合ご͟います。）

１ԁ以上

௨  貯 金 ・�େ口資金の期運用に適しています。お引き出しの合は、２લまでにおΒͤͩ͘さい。 ７以上 ５ສԁ以上

ৡ  性 貯 金（ ̣ ̘ Ｄ ）・�満期લのৡがՄです。େ口資金の期運用に適しています。
７以上
５年以内 1000ສԁ以上

Ｊ Ａ ڭ ҭ 資 金
ଃ ༩ ઐ 用 口 ࠲

ҭ資金ඇ՝੫措置の適用をडけるためのී௨貯金ઐ用口ڭ�・
未満の個人の方が対ࡀҭ資金をडଃした30ڭ。です࠲
になります。

貯金者が30ࡀに
ୡした等、一
定の要件に該当
したまで（口
開ઃ・৽規༬࠲
ೖは令和３年３
月31まで）

１ԁ以上
1500ສԁ以下

Ｊ Ａ ݁ ࠗ・ ࢠ ҭ て
資 金 ଃ ༩ ઐ 用 口 ࠲

・�݁ ҭて資金ඇ՝੫措置の適用をडけるためのී௨貯ࢠ・ࠗ
金ઐ用口࠲です。݁ࠗ・ࢠҭて資金をडଃした20ࡀ以上
。未満の個人の方が対になりますࡀ50

貯金者が50ࡀに
ୡした等、一
定の要件に該当
したまで（口
開ઃ・৽規༬࠲
ೖは令和３年３
月31まで）

１ԁ以上
1000ສԁ以下
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ʲ農業関連産業法人向け貸出ʳ

種　　　類 概　　　　要 対　　者 商　品　内　容

農 業 関 連
サ ポ ー ト ロ ー ン

内農業のൃలに資することを目的としݝ
て、農産の生産、Ճ、ྲྀ௨、貯ଂ、
ൢച等を行う法人の資金χーζに対応し
ます。

農 業 関 連
産 業 法 人

期　　間　15年以内
ݶ 度 額　２ԯԁ　
୲保・保証　原則ෆ要

ʲ農業୲い手向け貸出ʳ

種　　　類 概　　　　要 対　　者 商　品　内　容

ア グ リ
Ϛ イ テ ィ ー 資 金

当会が、ＪＡに౷一ローンʮ৽農業ৼڵ
資金（アグリϚイティー資金）ʯの原資を
長期かつ利でڅڙし、ＪＡが୲い手の
資金χーζにੵۃ的に応えΒれるΑうࢧ
ԉします。

会員ＪＡ
期　　間　10年以内
ݶ 度 額　�ＪＡの融資額と

同額
୲保・保証　ແ୲保・ແ保証

ア グ リ サ ポ ー ト
保 証

ＪＡの୲い手に対する融資について、当
会が債務保証を行い、ＪＡにΑる୲い手
金融のԁ化をਤります。

農業法人及び
農業者（個人）。
たͩし、会員の
組合員にݶりま
す。

期　　間　10年以内
ݶ 度 額　�5000ສԁかつ

貸金額の50ˋ
୲保・保証　ແ୲保

ア グ リ ビ ジ ω ス
ロ ー ン

ＪＡの対応がࠔな農業法人等の୲い手
に対し当会が融資を行い、系౷の୲い手
金融の֦充・ڧ化をਤります。

農業法人及び
農業者（個人）。
たͩし、個人は
会員の組合員に
。りますݶ

期　　間　15年以内
ݶ 度 額　5000ສԁ
୲保・保証　原則ෆ要

ʲ一　ൠ　の　貸　出ʳ

種 　 　 　 類 ご 利 用
いたͩける方 お  い み ͪ 融 資 金 額 融資期間及び

ฦ 済 方 法 ୲ 保 ・ 保 証

事 業 法 人
向 け 貸 出

内に事務所等ݝ
を有し、事業を
営まれている一
ൠ企業

・運స資金
・ઃඋ資金等

事業にඞ要な資
金のൣғ内で、
ご૬ஊのうえ決
定します。

資金のご利用方
法に応͡て、ご
૬ஊのうえ決定
します。

ご融資の条件に
応͡て、ご૬ஊ
のうえ決定しま
す。

個 人 向 け
貸 出

内在ॅで、ॅ所ݝ
を有する地۠を管
するＪＡの組合
員

資産等の活用及
び個人事業等に
要する資金

そ の 他 の
法 人 向 け
貸 出

地方ެஂڞ体、
特घ法人等、営
利を目的としな
い法人

事業等に要ڞެ
する資金
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ʲ主�な�ロ�ー�ンʳ

種 　 　 　 類 ご 利 用
い た ͩ け る 方 お  い み ͪ 融 資 金 額 融 資 期 間 及 び

ฦ 済 方 法 金 利 等

ॅ  ロ ー ン

҆定した収ೖがあ
り年ྸが満20ࡀ
以上満66ࡀ未満
かつ済時に満
未満の方ࡀ80

ॅ、Ϛンショ
ン、地のごߪ
ೖをは͡め、自
の৽ங・改ங、
借、ॅڥ
උなͲの資金

10ສԁ以上
10000ສԁ以内

・35年以内
・元金ۉ等ຖ月ฦ済
・元利ۉ等ຖ月ฦ済
・�Ϙーナスฦ済ซ用
Մ

定金利ݻ・
・ม動金利
定金利ݻ・
　બ  ܕ

ڭ ҭ ロ ー ン
҆定した収ೖがあ
り年ྸが満20ࡀ
以上かつ済時に
満71ࡀ未満の方

お༷ࢠのごೖ
ֶ・ごਐֶに係
る資金をは͡め、
त業料・ڭՊ書
代なͲあΒΏる
ҭ資金ڭ

10ສԁ以上
1000ສԁ以内

・15年以内
・元利ۉ等ຖ月ฦ済
・�Ϙーナスฦ済ซ用
Մ

定金利ݻ・
・ม動金利Ϛイカーローン

҆定した収ೖがあ
り年ྸが満18ࡀ
以上満75ࡀ未満
かつ済時に満
未満の方ࡀ80

自動ं・バイク
のごߪೖをは͡
め、自動ं等の
म理අ用、運స
໔ڐ取得のඅ用
なͲの資金

10ສԁ以上
1000ສԁ以内

・10年以内
・元利ۉ等ຖ月ฦ済
・�Ϙーナスฦ済ซ用
Մ

生 活 ロ ー ン
҆定した収ೖがあ
り年ྸが満18ࡀ
以上かつ済時に
満71ࡀ未満の方

Ո۩、Ոి品の
ごߪೖ、ご݁ࠗ、
ཱྀ行のඅ用なͲ生
活にඞ要なさま͟
まな資金

10ສԁ以上
500ສԁ以内

・10年以内
・元利ۉ等ຖ月ฦ済
・�Ϙーナスฦ済ซ用
Մ

カーυローン

（ϫイυカーυローン）
҆定した収ೖがあ
り年ྸが満20ࡀ
以上満65ࡀ未満
の方（50ສ ԁ 以
内の合は70ࡀ
未満の方）

いみͪ自༝で
Ａ̢̩でい͟と
いう時に借ೖで
きる資金

（ϫイυカーυローン）
500ສԁ以内

・�１年以内（たͩし、
当会がࢧোない
と判அした合
は、１年ຖの自動
（৽ߋ
・�約定ฦ済ܕ

・ม動金利

ʲ主�な�代�理�貸�出ʳ

金 融 ػ 関 等 資 金 名

ג	 
 本  ࡦ 金 融 ެ ݿ

（農ྛਫ産事業）
・農業経営基൫ڧ化資金
・農業基൫උ資金
・୲い手ҭ成農地ूੵ資金
・経営体ҭ成ڧ化資金
・農ྛړ業ηーϑティωοト資金

（ຽ生活事業ࠃ）
ҭローンڭのࠃ・

・農業改ྑ資金
・੨年等ब農資金
・ৼࢁڵଜ・աૄ地域経営改善資金
・ச産経営ڥௐ和ਪਐ資金
・農ྛړ業施ઃ資金

	ಠ 
ॅ  金 融 ࢧ ԉ ػ ߏ
関連融資資金ࡂ・
・貸融資資金

・まͪづ͘り融資資金
・リϑΥーϜ融資資金

。在৽規のडは行ͬておりまͤんݱ˞

	ಠ 
 　ࢱ　ҩ　ྍ　ߏ　ػ ・ඃ保ݥ者ॅ資金

。在৽規のडは行ͬておりまͤんݱ˞

࡛ � � � � � � � ۄ � � � � � � � ݝ ・農業近代化資金



31

経
　
　
営

業
務
内
容

当
会
の
組
織

資  

料  

編

グ
ル
ー
プ
情
報

索
　
　
引

REPORT 2020

当
会
の
組
織

資  

料  

編

グ
ル
ー
プ
情
報

索
　
　
引

経

営

ʲ�主�な�α�ー�Ϗ�ス�ʳ

項 目 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

ＪＡΩャοシϡサービス

	ご利用いたͩけるサービス

当会のΩャοシϡカーυがあれ、શࠃのＪＡ・信連・Ώうͪΐۜ行・ηブ
ンۜ行等のＡ̢̩でݱ金のお༬けೖれ・お引き出し、残高照会等ができ、ۜ
行等̢̨̞̘ఏܞ金融ػ関カーυが用できるＡ̢̩でݱ金のお引き出し、
残高照会ができます。
	ご利用手数料

ＪＡバンクのΩャοシϡカーυをおͪ࣋のお٬༷は、ＪＡバンクのＡ̢̩に
Αるごೖ金・ご出金、残高照会サービスをऴແ料でご利用いたͩけます。
また、ࡾඛ̛̪Ｊۜ行、ηブンۜ行、イーωοト、ローιンۜ行、Ｊ̛Ϛリ
ンバンクのＡ̢̩にΑるฏ、中時間ଳのご出金、残高照会のサービス
ແ料でご利用がՄです。（ηブンۜ行、イーωοト、ローιンۜ行のＡ̩
̢ではごೖ金ແ料でご利用がՄです。）

デビοトカーυサービス
内のＪデビοトՃໍ店において、Ωャοシϡカーυでショοϐングҿ৯ࠃ
等の代金をおࢧいいたͩ͘ことができ、おࢧいした代金がଈ࠲にお٬༷
の貯金口࠲かΒお引きམとしされます。

څ ༩ ৼ ࠐ サ ー ビ ス いࠐに自動的におৼ࠲༩・Ϙーナスをै業員のօ༷がご指定される貯金口څ
たします。

各 種 自 動 ड 取 サ ー ビ ス
ຽ年金・ް生年金等各種年金、配当金なͲが、お٬༷のご指定いたͩいたࠃ
貯金口࠲に自動的にৼりࠐまれます。期れの৺配な͘、҆৺・確実に
डけ取ることができます。

各 種 自 動 ࢧ  サ ー ビ ス 料金の΄か、੫金・ՈなͲをおڞਫಓ・ి・̣̝̠ड信料等のެ・ؾి
٬༷の貯金口࠲かΒ自動的におࢧいいたします。

ৼ 替 サ ー ビ ス
アύート経営றंの貸を営Ή事業主༷等かΒのごґཔにΑり、Ո・
றं料金のू金及び社員へのݻ定的なڅ༩ৼ替等を自動的にごґཔ人に代Θ
ͬて管理いたします。

Ｊ Ａ カ ー υ （ 一 体 ܕ ）
Ωャοシϡカーυػとクレジοトカーυ（ＪＡカーυ）ػが一体となͬ
たศ利なカーυです。このカーυ１ຕでＪＡΩャοシϡサービスがご利用に
なれる΄か、クレジοトカーυとして、ショοϐングҿ৯等の代金のおࢧ
いにご利用いたͩけます。

インλーωοトバンΩング
（ＪＡωοトバンクサービス）

個人向け・法人向けインλーωοトバンΩングを取りѻͬています。インλ
ーωοトにଓՄなύιコン・ܞଳి・スϚートϑΥンで、ٳ間
でৼࠐ・ৼ替残高照会、ೖ出金໌ࡉ照会なͲの各種サービスをご利用い
たͩけます。
また、ެڞ料金੫金等各種料金のおࢧいがՄなৼࠐサービスʮ̥ａ͈
ʵｅａ͈͂（ペイジー）ʯをご利用いたͩける΄か、個人のお٬༷は、ＪＡ
バンクアプリ、ϚωーϑΥϫーυ社とのఏܞアプリʮかんたん௨ாʯʮϚ
ωーϑΥϫーυ�GPS�ＪＡバンクʯをご利用いたͩけます。

ϑ Ν ー Ϝ バ ン Ω ン グ お٬༷のύιコンと当会のコンϐϡーλを௨信ճઢでଓすることにΑり、
会社にډながΒ残高照会ৼࠐ・ৼ替を行うことができます。

で ん さ い サ ー ビ ス
（ＪＡバンクでんさいサービス）

法人ＪＡωοトバンクを௨͡て、手ܗ・ৼࠐに代Θる৽たな決済手ஈである
。記債権をご利用いたͩけますࢠి
債権ωοトϫーࢠ行協会がઃཱしたʮ᷂શۜిۜࠃ関は、શػ債権記ࢠి
ク（でんさいωοト）ʯです。

ࠃ 債 ૭ 口 ൢ ച 長期利ࠃ債・中期利ࠃ債を額໘５ສԁ（個人向けࠃ債は額໘１ສԁ）Α
りൢചしています。また、ങい取り実施しています。

 資 信 託 ૭ 口 ൢ ച
32ϑΝンυの૭口ൢച業務を行ͬています。
資信託は、元本の保証はありまͤんので、商品内容をे分ご理解いたͩい
たうえでご利用ͩ͘さい。

信 託 契 約 代 理 業 務 農中信託ۜ行の信託契約代理店として、特定ଃ༩信託等の取りѻいを行ͬて
います。

Ҩ ݴ 信 託 代 理 業 務
農中信託ۜ行のҨݴ信託代理店として、ੈ࣍代への財産ঝܧのご૬ஊに対応
するため、Ҩݴ信託ࣥ行業務・管理業務、Ҩ産理業務の取りѻいを行ͬて
います。
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営

（令和２年６月末現在）
۠　　　　　　　　　　　　分 同一店内あて 内系౷あてݝ 外系౷あてݝ 他金融ػ関あて

ૹ金手数料 ී ௨ ѻ い １件につき 660ԁ

ৼ 　 ࠐ
手 数 料

૭ 　 　 口 ి信・จ書 ３ສԁ未満 220ԁ 330ԁ 330ԁ 660ԁ
３ສԁ以上 440ԁ 550ԁ 550ԁ 880ԁ

定 時 自 動
ૹ 　 　 金

ి 信 ѻ い ３ສԁ未満 ແ　料 220ԁ 220ԁ 550ԁ
３ສԁ以上 ແ　料 440ԁ 440ԁ 770ԁ

จ 書 ѻ い ３ສԁ未満 ແ　料 110ԁ 110ԁ 440ԁ
３ສԁ以上 ແ　料 220ԁ 220ԁ 660ԁ

Ａ ̩ ̢

ݱ 　 金 ３ສԁ未満 110ԁ 110ԁ 110ԁ 440ԁ
３ສԁ以上 330ԁ 330ԁ 330ԁ 660ԁ

系౷Ωャο
シϡカーυ

３ສԁ未満 ແ　料 110ԁ 110ԁ 220ԁ
３ສԁ以上 ແ　料 220ԁ 220ԁ 440ԁ

他行Ωャο
シϡカーυ

３ສԁ未満 110ԁ 110ԁ 110ԁ 440ԁ
３ສԁ以上 330ԁ 330ԁ 330ԁ 660ԁ

インλーωοトバンΩング
１ສԁ未満 ແ　料 110ԁ 220ԁ 220ԁ
１ສԁ以上
３ສԁ未満 ແ　料 110ԁ 220ԁ 220ԁ
３ສԁ以上 ແ　料 220ԁ 330ԁ 330ԁ

ϑ Ν ー Ϝ バ ン Ω ン グ ３ສԁ未満 ແ　料 110ԁ 220ԁ 330ԁ
３ສԁ以上 ແ　料 220ԁ 330ԁ 440ԁ

法 人 Ｊ Ａ
ωοトバンク

一 　 ൠ ３ສԁ未満 ແ　料 110ԁ 110ԁ 220ԁ
３ສԁ以上 ແ　料 220ԁ 220ԁ 330ԁ

総 　 合 ３ສԁ未満 ແ　料 110ԁ 110ԁ 220ԁ
３ສԁ以上 ແ　料 220ԁ 220ԁ 330ԁ

༩・༩څ ３ສԁ未満 ແ　料 110ԁ 110ԁ 220ԁ
３ສԁ以上 ແ　料 110ԁ 110ԁ 220ԁ

代 金 取 ཱ�
手 数 料

ී ௨ ѻ い １௨につき 660ԁ
ࢸ ٸ ѻ い １௨につき 880ԁ

（注）上記手数ྉには消費税・方消費税が含まれています。

　（令和２年６月末現在）
項 目 金 額

̞̘ Ωャοシϡカーυൃ行・ߋ৽手数料 １ ຕ に つ き ແ　料
࠶ ൃ 行 手 数 料 １ 件 に つ き 1100ԁ
自 己 Ѽ 小 切 手 ൃ 行 手 数 料 １ ຕ に つ き 550ԁ
残 高 証 ໌ 書 ൃ 行 手 数 料 1通につき 当会所定༷ࣜの合 440ԁ

当会所定༷ࣜ以外の合 2200ԁ

ԁ ՟ ྆ 替 手 数 料 	 ૭ 口 ѻ い ）
100ຕまで ແ　料
101ຕʙ500ຕ 330ԁ
501ຕʙ1000ຕ 550ԁ
1001ຕ以上（以߱500ຕごと） 1100 ԁ（550ԁՃ算）

ߗ ՟ ೖ 金  理 手 数 料
500ຕまで ແ　料
501ຕʙ1000ຕ 550ԁ
1001ຕ以上（以߱500ຕごと） 1100 ԁ（550ԁՃ算）

ॅ  ロ ー ン

৽ 規 実 行 11000ԁ
条 件 ม ߋ 	 金 利 条 件 を ؚ Ή ） 1100ԁ
શ 額 ܁ 上
償 ؐ

実 行 ޙ ３ 年 未 満 3300ԁ
実行３ޙ年ʙ７年未満 2200ԁ
実 行 ޙ ７ 年 以 上 1100ԁ

一 ෦ ܁ 上
償 ؐ

૭ 口 3300ԁ
Ｊ Ａ ω ο ト バ ン ク ແ　料

そ の 他 ロ ー ン ৽ 規 実 行 1100ԁ
法 人 Ｊ Ａ ω ο ト バ ン ク 基本サービス	照会・ৼ（ࠐ	１ϱ月） 1100ԁ

デ ー λ  ૹ サ ー ビ ス （ １ ϱ 月 ） 2200ԁ
ＪＡバンクでんさいサービス月額手数料 ແ　料

Ｊ Ａ バ ン ク で ん さ い サ ー ビ ス
記   ٻ 等 手 数 料

ൃ生記手数料 同 一 店 内 ・ 系 ౷ 内 330ԁ
他 金 融 ػ 関 550ԁ

ৡ記手数料 同 一 店 内 ・ 系 ౷ 内 220ԁ
他 金 融 ػ 関 440ԁ

分ׂৡ記手数料 同 一 店 内 ・ 系 ౷ 内 330ԁ
他 金 融 ػ 関 550ԁ

そ の 他 記  手 数 料 330ԁ
決済事務手数料・௨常開示ٻ手数料 ແ　料

（１）上記手数料にはফඅ੫・地方ফඅ੫がؚまれています。
（２）ൃ࠶行手数料は、௨ா・証書・̞̘Ωャοシϡカーυをൃ࠶行するࡍの手数料です。
（３）ߗ՟ೖ金の合、ෳ数ճに分けてೖ金した合は、合算したຕ数での手数料をいたͩきます。
（４）ߗ՟ೖ金の合、ߗ՟500ຕまでをແ料とする取引は、１１ճまでとします。
（５）ߗ՟ೖ金の合、ߗ՟算定ޙにೖ金を取りめる合、ೖ金額をมߋする合、算定したຕ数での手数料をいたͩきます。
（６）ߗ՟ೖ金の合、ৼࠐ・ೲ੫等をߗ՟で行う合、ߗ՟のຕ数に応͡た手数料をいたͩきます。（ৼࠐの合は、ผ్手数料をいたͩきます。）
（７）その他のローンの৽規実行手数料にはカーυローンはؚまれまͤん。
（８）ݱ在、法人ＪＡωοトバンク基本サービスの月額利用料	照会・ৼࠐ
は、໔除しております。
（̕）でんさいサービスの利用には、法人ＪＡωοトバンクの契約がඞ要です。
（10�）でんさいサービスの各記ٻを店頭૭口でґཔする合は、૭口代行手数料として一1100ԁをいたͩきます。
（11）でんさいサービスに係るその他の手数料については、૭口までおい合Θͤͩ͘さい。

手ྉҰཡ
内ࠃҝସのऔѻख料

ͦのଞのॾख料
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Ԋֵ・าみ
ձͷ৫

1914 େ正��3年 12月 産業組合法に基づ͘ʮ有ݶ責任࡛ݝۄ信用組合࿆合会ʯઃཱ
1948 ত和23年 8月 農業協同組合法に基づきʮ࡛ݝۄ信用農業協同組合連合会ʯઃཱ（貯金ྔ７ԯ２ઍສԁ）
1954 ত和29年 4月 農ྛړ業金融ެݿのड託業務開࢝
1962 ত和37年 11月 ౦ژ手ަܗ所代理ަにՃໍ
1963 ত和38年 4月 ॅ金融ެݿのड託業務開࢝
1964 ত和39年 4月 農業改ྑ資金に係る࡛ݝۄ指定代理金融ػ関の指定をडける
1966 ত和41年 7月 内ࠃ為替業務開࢝
1968 ত和43年 11月 貯金ྔ１ઍԯԁୡ成
1972 ত和47年 10月 ࢝金の収ೲ取ѻ開ެݝ関に指定されػ収ೲ代理金融ݝۄ࡛
1976 ত和51年 11月 オンラインシステϜՔಇ
1978 ত和53年 1月 貯金ྔ５ઍԯԁୡ成
1979 ত和54年 1月 ࢝ड託業務開ݿຽ金融ެࠃ

2月 શۜࠃ行内ࠃ為替制度Ճໍ
1980 ত和55年 10月 ࢝内農協貯金ωοトサービス開ݝ
1982 ত和57年 5月 為替オンラインシステϜՔಇ
1983 ত和58年 3月 成下શ農協の信用事業オンライン化ݝ

6月 貯金ྔ１ஹԁୡ成
1984 ত和59年 3月 શࠃ農協貯金ωοトサービス開࢝

8月 農協શۜ内為制度Ճໍ
12月 貸出金オンラインシステϜՔಇ

1986 ত和61年 12月 ࢝債૭ൢ業務の取ѻ開ࠃ
1987 ত和62年 12月 貯金ྔ１ஹ５ઍԯԁୡ成
1990 ฏ成��2年 7月 ۜ・地ۜとのΩャοシϡサービス開࢝
1991 ฏ成��3年 2月 第２地ۜ、信金、信組、࿑金とのΩャοシϡサービス開࢝

4月 サンデーバンΩング開࢝
6月 ۜࡀೖ金૭口डけೖれ開࢝

1992 ฏ成��4年 4月 Ѫ称をʮＪＡ࡛ݝۄ信連ʯとしてスλート
1994 ฏ成��6年 3月 貯金ྔ２ஹԁୡ成

9月 ࢝債等自己૭ൢ業務の取ѻ開ࠃ
1995 ฏ成��7年 11月 第４࣍શۜ為替システϜ対応
1998 ฏ成10年 10月 ʮＪＡバンクʯのಋೖ
1999 ฏ成11年 4月 Ａ̢̩・̘ＤのॕՔಇ開࢝

10月 資信託૭ൢ業務の取ѻ開࢝
2000 ฏ成12年 5月 ༣ศہとのΩャοシϡサービス開࢝

9月 農中信託ۜ行信託代理店業務開࢝
2002 ฏ成14年 1月 ＪＡバンクシステϜಋೖ

5月 ＪＡ̨̢̩̚システϜへのҠ行
6月 経営管理委員会制度のಋೖ
9月 インλーωοトバンΩング（ＪＡωοトバンク）取ѻ開࢝

2003 ฏ成15年 11月 第５࣍શۜ為替システϜ対応
2004 ฏ成16年 4月 ϑΝーϜバンΩング取ѻ開࢝
2005 ฏ成17年 3月 ʮ決済用貯金ʯ取ѻ開࢝

4月 貯金ྔ２ஹ５ઍԯԁୡ成
11月 ηブンۜ行とのＡ̢̩ఏܞ開࢝

2006 ฏ成18年 10月 ̞̘Ωャοシϡカーυ・生体ೝ証取ѻ開࢝
৽ＪＡカーυ取ѻ開࢝

2007 ฏ成19年 5月 Ａ̢̩ٳՔಇの֦େฒびにٳՔಇ時間の延長
༣ศ貯金・ηブンۜ行Ａ̢̩でのೖ金取引開࢝

2008 ฏ成20年 1月 ＪＡバンク࡛ۄΩャοシϡカーυのݝ内Ａ̢̩ೖ出金手数料のແ料化開࢝
7月 ＪＡバンクΩャοシϡカーυのશࠃＡ̢̩ೖ出金手数料のແ料化開࢝

2010 ฏ成22年 1月 ＪＡ̨̢̩̚システϜのߋ改
4月 Ｊ̛Ϛリンバンク・Ώうͪΐۜ行Ａ̢̩の出金手数料ແ料化開࢝

2011 ฏ成23年 11月 第６࣍શۜ為替システϜ対応
2012 ฏ成24年 10月 ࢝内ＪＡの૭口事務の౷一を開ݝ
2013 ฏ成25年 11月 コンビχＡ̢̩２社（イーωοト・ローιン）とのＡ̢̩ఏܞ開࢝
2014 ฏ成26年 10月 法人向けインλーωοトバンΩング（法人ＪＡωοトバンク）取ѻ開࢝

サイバー൜ࡑに対するڞ同対処に関する協定のక݁
2015 ฏ成27年 5月 ＪＡバンクでんさいサービス取ѻ開࢝

12月 貯金ྔ３ஹԁୡ成
2016 ฏ成28年 1月 ̢̨̞̘ఏܞ時間֦େにうＡ̢̩ٳՔಇ時間の֦େ

12月 ＪＡ̨̢̩̚��Ａ̢̩�へのҠ行
2018 ฏ成30年 1月 ＪＡ̨̢̩̚システϜのߋ改
2019 ฏ成31年 3月 ̛ｉ̩̽ｅｃｈ企業（ϚωーϑΥϫーυ社）と連ܞしたアプリのఏڙ開࢝

令和元年 11月 第７࣍શۜ為替システϜ対応ฒびにଈ時ৼࠐの取ѻ時間֦େ
12月 ＪＡバンクアプリのఏڙ開࢝
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（令和２年６月末ݱ在）

（単位ɿ会員）

（単位ɿ人）

۠ 分 2019年３月末 2020年３月末

உ ࢠ 職 員 132 125

ঁ ࢠ 職 員 51 49

合 計 183 174

資 ֨ ผ 2019年３月末 2020年３月末

正 会 員 24 23

। 会 員 32 32

合 計 56 55

（）託職員をؚんでいます。

役 　 職 　 名 氏 　 　 　 名 役 　 職 　 名 氏 　 　 　 名

経営管理委員会会長 ࡔ 　 本 　  　 ༤ 代 表 理 事 理 事 長 দ 　 本 　 ढ़ 　 一

経 営 管 理 委 員 ࠜ 　 ؛ 　 信 一  代 表 理 事 ઐ 務 ࠇ 　 ᖒ 　 　 　 ܿ

経 営 管 理 委 員 ਗ਼ 　 ਫ 　 અ 　 உ 常 務 理 事  　 野 　 　 　 উ

経 営 管 理 委 員 େ 　  　 ਗ਼ 　 ࢤ 常 務 理 事 ౡ 　 ቌ 　 　 　 ਐ

経 営 管 理 委 員 ઍ 　 野 　 ण 　  代 表 監 事 ٢ 　 ా 　 ެ 　 一

経 営 管 理 委 員 ୌ 　  　  　 ༤ 監 事  下 ෦ 　 一 　 ٛ

経 営 管 理 委 員 Ԙ 　 ୩ 　 和 　 ߂ 監 事 ࢁ 　 口 　 એ 　 

経 営 管 理 委 員 原 　 ߒ 常 ۈ 監 事  　 ڮ 　 正 　 Ղ

経 営 管 理 委 員 େ 　 ௩ 　 　 　  員 外 監 事 和 　 ా 　 正 　 

経 営 管 理 委 員 છ 　 ୩ 　 ே 　 त

ձの৫
会 　 һ 　 

 　 　 　 һ

৬ 　 һ 　 
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ػ 　 　 　 ߏ

北部事業推進部南部事業推進部

（令和２年７月１ݱ在）
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ಛ定৴༻ࣄ業ཧ業ऀのঢ়گ

ళฮ一覧

̢̖̩ઃஔɾऔѻؒ࣌ɾར༻ख料

（令和2年6月末ݱ在）

（令和2年6月末ݱ在）

　該当する取引はありまͤん。

（令和2年6月末ݱ在）

˙ 営業ళฮ

˙ ਪਐڌ

˙ "5.のઃஔ数

˙ "5.の取ѻ時間

˙ "5.の利༻手数料

（１）１月２及び12月31は、༵・ॕѻいとなります。
（２）�他金融ػ関のΩャοシϡカーυには、Ｊ̛Ϛリンバンク・̢̨̞̘ఏܞ金融ػ関及びΏうͪΐۜ行のΩャοシϡカーυ

がؚまれます。
　　　　なお、Ｊ̛ϚリンバンクのΩャοシϡカーυではऴお引出しがແ料でご利用いたͩけます。
　　　　�また、ࡾඛ̛̪Ｊۜ行のΩャοシϡカーυでのお引出しは、ฏ８時45分ʙ18時まではແ料、ฏ時間外及び༵・

༵等のٳは110ԁでご利用いたͩけます。
（３）上記手数料にはফඅ੫・地方ফඅ੫がؚまれています。

（令和2年6月末ݱ在）

（令和2年6月末ݱ在）

名 称 所　　　　　在　　　　　 代表ి൪号 ̛Ａ̭൪号

本 ళ ˟330�9001�さいたま市Ӝ和区高࠭３ஸ目12൪９号 048(829)3504 048(829)3588

名 称 所　　　　　在　　　　　 代表ి൪号 ̛Ａ̭൪号

ೆ部事業推進部 ˟330�00�2�さいたま市Ӝ和区ொ２ஸ目1�൪６号 048(829)3010 048(829)3013

部事業推進部 １ஸ目６２൪୩市末۽�3�0�0031˟ 048(524)9711 048(525)4543

۠ 分 店　ฮ　内 店　ฮ　外 計

Ｊ 　 　 　 Ａ ２̕２ ６５ ３５７

信 　 　 　 連 ２ １ ３

取　ѻ　 開࢝時間 ऴྃ時間 උ ߟ

ฏ 
 ༵ 
 ༵ 
ॕ 

８ɿ̌̌ ２１ɿ̌̌ ˓Ａ̢̩にΑり取ѻ・取ѻ時間がҟなる合があります。

ご利用時間ଳ
当会のΩャοシϡカーυ 内ＪＡのΩャοシϡカーυݝ 外ＪＡのΩャοシϡカーυݝ 他金融ػ関のΩャοシϡカーυ
お引出し お༬ೖれ お引出し お༬ೖれ お引出し お༬ೖれ お引出し お༬ೖれ

ฏ　

8�45まで

ແ　料 ແ　料 ແ　料

220ԁ

͓
औ
Γ
ѻ
͍
Ͱ
͖
·
ͤ
Μ

8�45ʙ18�00 110ԁ

18�00以߱ 220ԁ

༵

9�00まで 220ԁ

9�00ʙ14�00 110ԁ

14�00以߱ 220ԁ

༵
・ॕ ऴ　　 220ԁ
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（単位ɿඦສԁ）ି आ ର র ද

務 ॾ ද ࡒ

Պ 　 　 　 目 2018年度�
（2019年3月31）

2019年度�
（2020年3月31） Պ 　 　 　 目 2018年度�

（2019年3月31）
2019年度�
（2020年3月31）

（　 資　 産　 の　 ෦　） （　 ෛ　 債　 の　 ෦　）
ݱ 金 4021 5362 貯 金 3291878 3186007
༬ け 金 2337530 2168888 当 ࠲ 貯 金 11927 8941
系 ౷ ༬ け 金 2335867 2167351 ී ௨ 貯 金 4423 6173
系 ౷ 外 ༬ け 金 1662 1537 貯  貯 金 0 0

金 銭 の 信 託 98757 129973 ௨  貯 金 2500 5500
有 価 証 券 691455 717612 ผ ஈ 貯 金 3850 5178
ࠃ 債 319322 311746 定 期 貯 金 3269157 3160192
地 方 債 36046 26309 定 期 ੵ 金 19 21
  保 証 債 42770 21408 借 用 金 148500 171401
社 債 51299 63199 代 理 業 務 צ 定 0 0
外 ࠃ 証 券 59982 68950 そ の 他 ෛ 債 3181 2864
ג ࣜ 12242 11692 未  法 人 ੫ 等 1086 418
ड 益 証 券 169792 214306 貯金利ࢠ諸੫その他 30 41

貸 出 金 366904 413162 ै 業 員 ༬ り 金 234 243
手 ܗ 貸  484 519 Ծ ड 金 2 0
証 書 貸  229324 257872 そ の 他 の ෛ 債 6 486
当 ࠲ 貸 ӽ 5214 5922 未  අ 用 1809 1669
金 融 ػ 関 貸  131879 148847 લ ड 収 益 1 1

そ の 他 資 産 3501 4421 未 決 済 為 替 借 8 3
ै 業 員 貸  金 112 104 諸 引 当 金 8266 8163
ࠩ ೖ 保 証 金 1 1 ૬ ޓ ԉ ॿ ੵ ཱ 金 5795 5927
Ծ  金 4 77  ༩ 引 当 金 92 92
そ の 他 の 資 産 903 1034 ୀ 職 څ  引 当 金 2346 2103
未収ؐ法人੫等 ʵ 709 役員ୀ職Қ࿑引当金 32 40
未 収 収 益 2455 2479 ܁ 延 ੫ 金 ෛ 債 4883 5452
લ  අ 用 4 7 債 務 保 証 1065 1178
未 決 済 為 替 貸 20 7 ෛ 債 の ෦ 合 計 3457776 3375068

有 ܗ ݻ 定 資 産 6133 5471
ݐ  1417 1294 （ 純 資 産 の ෦ ）
 地 4607 4073 出 資 金 139440 165627
その他の有ݻܗ定資産 108 103 	う ͪ ޙ 配 出 資 金 ） 	82850
 	109037


ແ ܗ ݻ 定 資 産 29 96 利 益 剰 余 金 56426 59856
ι ϑ ト ウ ェ ア 22 90 利 益 ४ උ 金 14780 15580
その他のແݻܗ定資産 6 6 その他利益剰余金 41646 44276

外 ෦ 出 資 162168 162168 特 ผ ੵ ཱ 金 26000 26000
系 ౷ 出 資 159091 159091 当期未処分剰余金 15646 18276
系 ౷ 外 出 資 2999 2999 （うͪ当期剰余金） 3917 5811
ࢠ 会 社 等 出 資 78 78 会� 員� 資� 本� 合� 計　 195867 225484

債 務 保 証 ݟ ฦ 1065 1178 その他有価証券評価ࠩ額金 16228 6054
貸 倒 引 当 金 ˚�1696 ˚�1729 評価・算ࠩ額等合計 16228 6054

純 資 産 の ෦ 合 計 212095 231538
資 産 の ෦ 合 計 3669871 3606606 ෛ債及び純資産の෦合計 3669871 3606606
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（単位ɿඦສԁ）
ଛ ӹ ܭ ࢉ ॻ

Պ　　　　目
2018年度

（自2018年４月１
（2019年３月31ࢸ�

2019年度
（自2019年４月１
（2020年３月31ࢸ�

経 常 収 益 28155 32953
資 金 運 用 収 益 24931 23978
貸 出 金 利 ଉ 3917 2555
༬ け 金 利 ଉ 248 222
有 価 証 券 利 ଉ 配 当 金 6548 8382
そ の 他 ड ೖ 利 ଉ 14217 12816
（ う ͪ ड 取  ྭ 金 ） 12718 11828
（ う ͪ ड 取 特 ผ 配 当 金 ） 1496 986

役 務 取 引 等 収 益 216 165
ड ೖ 為 替 手 数 料 109 62
そ の 他 の ड ೖ 手 数 料 107 103

そ の 他 事 業 収 益 643 2415
ड 取 ॿ 成 金 0 0
ࠃ 債 等 債 券 ച 却 益 143 62
そ の 他 の 事 業 収 益 498 2352

そ の 他 経 常 収 益 2364 6394
償 却 債 権 取 ཱ 益 32 758
ג ࣜ 等 ച 却 益 393 2585
金 銭 の 信 託 運 用 益 1747 2880
そ の 他 の 経 常 収 益 190 169

経 常 අ 用 22993 25270
資 金 ௐ ୡ අ 用 18517 17888
貯 金 利 ଉ 351 361
借 用 金 利 ଉ 308 221
そ の 他 ࢧ  利 ଉ 17856 17305
（ う ͪ ࢧ   ྭ 金 ） 17855 17304

役 務 取 引 等 අ 用 147 163
ࢧ  為 替 手 数 料 60 13
そ の 他 の ࢧ  手 数 料 86 150
そ の 他 の 役 務 取 引 等 අ 用 0 0

そ の 他 事 業 අ 用 0 0
ࢧ  ॿ 成 金 0 0

経 අ 3506 3282
人 件 අ 1553 1597
 件 අ 1835 1543
੫ 金 118 142

そ の 他 経 常 අ 用 822 3935
貸 倒 引 当 金 ܁ ೖ 額 359 33
૬ ޓ ԉ ॿ ੵ ཱ 金 ܁ ೖ 額 430 131
ג ࣜ 等 ച 却 損 27 3680
ג ࣜ 等 償 却 ʵ 65
金 銭 の 信 託 運 用 損 ʵ 19
そ の 他 の 経 常 අ 用 6 5

経 常 利 益 5161 7683
特 ผ 損 失 3 574
ݻ 定 資 産 処 分 損 3 0
減 損 損 失 ʵ 574

੫ 引 લ 当 期 利 益 5157 7109
法 人 ੫、 ॅ ຽ ੫ 及 び 事 業 ੫ 1694 1168
法 人 ੫ 等 ௐ  額 ˚�454 128
法 人 ੫ 等 合 計 1240 1297
当 期 剰 余 金 3917 5811
当 期 ट ܁ ӽ 剰 余 金 11729 12464
当 期 未 処 分 剰 余 金 15646 18276
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（単位ɿඦສԁ）Ωϟογϡɾϑϩーࢉܭॻ

Պ　　　　　　　　　　　　　　　　目
2018年度

�（自2018年４月１
（2019年３月31ࢸ　　�

2019年度
�（自2019年４月１
（2020年３月31ࢸ　　�

１ 事業活動にΑるΩャοシϡ・ϑロー
੫引લ当期利益（又は੫引લ当期損失
 5157 7109
減価償却අ 134 129
減損損失 ʵ 574
貸倒引当金の増Ճ額（˚は減গ） 357 33
ୀ職څ引当金の増Ճ額（˚は減গ） 18 ˚�242
その他の引当金・ੵཱ金の増Ճ額	˚は減গ） 436 139
資金運用収益 ˚�24931 ˚�23978
資金ௐୡඅ用 18517 17888
有価証券関係損益（˚は益） ˚�539 1073
金銭の信託の運用損益（˚は運用益） ˚�1747 ˚�2860
貸出金の純増（˚）減 ˚�96020 ˚�46258
༬け金の純増（˚）減 55100 197000
貯金の純増減（˚） 55286 ˚�105871
借用金の純増減（˚） 63978 52900
事業分ྔ配当金のࢧ額 ˚�827 ˚�704
その他 ˚�264 ˚�654
資金運用にΑる収ೖ 26830 27048
資金ௐୡにΑるࢧ出 ˚�18542 ˚�17991
���������小�������計 82944 105333
法人੫等のࢧ額 ˚�1281 ˚�1836
事業活動にΑるΩャοシϡ・ϑロー 81662 103497

２ 資活動にΑるΩャοシϡ・ϑロー
有価証券の取得にΑるࢧ出 ˚�107009 ˚�132430
有価証券のച却にΑる収ೖ 35915 29407
有価証券の償ؐにΑる収ೖ 44257 68740
金銭の信託の増ՃにΑるࢧ出 ˚�36000 ˚�33933
金銭の信託の減গにΑる収ೖ 800 16
出ࢧ定資産の取得にΑるݻ ˚�43 ˚�108
外෦出資にΑるࢧ出 ˚�30387 ʵ
資活動にΑるΩャοシϡ・ϑロー ˚�92466 ˚�68307

３ 財務活動にΑるΩャοシϡ・ϑロー
出ࢧ特約借ೖ金のฦ済にΑるޙྼ ʵ ˚�30000
出資の増額にΑる収ೖ ʵ 26187
出資金のしにΑるࢧ出 ˚�4 ʵ
出資配当金のࢧ額 ˚�1677 ˚�1677
財務活動にΑるΩャοシϡ・ϑロー ˚�1682 ˚�5490

４ 金同等の増Ճ額（又は減গ額）ݱ金及びݱ ˚�12486 29699
５ 金同等の期ट残高ݱ金及びݱ 62833 50347
６ 金同等の期末残高ݱ金及びݱ 50347 80047
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（単位ɿඦສԁ）
Պ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目 2018年度 2019年度
人 件 අ 1553� 1597�
役 員 報 酬 73� 73�
څ 料 手 当 1081� 1128�
う ͪ  ༩ 引 当 金 ܁ ೖ 額 92� 92�
 利 ް 生 අ 247� 260�
ୀ 職 څ  අ 用 142� 126�
役 員 ୀ 職 Қ ࿑ 引 当 金 ܁ ೖ 額 7� 7�
 件 අ 1835� 1543�
事 業 ਪ ਐ අ 462� 258�
債 権 管 理 අ 1� 7�
ཱྀ අ ަ ௨ අ 15� 13�
業 務 අ 505� 534�
ෛ ୲ 金 332� 194�
施 ઃ අ 498� 519�
ࡶ අ 19� 15�
੫ 金 118� 142�
経 අ 合 計 3506� 3282�

（単位ɿඦສԁ）
Պ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目 2018年度 2019年度

1 当 期 未 処 分 剰 余 金 15646� 18276�
2 剰 余 金 処 分 額 3182� 6255�
（1） 利　 益　 ४　 උ　 金 800� 1200�
（2） 任 　 ҙ 　 ੵ 　 ཱ 　 金 ʵ 2400�
　　　　৽ＪＡビルݐઃ目的ੵཱ金 ʵ 2400�
（3） 出 　 資 　 配 　 当 　 金 1677� 1482�
　　　　 ී ௨ 出 資 に 対 す る 配 当 金 848� 848�
　　　　 ޙ 配 出 資 に 対 す る 配 当 金 828� 633�
（4）��� 事業の利用分ྔに対する配当金 704� 1173�
3 ࣍ 期 ܁ ӽ 剰 余 金 12464� 12021�
（１）2018年度のී௨出資に対する配当率は1�5ˋ、ޙ配出資に対する配当率は年1�0ˋです。
　　　　2019年度のී௨出資に対する配当率は1�5ˋ、ޙ配出資に対する配当率は年0�7ˋです。
（２）事業の利用分ྔに対する配当金の基४は、࣍のとおりです。
　　　　2018年度　　　　　
　　　　　　��定期貯金　　定期貯金୲保貸出金૬当額及び中్　　年間ฏۉ残高に対し年0�0222ˋ　　　��　　　　　　　　　解約定期貯金を除͘ωοト貯金　　

　　　　2019年度　　　　　
　　　　　　��定期貯金　　定期貯金୲保貸出金૬当額及び中్　　年間ฏۉ残高に対し年0�0370ˋ　　　��　　　　　　　　　解約定期貯金を除͘ωοト貯金　　

（３）任ҙੵཱ金における目的ੵཱ金の種類及びੵཱ目的、ੵཱ目標額、取่基४等は以下のとおりです。

経අの内༁

༨ۚॲࢉܭॻ

（ 　 ）

（ 　 ）

名　称 ੵཱ目的 ੵཱ目標額 取่基४ 当期ੵཱ額

৽ＪＡビルݐઃ
目的ੵཱ金

৽ＪＡビルݐઃに要
する資金४උ目的と
してઃ定する。

4400
৽ＪＡビルݐઃに係るඅ用
について、ඞ要に応͡当該
අ用にݟ合う額を取り่す。

2400

（単位ɿඦສԁ）
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1���重要な会計方針
に関する事項

2019年度（自2019年４月１�ʙ2020ࢸ�年３月31）2018年度（自2018年４月１�ʙ2019ࢸ�年３月31）
	1�
�記載金額は、ඦສԁ未満を切り捨てて表示し、金額ඦສԁ
未満のՊ目についてはʮ0ʯで表示しています。

	2�
�有価証券	外෦出資צ定のࣜגをؚΉ
の評価基४及び評価
方法は、有価証券の保有目的۠分ごとに࣍のとおり行ͬてい
ます。

　ᶃ　ചങ目的有価証券ŋŋŋŋŋŋ時価法
　　　　　　　　　　　　　　（�ച却原価はҠ動ฏۉ法にΑり

算定）
　ᶄ　満期保有目的の債券ŋŋŋŋ定額法にΑる償却原価法
　　　　　　　　　　　　　　（�ച却原価はҠ動ฏۉ法にΑり

算定）
　ᶅ　関連法人等ࣜגŋŋŋŋ原価法
　　　　　　　　　　　　　　（�ച却原価はҠ動ฏۉ法にΑり

算定）
　ᶆ　その他有価証券
　　　・時価のあるのŋŋŋŋ�原則として決算のࢢ価֨等に

基づ͘時価法（評価ࠩ額はશ෦純
資産直ೖ法にΑり処理し、ച却原
価はҠ動ฏۉ法にΑり算定）

　　　・時価をѲする
　　　　ことがۃめてࠔŋŋŋŋ原価法（ച却原価はҠ動ฏۉ法に
　　　　とೝめΒれる　　Αり算定）
　　　　の
　　　�　なお、取得価額と券໘金額とのࠩ額のうͪ金利ௐと

ೝめΒれる෦分については償却原価法にΑる取得価額の
म正を行ͬています。

	3�
�金銭の信託（合同運用を除͘。）において信託財産をߏ成
している有価証券の評価基४及び評価方法は、上記�	2
�の有
価証券と同༷の方法にΑͬており、信託の契約単位ຖに当年
度末の信託財産ߏ成である資産及びෛ債の評価額の合計額
をͬて貸借対照表に計上しています。

	4�
�有ݻܗ定資産の減価償却は、定率法（たͩし、ฏ成10年4
月1以߱に取得したݐ（ݐෟଐઃඋを除͘）ฒびにฏ
成28年4月1以߱に取得したݐෟଐઃඋ及びߏஙにつ
いては定額法）を࠾用し、資産かΒ直減額して計上してい
ます。

　　また、主な用年数は࣍のとおりです。
　　　17年�ʙ�50年　　ݐ　　　　
　　　　そ の 他　　　� 3年�ʙ�15年

	5�
�ແݻܗ定資産の減価償却は、定額法にΑり償却しています。
そのうͪ自社利用のιϑトウェアについては、当会における
利用Մ期間（5年）に基づいて償却しています。

	6�
�外՟ݐ資産・ෛ債は、主として決算の為替૬にΑるԁ
。算額をしています

	7
�引当金の計上方法
　ᶃ　貸倒引当金
　　�　貸倒引当金は、ʮ資産の償却・引当要ྖʯに則り、࣍の

とおり計上しています。
　　�　破産、特ผਗ਼算等法的に経営破綻の事実がൃ生している

債務者（以下、ʮ破綻先ʯという）に係る債権及びそれと
同等の状況にある債務者（以下、ʮ実࣭破綻先ʯという）
に係る債権については、以下のなお書きに記載されている
直減額ޙのா価額かΒ、୲保の処分Մࠐݟ額及び保
証にΑるճ収Մࠐݟ額を߇除し、その残額を計上してい
ます。

　　�　また、ݱ在は経営破綻の状況にないが、ޙࠓ経営破綻に
ؕるՄ性がେきいとೝめΒれる債務者（以下、ʮ破綻ݒ
೦先ʯという）に係る債権のうͪ債権の元本のճ収及び利
ଉのडけ取りに係るΩャοシϡ・ϑローを合理的にੵݟ
ることができる債権については、当該Ωャοシϡ・ϑロー
と債権額かΒ୲保の処分Մࠐݟ額及び保証にΑるճ収Մ
ࠐݟ額を߇除した残額とのࠩ額を計上しています。

　　�　上記以外の債権については、主としてʮۜ行等金融ػ関
の資産の自己査定ฒびに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に
関する実務指針ʯ（本ެೝ会計࢜協会ۜ行等監査特ผ委
員会報ࠂ第４߸　令和２年３月17）に規定する正常先
債権及び要ҙ先債権に૬当し、これΒの債権については、
一定の種類ごとに分類し、༧損失率等に基づき計上して
おります。

	1�
�記載金額は、ඦສԁ未満を切り捨てて表示し、金額ඦສԁ
未満のՊ目についてはʮ0ʯで表示しています。

	2�
�有価証券	外෦出資צ定のࣜגをؚΉ
の評価基४及び評価
方法は、有価証券の保有目的۠分ごとに࣍のとおり行ͬてい
ます。

　ᶃ　ചങ目的有価証券ŋŋŋŋŋŋ時価法
　　　　　　　　　　　　　　（�ച却原価はҠ動ฏۉ法にΑり

算定）
　ᶄ　満期保有目的の債券ŋŋŋŋ定額法にΑる償却原価法
　　　　　　　　　　　　　　（�ച却原価はҠ動ฏۉ法にΑり

算定）
　ᶅ　ࢠ会社・ࢠ法人等ࣜג及び関連法人等ࣜגŋŋŋ原価法
　　　　　　　　　　　　　　（�ച却原価はҠ動ฏۉ法にΑり

算定）
　ᶆ　その他有価証券
　　　・時価のあるのŋŋŋŋ�原則として決算のࢢ価֨等に

基づ͘時価法（評価ࠩ額はશ෦純
資産直ೖ法にΑり処理し、ച却原
価はҠ動ฏۉ法にΑり算定）

　　　・時価をѲする
　　　　ことがۃめてࠔŋŋŋŋ原価法（ച却原価はҠ動ฏۉ法に
　　　　とೝめΒれる　　Αり算定）
　　　　の
　　　�　なお、取得価額と券໘金額とのࠩ額のうͪ金利ௐと

ೝめΒれる෦分については償却原価法にΑる取得価額の
म正を行ͬています。

	3�
�金銭の信託（合同運用を除͘。）において信託財産をߏ成
している有価証券の評価基४及び評価方法は、上記�	2
�の有
価証券と同༷の方法にΑͬており、信託の契約単位ຖに当年
度末の信託財産ߏ成である資産及びෛ債の評価額の合計額
をͬて貸借対照表に計上しています。

	4�
�有ݻܗ定資産の減価償却は、定率法（たͩし、ฏ成10年4
月1以߱に取得したݐ（ݐෟଐઃඋを除͘）ฒびにฏ
成28年4月1以߱に取得したݐෟଐઃඋ及びߏஙにつ
いては定額法）を࠾用し、資産かΒ直減額して計上してい
ます。

　　また、主な用年数は࣍のとおりです。
　　　17年�ʙ�50年　　ݐ　　　　
　　　　そ の 他　　　� 3年�ʙ�15年

	5�
�ແݻܗ定資産の減価償却は、定額法にΑり償却しています。
そのうͪ自社利用のιϑトウェアについては、当会における
利用Մ期間（5年）に基づいて償却しています。

	6�
�外՟ݐ資産・ෛ債は、主として決算の為替૬にΑるԁ
。算額をしています

	7
�引当金の計上方法
　ᶃ　貸倒引当金
　　�　貸倒引当金は、ʮ資産の償却・引当要ྖʯに則り、࣍の

とおり計上しています。
　　�　破産、特ผਗ਼算等法的に経営破綻の事実がൃ生している

債務者（以下、ʮ破綻先ʯという）に係る債権及びそれと
同等の状況にある債務者（以下、ʮ実࣭破綻先ʯという）
に係る債権については、以下のなお書きに記載されている
直減額ޙのா価額かΒ、୲保の処分Մࠐݟ額及び保
証にΑるճ収Մࠐݟ額を߇除し、その残額を計上してい
ます。

　　�　また、ݱ在は経営破綻の状況にないが、ޙࠓ経営破綻に
ؕるՄ性がେきいとೝめΒれる債務者に係る債権のうͪ
債権の元本のճ収及び利ଉのडけ取りに係るΩャοシϡ・
ϑローを合理的にੵݟることができる債権については、
当該Ωャοシϡ・ϑローと債権額かΒ୲保の処分Մࠐݟ
額及び保証にΑるճ収Մࠐݟ額を߇除した残額とのࠩ額
を計上しています。

　　�　上記以外の債権については、貸倒実績率等に基づき算定
した額を計上しています。



43

経　
　
営

業
務
内
容

当
会
の
組
織

資  

料  

編  

̍

グ
ル
ー
プ
情
報

索　
　
引

REPORT 2020

経

営

業
務
内
容

当
会
の
組
織

グ
ル
ー
プ
情
報

索　
　
引

۠　　　分

2���貸借対照表に関
する事項

2019年度（自2019年４月１�ʙ2020ࢸ�年３月31）2018年度（自2018年４月１�ʙ2019ࢸ�年３月31）
　　�　すての債権は、資産の自己査定基४に基づき、所管෦

ॺが一࣍査定、৹査෦ॺがೋ࣍査定を実施し、リスク管理
౷ׅ෦ॺが査定݁Ռをݕ証しています。

　　�　なお、破綻先及び実࣭破綻先に対する୲保・保証債権
等については、債権額かΒ୲保の評価額及び保証にΑるճ
収がՄとೝめΒれる額を߇除した残額を取ཱෆࠐݟ額
として債権額かΒ直減額しており、その金額は239ඦສ
ԁです。

　ᶄ　༩引当金
　　�　༩引当金は、職員への༩のࢧにඋえるため、職員

に対する༩のࠐݟڅࢧ額のうͪ、当年度にؼଐする額を
計上しています。

　ᶅ　ୀ職څ引当金
　　�　ୀ職څ引当金は、職員のୀ職څにඋえるため、当年

度末における職員の自己合ୀ職の合の要څࢧ額を基ૅ
として計上していますŇ

　ᶆ　役員ୀ職Қ࿑引当金
　　�　役員ୀ職Қ࿑引当金は、役員のୀ任Қ࿑金のڅࢧにඋえ

るため、ʮ役員ୀ任Қ࿑金規ఔʯに基づき、当年度末要ࢧ
。額を計上していますੵݟڅ

　ᶇ　૬ޓԉॿੵཱ金
　　�　૬ޓԉॿੵཱ金は、ʮ࡛ݝۄＪＡバンクࢧԉ制度要ྖʯ

に基づきੵみཱてています。
	8�
�ফඅ੫及び地方ফඅ੫（以下、ʮফඅ੫等ʯという）の会
計処理は、੫ൈ方ࣜにΑͬています。たͩし、有ݻܗ定資産
に係る߇除対外ফඅ੫等は当年度のඅ用に計上しています。

	1
�有ݻܗ定資産の減価償却ྦྷ計額は4385ඦສԁです。
	2
�有ݻܗ定資産のѹॖ記ா額は18ඦສԁです。
	3�
�貸借対照表に計上したݻ定資産の΄かŊリース契約にΑり
があり、未経ػ計算ࢠ定資産としてిݻ用している重要な
աリース料年度末残高૬当額は、࣍のとおりです。

１年以内 １年 合　計
　オペレーティング・リース 44ඦສԁ 76ඦສԁ 121ඦສԁ

	4
�୲保にڙしている資産は࣍のとおりです。
　　　୲保にڙしている資産
　　　　系౷外定期༬け金　　　　　�1200ඦສԁ
　　　୲保資産に対応する債務
　　　　借　用　金　　　　　　　�　　　 1ඦສԁ
　�　上記の΄かŊ為替決済の୲保あるいは先取引証ڌ金の代
用として、系౷定期༬け金80000ඦສԁ、有価証券2986
ඦສԁをࠩしೖれています。

	5�
�ແ୲保のফඅ貸借契約（債権貸借取引）にΑり貸しけて
いる有価証券が、ࠃ債に合計114591ඦສԁؚまれており
ます。

	6
。会社等に対する金銭債権の総額は120ඦສԁですࢠ�
	7
。会社等に対する金銭債務の総額は482ඦສԁですࢠ�
	8�
�貸出金のうͪ、破綻先債権額は84ඦສԁ、延滞債権額は
702ඦສԁです。

　�　なお、破綻先債権とは、元本又は利ଉのࢧの延が૬当
期間ܧଓしていることその他の事༝にΑり元本又は利ଉの取
ཱて又はห済のࠐݟみがないのとして未収利ଉを計上しな
かͬた貸出金（貸倒償却を行ͬた෦分を除͘。以下、ʮ未収
利ଉෆ計上貸出金ʯという）のうͪ、法人੫法施行令（ত和
40年令第97߸）第96条第1項第3߸イかΒϗまでに͛ܝ
る事༝又は同項第4߸に規定する事༝が生͡ている貸出金で
す。

　�　また、延滞債権とは、未収利ଉෆ計上貸出金であͬて、破
綻先債権及び債務者の経営ݐ࠶又はࢧԉをਤることを目的と
して利ଉのࢧを༛༧した貸出金以外の貸出金です。

	9
�貸出金のうͪ、３か月以上延滞債権額はありまͤん。
　�　なお、３か月以上延滞債権とは、元本又は利ଉのࢧが約
定ࢧのཌかΒ３か月以上延している貸出金で破綻先
債権及び延滞債権に該当しないのです。

	ø÷�
�貸出金のうͪ、貸出条件緩和債権額はありまͤん。
　�　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営ݐ࠶又はࢧԉ
をਤることを目的として、金利の減໔、利ଉのࢧ༛༧、元
本のฦ済༛༧、債権์غその他の債務者に有利となる取決め
を行ͬた貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３か月以上延滞
債権に該当しないのです。

　　�　すての債権は、資産の自己査定基४に基づき、所管෦
ॺが一࣍査定、৹査෦ॺがೋ࣍査定を実施し、リスク管理
౷ׅ෦ॺが査定݁Ռをݕ証しています。

　　�　なお、破綻先及び実࣭破綻先に対する୲保・保証債権
等については、債権額かΒ୲保の評価額及び保証にΑるճ
収がՄとೝめΒれる額を߇除した残額を取ཱෆࠐݟ額
として債権額かΒ直減額しており、その金額は945ඦສ
ԁです。

　ᶄ　༩引当金
　　�　༩引当金は、職員への༩のࢧにඋえるため、職員

に対する༩のࠐݟڅࢧ額のうͪ、当年度にؼଐする額を
計上しています。

　ᶅ　ୀ職څ引当金
　　�　ୀ職څ引当金は、職員のୀ職څにඋえるため、当年

度末における職員の自己合ୀ職の合の要څࢧ額を基ૅ
として計上していますŇ

　ᶆ　役員ୀ職Қ࿑引当金
　　�　役員ୀ職Қ࿑引当金は、役員のୀ任څ༩のڅࢧにඋえる

ため、ʮ役員ୀ任Қ࿑金規ఔʯに基づき、当年度末要څࢧ
。額を計上していますੵݟ

　ᶇ　૬ޓԉॿੵཱ金
　　�　૬ޓԉॿੵཱ金は、ʮ࡛ݝۄＪＡバンクࢧԉ制度要ྖʯ

に基づきੵみཱてています。
	8�
�ফඅ੫及び地方ফඅ੫（以下、ʮফඅ੫等ʯという）の会
計処理は、੫ൈ方ࣜにΑͬています。たͩし、有ݻܗ定資産
に係る߇除対外ফඅ੫等は当年度のඅ用に計上しています。

	1
�有ݻܗ定資産の減価償却ྦྷ計額は4273ඦສԁです。
	2
�有ݻܗ定資産のѹॖ記ா額は18ඦສԁです。
	3�
�貸借対照表に計上したݻ定資産の΄かŊリース契約にΑり
があり、未経ػ計算ࢠ定資産としてిݻ用している重要な
աリース料年度末残高૬当額は、࣍のとおりです。�

１年以内 １年 合　計
　オペレーティング・リース 40ඦສԁ 84ඦສԁ 124ඦສԁ

	4
�୲保にڙしている資産は࣍のとおりです。
　　　୲保にڙしている資産
　　　　系౷外定期༬け金　　　　　�1200ඦສԁ
　　　୲保資産に対応する債務
　　　　借　用　金　　　　　　　�　　　 0ඦສԁ
　�　上記の΄かŊ為替決済の୲保あるいは先取引証ڌ金の代
用として、系౷定期༬け金110000ඦສԁ、有価証券2985
ඦສԁをࠩしೖれています。

	5�
�ແ୲保のফඅ貸借契約（債権貸借取引）にΑり貸しけて
いる有価証券が、ࠃ債に合計59030ඦສԁؚまれておりま
す。

	6
。会社等に対する金銭債権の総額は160ඦສԁですࢠ�
	7
。会社等に対する金銭債務の総額は274ඦສԁですࢠ�
	8�
�貸出金のうͪ、破綻先債権額はありまͤん。延滞債権額は
600ඦສԁです。

　�　なお、破綻先債権とは、元本又は利ଉのࢧの延が૬当
期間ܧଓしていることその他の事༝にΑり元本又は利ଉの取
ཱて又はห済のࠐݟみがないのとして未収利ଉを計上しな
かͬた貸出金（貸倒償却を行ͬた෦分を除͘。以下、ʮ未収
利ଉෆ計上貸出金ʯという）のうͪ、法人੫法施行令（ত和
40年令第97߸）第96条第1項第3߸イかΒϗまでに͛ܝ
る事༝又は同項第4߸に規定する事༝が生͡ている貸出金で
す。

　�　また、延滞債権とは、未収利ଉෆ計上貸出金であͬて、破
綻先債権及び債務者の経営ݐ࠶又はࢧԉをਤることを目的と
して利ଉのࢧを༛༧した貸出金以外の貸出金です。

	9
�貸出金のうͪ、３か月以上延滞債権額はありまͤん。
　�　なお、３か月以上延滞債権とは、元本又は利ଉのࢧが約
定ࢧのཌかΒ３か月以上延している貸出金で破綻先
債権及び延滞債権に該当しないのです。

	ø÷�
�貸出金のうͪ、貸出条件緩和債権額はありまͤん。
　�　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営ݐ࠶又はࢧԉ
をਤることを目的として、金利の減໔、利ଉのࢧ༛༧、元
本のฦ済༛༧、債権์غその他の債務者に有利となる取決め
を行ͬた貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３か月以上延滞
債権に該当しないのです。
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۠　　　分

3���損益計算書に関
する事項

4���金融商品に関す
る事項

2019年度（自2019年４月１�ʙ2020ࢸ�年３月31）2018年度（自2018年４月１�ʙ2019ࢸ�年３月31）
	øø�
�破綻先債権額、延滞債権額、３か月以上延滞債権額及び貸
出条件緩和債権額の合計額は787ඦສԁです。

　�　なお、	8
かΒ	øø
に͛ܝた債権額は、貸倒引当金߇除લの
金額です。

	øù�
�当࠲貸ӽ契約及び貸金に係るコϛοトϝントライン契約
は、٬ސかΒの融資実行のਃし出をडけた合に、契約上規
定された条件についてҧ反がないݶり、一定のݶ度額まで資
金を貸けることを約する契約です。これΒの契約に係る融
資未実行残高は、35600ඦສԁです。

	øú�
�貸出金には、他の債権Αり債務のཤ行がޙॱ位であるࢫ
の特約がされたྼޙ特約貸出金57382ඦສԁがؚまれ
ています。

	1
会社等との取引にΑる収益総額　　�����68ඦສԁࢠ�
　　　うͪ事業取引高　　　　　　　　　����68ඦສԁ
	2
会社等との取引にΑるඅ用総額　　　199ඦສԁࢠ�
　　　うͪ事業取引高　　　　　　　　　　199ඦສԁ
	3�
�当年度においては、以下の資産について、減損損失を計上
しております。
主な用్ 種　類 　所 減損損失
༡ٳ資産 地 य़෦ࢢ 534ඦສԁ
ʏ ݐ ʏ 39ඦສԁ
ʏ その他の有ݻܗ定資産 ʏ 0ඦສԁ

合　　計 574ඦສԁ
　�　業務用資産については、Ωャοシϡ・ϑローの૬ޓ補性
及びػ特性等をצ案のうえ一定の単位でグルーϐングをし
ており、༡ٳ資産については各資産ຖの単位でグルーϐング
をしております。

　�　また、༡ٳ資産についてはா価額をճ収Մ価額まで減
額し、当該減গ額を減損損失として特ผ損失に計上しており
ます。

　�　当年度の減損損失のଌ定に用したճ収Մ価額は正ຯച
却価額であります。正ຯച却価額はෆ動産ؑ定評価額等に基
づき算定しております。

	1
�金融商品の状況に関する事項
　ᶃ　金融商品に対する取組方針
　　�　当会は、࡛ݝۄを事業۠域として、地元のＪＡ等が会員

となͬて運営されている૬ޓැॿܕの農業ઐ金融ػ関で
あり、地域経済の活性化に資する地域金融ػ関です。

　　�　ＪＡは農Ո組合員地域かΒ༬かͬた貯金を原資に、農
Ո組合員地域へ貸け、その残りを当会が༬かる組み
となͬています。

　　�　当会では、これを原資として、資金をඞ要とする農業に
関連する企業・ஂ体及びＪＡ、ݝ内企業地方ެஂڞ体な
Ͳに貸を行ͬています。

　　�　また、残ͬた資金は農ྛ中ԝ金ݿに༬けೖれる΄か、ࠃ
債地方債等の債券、資信託、ࣜג等の有価証券にΑる
運用を行ͬています。

　ᶄ　金融商品の内容及びそのリスク
　　�　当会が保有する金融資産は、主としてݝ内企業に対する

貸出金及び有価証券であり、貸出金は、٬ސの契約ෆཤ行
にΑͬてたΒされる信用リスクにࡽされています。

　　�　当年度末における貸出金のうͪ、18�96ˋは品貸業
に対するのであり、当該品貸業を८る経済ڥ等の
状況のม化にΑり、契約条件にैͬた債務ཤ行がなされな
いՄ性があります。

　　�　また、有価証券は、主に債券、ࣜג、資信託であり、
満期保有目的、その他目的で保有しています。

　　�　これΒは、それͧれൃ行体の信用リスク及び金利のม動
リスク、ࢢ価֨のม動リスクにࡽされています。

　　�　借用金は、農ྛ中ԝ金ݿかΒ借りೖれたۜ成長基൫ڧ
化ࢧԉ資金等です。

　

ᶅ　金融商品に係るリスク管理体制
　　B　信用リスクの管理
　　　�　当会は、ʮリスクϚωジϝントの基本方針ʯ及び信用

リスクに関する管理諸規ఔにैい、貸出金の信用リスク
管理については、個ผ案件ごとの༩信৹査、༩信ݶ度額、
信用情報管理、内෦֨、保証୲保のઃ定、債権
への対応なͲ༩信管理に関する体制をඋし運営してい
ます。

　　　�　これΒの༩信管理は、業務෦、農業෦及びリスク౷ׅ
෦にΑり行Θれ、また、定期的に経営ਞにΑるリスク管
理委員会理事会に報ࠂを行い管理しています。さΒに、
༩信管理の状況については、リスク౷ׅ෦がνェοクし
ています。

　　　�　有価証券のൃ行体の信用リスクに関しては、資金証券
෦において、信用情報時価のѲを定期的に行い理事
会等に報ࠂしています。

	øø�
�破綻先債権額、延滞債権額、３か月以上延滞債権額及び貸
出条件緩和債権額の合計額は600ඦສԁです。

　�　なお、	8
かΒ	øø
に͛ܝた債権額は、貸倒引当金߇除લの
金額です。

	øù�
�当࠲貸ӽ契約及び貸金に係るコϛοトϝントライン契約
は、٬ސかΒの融資実行のਃし出をडけた合に、契約上規
定された条件についてҧ反がないݶり、一定のݶ度額まで資
金を貸けることを約する契約です。これΒの契約に係る融
資未実行残高は、36461ඦສԁです。

	øú�
�貸出金には、他の債権Αり債務のཤ行がޙॱ位であるࢫ
の特約がされたྼޙ特約貸出金57382ඦສԁがؚまれ
ています。

	øû�
�借用金には、他の債務Αり債務のཤ行がޙॱ位であるࢫ
の特約がされたྼޙ特約借ೖ金30000ඦສԁがؚまれ
ています。

	1
会社等との取引にΑる収益総額　　�����68ඦສԁࢠ�
　　　うͪ事業取引高　　　　　　　　　����68ඦສԁ
	2
会社等との取引にΑるඅ用総額　　　143ඦສԁࢠ�
　　　うͪ事業取引高　　　　　　　　　　143ඦສԁ

	1
�金融商品の状況に関する事項
　ᶃ　金融商品に対する取組方針
　　�　当会は、࡛ݝۄを事業۠域として、地元のＪＡ等が会員

となͬて運営されている૬ޓැॿܕの農業ઐ金融ػ関で
あり、地域経済の活性化に資する地域金融ػ関です。

　　�　ＪＡは農Ո組合員地域かΒ༬かͬた貯金を原資に、農
Ո組合員地域へ貸け、その残りを当会が༬かる組み
となͬています。

　　�　当会では、これを原資として、資金をඞ要とする農業に
関連する企業・ஂ体及びＪＡ、ݝ内企業地方ެஂڞ体な
Ͳに貸を行ͬています。

　　�　また、残ͬた資金は農ྛ中ԝ金ݿに༬けೖれる΄か、ࠃ
債地方債等の債券、資信託、ࣜג等の有価証券にΑる
運用を行ͬています。

　ᶄ　金融商品の内容及びそのリスク
　　�　当会が保有する金融資産は、主としてݝ内企業に対する

貸出金及び有価証券であり、貸出金は、٬ސの契約ෆཤ行
にΑͬてたΒされる信用リスクにࡽされています。

　　�　当年度末における貸出金のうͪ、18�63ˋは品貸業
に対するのであり、当該品貸業を८る経済ڥ等の
状況のม化にΑり、契約条件にैͬた債務ཤ行がなされな
いՄ性があります。

　　�　また、有価証券は、主に債券、ࣜג、資信託であり、
満期保有目的、その他目的で保有しています。

　　�　これΒは、それͧれൃ行体の信用リスク及び金利のม動
リスク、ࢢ価֨のม動リスクにࡽされています。

　　�　借用金は、農ྛ中ԝ金ݿかΒ借りೖれたۜ成長基൫ڧ
化ࢧԉ資金、及び自己資本増ڧの一として、会員である
地元のＪＡかΒ借りೖれたӬޙྼٱ特約借ೖ金です。

特約借ೖ金は、債務ฦ済のཤ行が他の債務Αりޙྼ　�　　
の特約がされたແ୲保・ແ保証の借ೖ金ࢫॱ位であるޙ
であり、自己資本比率の算出において適֨چ資本ௐୡ手ஈ
として経ա措置にΑり自己資本への計上がೝめΒれている
のですが、その分ྼޙ特約がされていない借ೖ金Αり
高い金利ઃ定となͬています。

　ᶅ　金融商品に係るリスク管理体制
　　B　信用リスクの管理
　　　�　当会は、ʮリスクϚωジϝントの基本方針ʯ及び信用

リスクに関する管理諸規ఔにैい、貸出金の信用リスク
管理については、個ผ案件ごとの༩信৹査、༩信ݶ度額、
信用情報管理、内෦֨、保証୲保のઃ定、債権
への対応なͲ༩信管理に関する体制をඋし運営してい
ます。

　　　�　これΒの༩信管理は、業務෦、農業෦及びリスク౷ׅ
෦にΑり行Θれ、また、定期的に経営ਞにΑるリスク管
理委員会理事会に報ࠂを行い管理しています。さΒに、
༩信管理の状況については、リスク౷ׅ෦がνェοクし
ています。

　　　�　有価証券のൃ行体の信用リスクに関しては、資金証券
෦において、信用情報時価のѲを定期的に行い理事
会等に報ࠂしています。
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۠　　　分 2019年度（自2019年４月１�ʙ2020ࢸ�年３月31）2018年度（自2018年４月１�ʙ2019ࢸ�年３月31）
　　C　ࢢリスクの管理
　　　	ａ
�金利リスクの管理
　　　　�　当会は、Ａ̡̢にΑͬて金利のม動リスクを管理し

ています。
　　　　�　۩体的には総合企ը෦において金融資産及びෛ債の

金利期間を総合的にѲし、Ϊャοプ分ੳ金利ײ
応度分ੳ等にΑりϞχλリングを行い、月࣍ϕースで
Ａ̡̢委員会に報ࠂしています。

　　　	ｂ
�為替リスクの管理
　　　　�　為替のม動リスクに関しては、個ผの案件ごとに管

理を行ͬています。
　　　	ｃ
�価֨ม動リスクの管理
　　　　�　有価証券をؚΉ資商品の保有については、Ａ̡̢

委員会で協ٞした月࣍の運用方針に基づき、理事会の
監ಜの下、余༟金運用規ఔにैい行Θれています。

　　　　�　運用にあたͬては、運用ݶ度額をઃ定し、ܧଓ的な
Ϟχλリングを௨͡て、価֨ม動リスクのܰ減をਤͬ
ています。

　　　　�　総務෦で管理している外෦出資のଟ͘は、業務上事
業ਪਐ目的で保有しているのであり、取引先のࢢ
。財務状況なͲをϞχλリングしていますڥ

　　　　�　これΒの情報は、理事会及びリスク管理委員会にお
いて定期的に報ࠂされています。

　　　	ｄ
リスクに係る定ྔ的情報ࢢ�
　　　　�　当会で保有している金融商品はすてトレーディン

グ目的以外の金融商品です。当会において、主要なリ
スクม数である金利リスクのӨڹをडける主たる金融
商品は、ň༬け金ʯ、ʮ貸出金ʯ、ʮ有価証券ʯのそ
の他有価証券に分類される債券、ʮ貯金ʯ、ʮ借用
金ʯです。

　　　　�　当会では、これΒの金融資産及び金融ෛ債について、
期末1ޙ年ఔ度の金利の合理的な༧ม動෯を用いた
経済価値のม動額を、金利のม動リスクの管理にあた
ͬての定ྔ的分ੳに利用しています。

　　　　�　金利以外のすてのリスクม数が一定であるとԾ定
し、当年度末ݱ在、指標となる金利が0�1ˋ上ঢした
のと定した合には、経済価値が1556ඦສԁ減
গするのとѲしています。

　　　　�　当該ม動額は、金利を除͘リスクม数が一定の合
をલఏとしており、金利とその他のリスクม数の૬関
をྀߟしておりまͤん。また、金利の合理的な༧ม
動෯をえるม動が生͡た合には、算定額をえる
Өڹが生͡るՄ性があります。

　　D　資金ௐୡに係るྲྀ動性リスクの管理
　　�　当会は、Ａ̡̢を௨͡て、適時に資金管理を行う΄か、

、した長のௐୡバランスௐなͲにΑͬてྀߟをڥࢢ
ྲྀ動性リスクを管理しています。

	2
�金融商品の時価等に関する事項
　ᶃ　金融商品の貸借対照表計上額及び時価等
　　�　当年度末における貸借対照表計上額、時価及びこれΒの

ࠩ額は、࣍のとおりです。なお、時価のѲがࠔなの
については、࣍表にはؚめͣᶅに記載しています。

（単位ɿඦສԁ）
貸借対照表計上額 時　価 ࠩ　額

༬け金 2168888 2168971 83
金銭の信託
　その他の金銭の信託 129973 129973 ʵ
有価証券
　満期保有目的の債券 214508 220952 6444
　その他有価証券 503103 503103 ʵ
貸出金 413267
　貸倒引当金 1729
　貸倒引当金߇除ޙ 411537 414772 3234

資産計 3428011 3437773 9762
貯金 3186007 3186164 157
借用金 171401 171401 0

ෛ債計 3357408 3357566 157
（）１�ɽ貸出金に対応する一ൠ貸倒引当金及び個ผ貸倒引当

金を߇除しています。�
　　　２�ɽ貸出金には、貸借対照表上のその他資産に計上して

いるै業員貸金104ඦສԁをؚんで表示しています。

　　C　ࢢリスクの管理
　　　	ａ
�金利リスクの管理
　　　　�　当会は、Ａ̡̢にΑͬて金利のม動リスクを管理し

ています。
　　　　�　۩体的には総合企ը෦において金融資産及びෛ債の

金利期間を総合的にѲし、Ϊャοプ分ੳ金利ײ
応度分ੳ等にΑりϞχλリングを行い、月࣍ϕースで
Ａ̡̢委員会に報ࠂしています。

　　　	ｂ
�為替リスクの管理
　　　　�　為替のม動リスクに関しては、個ผの案件ごとに管

理を行ͬています。�　
　　　	ｃ
�価֨ม動リスクの管理
　　　　�　有価証券をؚΉ資商品の保有については、Ａ̡̢

委員会で協ٞした月࣍の運用方針に基づき、理事会の
監ಜの下、余༟金運用規ఔにैい行Θれています。

　　　　�　運用にあたͬては、運用ݶ度額をઃ定し、ܧଓ的な
Ϟχλリングを௨͡て、価֨ม動リスクのܰ減をਤͬ
ています。

　　　　�　総務෦で管理している外෦出資のଟ͘は、業務上事
業ਪਐ目的で保有しているのであり、取引先のࢢ
。財務状況なͲをϞχλリングしていますڥ

　　　　�　これΒの情報は、理事会及びリスク管理委員会にお
いて定期的に報ࠂされています。

　　　	ｄ
リスクに係る定ྔ的情報ࢢ�
　　　　�　当会で保有している金融商品はすてトレーディン

グ目的以外の金融商品です。当会において、主要なリ
スクม数である金利リスクのӨڹをडける主たる金融
商品は、ň༬け金ʯ、ʮ貸出金ʯ、ʮ有価証券ʯのそ
の他有価証券に分類される債券、ʮ貯金ʯ、ʮ借用
金ʯです。

　　　　�　当会では、これΒの金融資産及び金融ෛ債について、
期末1ޙ年ఔ度の金利の合理的な༧ม動෯を用いた
経済価値のม動額を、金利のม動リスクの管理にあた
ͬての定ྔ的分ੳに利用しています。

　　　　�　金利以外のすてのリスクม数が一定であるとԾ定
し、当年度末ݱ在、指標となる金利が0�1ˋ上ঢした
のと定した合には、経済価値が1411ඦສԁ減
গするのとѲしています。

　　　　�　当該ม動額は、金利を除͘リスクม数が一定の合
をલఏとしており、金利とその他のリスクม数の૬関
をྀߟしておりまͤん。また、金利の合理的な༧ม
動෯をえるม動が生͡た合には、算定額をえる
Өڹが生͡るՄ性があります。

　　D　資金ௐୡに係るྲྀ動性リスクの管理
　　�　当会は、Ａ̡̢を௨͡て、適時に資金管理を行う΄か、

、した長のௐୡバランスௐなͲにΑͬてྀߟをڥࢢ
ྲྀ動性リスクを管理しています。

　ᶆ�　金融商品の時価等に関する事項についての補આ໌
　　�　金融商品の時価（時価に代ΘるのをؚΉ）には、ࢢ

価֨に基づ͘価額の΄か、ࢢ価֨がない合には合理的
に算定された価額（これに४ͣる価額をؚΉ）がؚまれて
います。当該価額の算定においては一定のલఏ条件等を࠾
用しているため、ҟなるલఏ条件等にΑͬた合、当該価
額がҟなる合あります。

	2
�金融商品の時価等に関する事項
　ᶃ　金融商品の貸借対照表計上額及び時価等
　　�　当年度末における貸借対照表計上額、時価及びこれΒの

ࠩ額は、࣍のとおりです。なお、時価のѲがࠔなの
については、࣍表にはؚめͣᶅに記載しています。

（単位ɿඦສԁ）
貸借対照表計上額 時　価 ࠩ　額

༬け金 2337530 2337625 95
金銭の信託
　その他の金銭の信託 98757 98757 ʵ
有価証券
　満期保有目的の債券 200802 209279 8476
　その他有価証券 490652 490652 ʵ
貸出金 367016
　貸倒引当金 1696
　貸倒引当金߇除ޙ 365320 368292 2972

資産計 3493063 3504607 11543
貯金 3291878 3292007 128
借用金 148500 148500 ʵ

ෛ債計 3440378 3440507 128
（）１�ɽ貸出金に対応する一ൠ貸倒引当金及び個ผ貸倒引当

金を߇除しています。�
　　　２�ɽ貸出金には、貸借対照表上のその他資産に計上して

いるै業員貸金112ඦສԁをؚんで表示しています。
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۠　　　分 2019年度（自2019年４月１�ʙ2020ࢸ�年３月31）2018年度（自2018年４月１�ʙ2019ࢸ�年３月31）
ᶄ　金融商品の時価の算定方法
ʲ資　産ʳ
��B　༬け金
　�　満期のない༬け金については、時価はா価額と近ࣅして
いることかΒ、当該ா価額にΑͬています。満期のある༬
け金については、期間に基づ۠͘分ごとに、元利金の合計額
をリスクϑリーレートであるԁ-JCPS・スϫοプレートでׂ
り引いたݱ在価値を時価に代Θる金額として算定しています。

��C　金銭の信託
　�　信託財産をߏ成している有価証券貸出金の時価は、下記
D及びEと同༷の方法にΑり評価しています。

��D　有価証券
ػは取引所の価֨、債券は取引所の価֨又は取引金融ࣜג　�　
関等かΒఏ示された価֨にΑͬています。また、資信託に
ついては、ެ表されている基४価֨にΑͬています。

��E　貸出金
　�　貸出金のうͪ、ม動金利にΑるのは、期間でࢢ金利
を反өするため、貸出先の信用状態が実行ޙେき͘ҟなͬて
いないݶり、時価はா価額と近ࣅしていることかΒ当該ா
価額かΒ貸倒引当金を߇除した額を時価に代Θる金額とし
て算定しています。

　�　一方、ݻ定金利にΑるのは、貸出金の種類、期間に基づ
۠͘分ごとに、元利金の合計額をリスクϑリーレートである
ԁ-JCPS・スϫοプレートでׂり引き、貸倒引当金を߇除し
て時価に代Θる金額として算定しています。

　�　また、延滞債権・期ݶの利益を失した債権等についてா
価額かΒ貸倒引当金を߇除した額を時価に代Θる金額とし
ています。

ʲෛ�債ʳ
��B　貯金
　�　要ٻ貯金については、決算に要ٻされた合のࢧ額
	ா価額
を時価とみなしています。また、定期性貯金の時
価は、期間に基づ۠͘分ごとに、元利金の合計額をリスクϑ
リーレートであるԁ-JCPS・スϫοプレートでׂり引いたݱ
在価値を時価に代Θる金額として算定しています。

��C　借用金
　�　借用金のうͪ、ม動金利にΑるのは、期間でࢢ金利
を反өし、また、当会の信用状態は実行ޙେき͘ҟなͬてい
ないことかΒ、時価はா価額と近ࣅしているとߟえΒれる
ため、当該ா価額にΑͬています。

　ᶅ�　時価をѲすることがۃめてࠔとೝめΒれる金融商品
は࣍のとおりであり、これΒはᶃの金融商品の時価情報に
はؚまれていまͤん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貸借対照表計上額
　　　外෦出資� 162168ඦສԁ

　ᶆ�　金銭債権及び満期のある有価証券の決算ޙの償ؐ༧�
定額

（単位ɿඦສԁ）

1年以内 1年
2年以内

2年
3年以内

3年
4年以内

4年
5年以内 5年

༬ け 金 2168888 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
有 価 証 券 46661 34520 72674 107147 25726 381524
満期保有目
的 の 債 券 18315 5220 7426 6926 13226 163387

その他有価
証券のうͪ
満期がある
 の

28346 29300 65248 100221 12500 218136

貸 出 金 44672 53202 47467 120924 31831 115065
合 計 2260221 87722 120142 228072 57557 496590

	
１�ɽ貸出金のうͪ、当࠲貸ӽ（融資ܕを除͘）5922ඦສ
ԁについてはʮ1年以内ʯにؚめています。また、期ݶ
のないྼޙ特約貸出金57382ඦສԁについてはʮ5年
ʯにؚめております。

　　２�ɽ貸出金のうͪ、３か月以上延滞債権・期ݶの利益を
失した債権等はありまͤん。

ᶄ　金融商品の時価の算定方法
ʲ資　産ʳ
��B　༬け金
　�　満期のない༬け金については、時価はா価額と近ࣅして
いることかΒ、当該ா価額にΑͬています。満期のある༬
け金については、期間に基づ۠͘分ごとに、元利金の合計額
をリスクϑリーレートであるԁ-JCPS・スϫοプレートでׂ
り引いたݱ在価値を時価に代Θる金額として算定しています。

��C　金銭の信託
　�　信託財産をߏ成している貸出金有価証券の時価は、下記
D及びEと同༷の方法にΑり評価しています。

��D　有価証券
ػは取引所の価֨、債券は取引所の価֨又は取引金融ࣜג　�　
関等かΒఏ示された価֨にΑͬています。また、資信託に
ついては、ެ表されている基४価֨にΑͬています。

��E　貸出金
　�　貸出金のうͪ、ม動金利にΑるのは、期間でࢢ金利
を反өするため、貸出先の信用状態が実行ޙେき͘ҟなͬて
いないݶり、時価はா価額と近ࣅしていることかΒ当該ா
価額かΒ貸倒引当金を߇除した額を時価に代Θる金額とし
て算定しています。

　�　一方、ݻ定金利にΑるのは、貸出金の種類、期間に基づ
۠͘分ごとに、元利金の合計額をリスクϑリーレートである
ԁ-JCPS・スϫοプレートでׂり引き、貸倒引当金を߇除し
て時価に代Θる金額として算定しています。

　�　また、延滞債権・期ݶの利益を失した債権等についてா
価額かΒ貸倒引当金を߇除した額を時価に代Θる金額とし
ています。

ʲෛ�債ʳ
��B　貯金
　�　要ٻ貯金については、決算に要ٻされた合のࢧ額
	ா価額
を時価とみなしています。また、定期性貯金の時
価は、期間に基づ۠͘分ごとに、元利金の合計額をリスクϑ
リーレートであるԁ-JCPS・スϫοプレートでׂり引いたݱ
在価値を時価に代Θる金額として算定しています。

��C　借用金
　�　借用金のうͪ、ม動金利にΑるのは、期間でࢢ金利
を反өし、また、当会の信用状態は実行ޙେき͘ҟなͬてい
ないことかΒ、時価はா価額と近ࣅしているとߟえΒれる
ため、当該ா価額にΑͬています。

　ᶅ�　時価をѲすることがۃめてࠔとೝめΒれる金融商品
は࣍のとおりであり、これΒはᶃの金融商品の時価情報に
はؚまれていまͤん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貸借対照表計上額
　　　外෦出資� 162168ඦສԁ
　　	
�　外෦出資のうͪ、ࢢ価֨のあるࣜג以外ののに

ついては、時価をѲすることがۃめてࠔとೝめΒ
れるため時価開示の対としていまͤん。

　ᶆ�　金銭債権及び満期のある有価証券の決算ޙの償ؐ༧�
定額

（単位ɿඦສԁ）

1年以内 1年
2年以内

2年
3年以内

3年
4年以内

4年
5年以内 5年

༬ け 金 2337530 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
有 価 証 券 64225 46661 34520 73045 107656 301267
満期保有目
的 の 債 券 9185 18315 5220 7326 6926 153814

その他有価
証券のうͪ
満期がある
 の

55040 28346 29300 65719 100730 147453

貸 出 金 44229 35393 48135 38804 102783 97557
合 計 2445985 82055 82655 111850 210439 398824

	
１�ɽ貸出金のうͪ、当࠲貸ӽ（融資ܕを除͘）3374ඦສ
ԁについてはʮ1年以内ʯにؚめています。また、期ݶ
のないྼޙ特約貸出金57382ඦສԁについてはʮ5年
ʯにؚめております。

　　２�ɽ貸出金のうͪ、３か月以上延滞債権・期ݶの利益を
失した債権等はありまͤん。
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۠　　　分

5���有価証券に関す
る事項

6���金銭の信託に関
する事項

2019年度（自2019年４月１�ʙ2020ࢸ�年３月31）2018年度（自2018年４月１�ʙ2019ࢸ�年３月31）
　ᶇ　借用金及びその他の有利ࢠෛ債の決算ޙのฦ済༧定額

（単位ɿඦສԁ）
1年以内 1年

2年以内
2年
3年以内

3年
4年以内

4年
5年以内 5年

貯 金 3185486 296 217 2 3 ʵ
借 用 金 17701 32900 65000 55800 ʵ ʵ
合 計 3203188 33196 65217 55802 3 ʵ

（）１�ɽ貯金のうͪ、要ٻ貯金についてはʮ1年以内ʯに
ؚめています。

　　　２�ɽ借用金のうͪ、当࠲借ӽ1ඦສԁについてはʮ1年
以内ʯにؚめています。

	1�
�有価証券の時価及び評価ࠩ額等に関する事項は࣍のとおり
です。

　ᶃ　満期保有目的の債券
　　�　満期保有目的の債券において、種類ごとの貸借対照表計

上額、時価及びこれΒのࠩ額については、࣍のとおりです。
（単位ɿඦສԁ）

種 類 貸借対照表
計　上　額 時 　 価 ࠩ 　 額

時価が貸借
対照表計上
額をえる
 の

ࠃ 　 債 77021 82898 5876
地 方 債 10405 10836 431
社 　 債 37200 37856 656
外 ࠃ 証 券 35000 35467 467
小 　 計 159626 167059 7432

時価が貸借対
照表計上額を
えないの

社 　 債 25999 25627 ˚�371
外 ࠃ 証 券 28882 28265 ˚�617�
小 　 計 54882 53893 ˚�988

合 　 　 　 計 214508 220952 6444

　ᶄ　その他有価証券
　　�　その他有価証券において、種類ごとの貸借対照表計上額、

取得原価及びこれΒのࠩ額については、࣍のとおりです。
（単位ɿඦສԁ）

種 類 貸借対照表
計　上　額 取 得 原 価 ࠩ 　 額

貸借対照表
計 上 額 が
取得原価を
えるの

ג ࣜ 8793 5271 3522
債 券
ࠃ 債 208654 203293 5360
地 方 債 15306 15045 261
保証債 21408 20995 412
外ࠃ証券 5067 5000 67
そ の 他 158854 149142 9712
小 計 418085 398748 19336

貸借対照表
計上額が取
得原価を
えないの

ג ࣜ 2898 3684 ˚�785
債 券
ࠃ 債 26070 26300 ˚�229
地 方 債 597 600 ˚�2
そ の 他 55452 59019 ˚�3567
小 計 85018 89604 ˚�4585

合 　 　 　 計 503103 488352 14751
（）１�ɽ上記評価ࠩ額合計かΒ܁延੫金ෛ債4577ඦສԁを

ࠩし引いた金額10173ඦສԁが、ʮその他有価証券
評価ࠩ額金ʯにؚまれています。

　　　２�ɽ有価証券のうͪ、当該有価証券の時価が取得原価に
比てஶし͘下མしており、時価が取得原価までճ෮
するࠐݟみがあるとೝめΒれないのについては、当
該時価をͬて貸借対照表価額とするととに、評価
ࠩ額を当期の損失として処理（以下ʮ減損処理ʯとい
う。）しています。

　　　　　当期における減損処理額は65ඦສԁ（ࣜג）であ
　　　　ります。
　　　　　なお、減損処理にあたͬては、当期末における時
　　　　価が取得原価または償却原価に比50ˋ以上下མし
　　　　た合にはશて減損処理を行い、30ˋ以上50ˋ未満
　　　　下མした合は、ճ෮のՄ性をྀߟして減損処理
　　　　を行ͬています。
	2
�当年度中にച却したその他有価証券は࣍のとおりです。
　　　　　　　ച　却　額　　　ച　却　益　　　ച　却　損
　ࣜ　ג　　 124ඦສԁ　　　 ʵඦສԁ　　�44ඦສԁ
　　債　券　16063　　　　　　��62　　　　　��ʵ
　　その他　13220　　　　　2585　　　� 3635
ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵ

　　合　計　29407　　　　　2648　　　� 3680

	1
�金銭の信託の保有目的۠分ผの内༁は࣍のとおりです。
　ᶃ　その他の金銭の信託

貸借対照表
計　上　額 取得原価 ࠩ額

うͪ貸借対照表
計上額が取得原
価をえるの

うͪ貸借対照表計
上額が取得原価を
えないの　　

その他の
金銭の信託 129973ඦສԁ132097ඦສԁ ˚2124ඦສԁ 8987ඦສԁ 11111ඦສԁ

（）１�ɽ上記ࠩ額合計かΒ܁延੫金ෛ債2002ඦສԁをࠩし
引いた金額˚4127ඦສԁが、ʮその他有価証券評価
ࠩ額金ʯにؚまれています。

　　　２�ɽʮうͪ貸借対照表計上額が取得原価をえるのʯ
ʮうͪ貸借対照表計上が取得原価をえないのʯは、
それͧれʮࠩ額ʯの内༁です。

　ᶇ　借用金及びその他の有利ࢠෛ債の決算ޙのฦ済༧定額
（単位ɿඦສԁ）

1年以内 1年
2年以内

2年
3年以内

3年
4年以内

4年
5年以内 5年

貯 金 3291332 211 312 20 1 ʵ
借 用 金 30500 17700 34600 65700 ʵ ʵ
合 計 3321833 17911 34912 65720 1 ʵ

（）１�ɽ貯金のうͪ、要ٻ貯金についてはʮ1年以内ʯに
ؚめています。

　　　２�ɽ借用金のうͪ、当࠲借ӽ0ඦສԁについてはʮ1年
以内ʯにؚめています。

	1�
�有価証券の時価及び評価ࠩ額等に関する事項は࣍のとおり
です。

　ᶃ　満期保有目的の債券
　　�　満期保有目的の債券において、種類ごとの貸借対照表計

上額、時価及びこれΒのࠩ額については、࣍のとおりです。
（単位ɿඦສԁ）

種 類 貸借対照表
計　上　額 時 　 価 ࠩ 　 額

時価が貸借
対照表計上
額をえる
 の

ࠃ 　 債 84031 90729 6697
地 方 債 10591 10924 333
社 　 債 47699 48783 1084
外 ࠃ 証 券 37000 37632 632
小 　 計 179321 188069 8747

時価が貸借対
照表計上額を
えないの

社 　 債 3600 3588 ˚�11
外 ࠃ 証 券 17880 17620 ˚�260
小 　 計 21480 21209 ˚�271

合 　 　 　 計 200802 209279 8476

　ᶄ　その他有価証券
　　�　その他有価証券において、種類ごとの貸借対照表計上額、

取得原価及びこれΒのࠩ額については、࣍のとおりです。
（単位ɿඦສԁ）

種 類 貸借対照表
計　上　額 取 得 原 価 ࠩ 　 額

貸借対照表
計 上 額 が
取得原価を
えるの

ג ࣜ 11234 7154 4079
債 券
ࠃ 債 235290 227265 8024
地 方 債 25454 24985 469
保証債 42770 41990 779
外ࠃ証券 5102 5000 102
そ の 他 108475 99036 9439
小 計 428327 405432 22895

貸借対照表
計上額が取
得原価を
えないの

ג ࣜ 1007 1078 ˚�70
そ の 他 61316 62348 ˚�1032
小 計 62324 63427 ˚�1102

合 　 　 　 計 490652 468859 21792
（）１�ɽ上記評価ࠩ額合計かΒ܁延੫金ෛ債5934ඦສԁを

ࠩし引いた金額15858ඦສԁが、ʮその他有価証券
評価ࠩ額金ʯにؚまれています。

	2
�当年度中にച却したその他有価証券は࣍のとおりです。
　　　　　　　ച　却　額　　　ച　却　益　　　ച　却　損
　ࣜ　ג　　 307ඦສԁ　　　 72ඦສԁ　　�27ඦສԁ
　　債　券　33140　　　　　　143　　　　　��ʵ
　　その他　 2141　　　　　　321　　　　　��ɻ
ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵɻ ʵ

　　合　計　35589　　　　　 537　　　　　��27

	1
�金銭の信託の保有目的۠分ผの内༁は࣍のとおりです。
　ᶃ　その他の金銭の信託

貸借対照表
計　上　額 取得原価 ࠩ額

うͪ貸借対照表
計上額が取得原
価をえるの

うͪ貸借対照表計
上額が取得原価を
えないの　　

その他の
金銭の信託 98757ඦສԁ 98199ඦສԁ 557ඦສԁ 1093ඦສԁ 535ඦສԁ

（）１�ɽ上記ࠩ額合計かΒ܁延੫金ෛ債278ඦສԁをࠩし
引いた金額（܁延੫金資産75ඦສԁをՃえた金額）
355ඦສԁが、ʮその他有価証券評価ࠩ額金ʯにؚま
れています。

　　　２�ɽʮうͪ貸借対照表計上額が取得原価をえるのʯ
ʮうͪ貸借対照表計上が取得原価をえないのʯは、
それͧれʮࠩ額ʯの内༁です。
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۠　　　分
7���ୀ職څに関す
る事項

8���੫ޮՌ会計に関
する事項

9����Ωャοシϡ・ϑ
ロー計算書に関
する事項

2019年度（自2019年４月１�ʙ2020ࢸ�年３月31）2018年度（自2018年４月１�ʙ2019ࢸ�年３月31）
	1
�ୀ職څ
　ᶃ　࠾用しているୀ職څ制度の概要
　　�　当会では、確定څܕの制度としてୀ職一時金制度（ඇ

、一時金制度ではڅ制度）をઃけています。ୀ職ܕཱੵ
ୀ職څとして、څ༩とۈ務期間に基づいた一時金をڅࢧ
しています。

　　�　当会が有するୀ職一時金制度は、؆ศ法にΑりୀ職څ
引当金及びୀ職څඅ用を計算しています。

　ᶄ　確定څ制度
　　�B��ୀ職څ引当金の期ट残高と期末残高のௐ表
　　　��期टにおけるୀ職څ引当金� 2346ඦສԁ
　　　��ୀ職څඅ用� 129ඦສԁ
　　　��ୀ職څのࢧ額� ˚371ඦສԁ
　　　��期末におけるୀ職څ引当金� 2103ඦສԁ
　　�C��ୀ職څに関連する損益
　　　��؆ศ法で計算したୀ職څඅ用� 126ඦສԁ
	2�
�人件අには、ް生年金保ݥ制度及び農ྛړ業ஂ体職員ڞ済
組合制度の౷合をਤるための農ྛړ業ஂ体職員ڞ済組合法等
をഇࢭする等の法ෟ則第57条の規定に基づき、چ農ྛڞ
済組合（ଘଓ組合）が行う特ྫ年金څ等の業務に要するඅ
用に充てるためڌ出した特ྫ業務ෛ୲金をؚめて計上してい
ます。

　�　なお、当年度においてଘଓ組合に対してڌ出した特ྫ業務
ෛ୲金の額は、17ඦສԁとなͬています。

　�　また、ଘଓ組合Αり示された令和2年3月ݱ在における令
和14年3月までの特ྫ業務ෛ୲金のকདྷࠐݟ額は、211ඦສ
ԁとなͬています。

	1
延੫金ෛ債のൃ生原Ҽผの主な内༁等܁延੫金資産及び܁�

延੫金資産܁　
　　૬ޓԉॿੵཱ金ա額� 1635ඦສԁ
　　ୀ職څ引当金ա額� 580ඦສԁ
　　その他有価証券評価ࠩ額金� 540ඦສԁ
�ྭ金未金ࢧ　　 377ඦສԁ
　　貸倒引当金ա額� 197ඦສԁ
　　減損損失� 158ඦສԁ
　　有価証券評価損� 98ඦສԁ
　　未事業੫� 71ඦສԁ
　　減価償却ա額� 52ඦສԁ
　　༩引当金ա額� 25ඦສԁ
　　その他� 21ඦສԁ
�延੫金資産小計܁　 3759ඦສԁ
　評価性引当額� ˚�2083ඦສԁ

"	延੫金資産合計܁　� 1675ඦສԁ
延੫金ෛ債܁　
　　その他有価証券評価ࠩ額金� ˚�7123ඦສԁ
　　その他� ˚ �　　4ඦສԁ

#	延੫金ෛ債合計܁　� ˚�7128ඦສԁ

"	延੫金ෛ債の純額܁　ʴ	#
� ˚�5452ඦສԁ

	2
�法定実ޮ੫率と法人੫等ෛ୲率とのࠩҟの主な原Ҽ

　法定実ޮ੫率� 27�6ˋ
　�（ௐ）
　　ड取配当金等Ӭٱに益金に算ೖされない項目� ˚�5�18ˋ
　　事業分ྔ配当金� ˚�4�55ˋ
�に損金に算ೖされない項目ٱඅ等Ӭࡍަ　　 0�15ˋ
　　評価性引当額の増減� 0�11ˋ
　　ॅຽ੫ۉ等ׂ等� 0�06ˋ
　　その他� 0�05ˋ
　੫ޮՌ会計適用ޙの法人੫等のෛ୲率� 18�24ˋ

　Ωャοシϡŋϑロー計算書における資金（ݱ金及びݱ金同等
）のൣғは、貸借対照表上のʮݱ金ʯฒびにʮ༬け金ʯ中の
ී௨༬け金です。

	1
�ୀ職څ
　ᶃ　࠾用しているୀ職څ制度の概要
　　�　当会では、確定څܕの制度としてୀ職一時金制度（ඇ

、一時金制度ではڅ制度）をઃけています。ୀ職ܕཱੵ
ୀ職څとして、څ༩とۈ務期間に基づいた一時金をڅࢧ
しています。

　　�　当会が有するୀ職一時金制度は、؆ศ法にΑりୀ職څ
引当金及びୀ職څඅ用を計算しています。

　ᶄ　確定څ制度
　　�B��ୀ職څ引当金の期ट残高と期末残高のௐ表
　　　��期टにおけるୀ職څ引当金� 2327ඦສԁ
　　　��ୀ職څඅ用� 143ඦສԁ
　　　��ୀ職څのࢧ額� ˚124ඦສԁ
　　　��期末におけるୀ職څ引当金� 2346ඦສԁ
　　�C��ୀ職څに関連する損益
　　　��؆ศ法で計算したୀ職څඅ用� 142ඦສԁ
	2�
�人件අには、ް生年金保ݥ制度及び農ྛړ業ஂ体職員ڞ済
組合制度の౷合をਤるための農ྛړ業ஂ体職員ڞ済組合法等
をഇࢭする等の法ෟ則第57条の規定に基づき、چ農ྛڞ
済組合（ଘଓ組合）が行う特ྫ年金څ等の業務に要するඅ
用に充てるためڌ出した特ྫ業務ෛ୲金をؚめて計上してい
ます。

　�　なお、当年度においてଘଓ組合に対してڌ出した特ྫ業務
ෛ୲金の額は、17ඦສԁとなͬています。

　�　また、ଘଓ組合Αり示されたฏ成31年3月ݱ在における令
和14年3月までの特ྫ業務ෛ୲金のকདྷࠐݟ額は、214ඦສ
ԁとなͬています。

	1
延੫金ෛ債のൃ生原Ҽผの主な内༁等܁延੫金資産及び܁�

延੫金資産܁　
　　૬ޓԉॿੵཱ金ա額� 1599ඦສԁ
　　ୀ職څ引当金ա額� 647ඦສԁ
�ྭ金未金ࢧ　　 404ඦສԁ
　　貸倒引当金ա額� 383ඦສԁ
　　未事業੫� 104ඦສԁ
　　その他有価証券評価ࠩ額� 77ඦສԁ
　　減価償却ա額� 54ඦສԁ
　　༩引当金ա額� 25ඦສԁ
　　有価証券有੫償却額� 17ඦສԁ
　　その他� 19ඦສԁ

�延੫金資産小計܁　 3334ඦສԁ
　評価性引当額� ˚�1995ඦສԁ

"	延੫金資産合計܁　� 1339ඦສԁ
延੫金ෛ債܁　
　　その他有価証券評価ࠩ額金� ˚�6220ඦສԁ
　　その他� ˚ �　　2ඦສԁ

#	延੫金ෛ債合計܁　� ˚�6222ඦສԁ

"	延੫金ෛ債の純額܁　ʴ	#
� ˚�4883ඦສԁ

	2
�法定実ޮ੫率と法人੫等ෛ୲率とのࠩҟの主な原Ҽ

　法定実ޮ੫率� 27�6ˋ
　�（ௐ）
�に損金に算ೖされない項目ٱඅ等Ӭࡍަ　　 0�24ˋ
　　ड取配当金等Ӭٱに益金に算ೖされない項目� ˚�2�04ˋ
　　ॅຽ੫ۉ等ׂ等� 0�08ˋ
　　評価性引当額の増減� 1�97ˋ
　　事業分ྔ配当金� ˚�3�77ˋ
　　その他� ˚�0�04ˋ
　੫ޮՌ会計適用ޙの法人੫等のෛ୲率� 24�04ˋ

　Ωャοシϡŋϑロー計算書における資金（ݱ金及びݱ金同等
）のൣғは、貸借対照表上のʮݱ金ʯฒびにʮ༬け金ʯ中の
当࠲༬け金及びී௨༬け金です。
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（）財務諸表とは、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分計算書、Ωャοシϡ・ϑロー計算書及び記表を指しています。

確　認　書

１�．私は平成31年４月１日から令和２年３月31日までの事業年度に
かかるディスクロージャー誌に記載した内容のうち、財務諸表作
成に関するすべての重要な点において関係諸法令に準拠して適正
に表示されていることを確認しました。

２�．当該確認を行うにあたり、財務諸表が適正に作成される以下の
体制が整備され、有効に機能していることを確認しました。

　（1）�業務分掌と所管部署が明確化され、各部署が適切に業務を
遂行する体制が整備されております。

　（2）�業務の実施部署から独立した内部監査部門が内部管理体制
の適切性・有効性を検証しており、重要な事項については
理事会等に適切に報告されております。

　（3）�重要な経営情報については、理事会等へ適切に付議・報告
されております。

　　　令和２年７月１日

�����　　　　　　　　　　　　埼玉県信用農業協同組合連合会

����������������������　　　　　　�代表理事理事長　松 本 俊 一

務ॾදのదਖ਼ੑʹ͔͔Δ֬ೝࡒ

会ࠪܭਓのࠪ
　2019年度の貸借対照表、損益計算書、剰余金処分計算書及び注記表は、農業協同組合法第37条の２第３
項の規定に基づき、有限責任あずさ監査法人の監査を受けております。
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（単位ɿඦສԁ�ˋ）

（単位ɿඦສԁ�ˋ）

Պ目ผஷۚฏߴۉ

定ظஷۚߴ

種 類 2018年度 2019年度 増　　減
ྲྀ 動 性 貯 金 28369�（ 0�9�） 28054�（ 0�9�） ˚�315
定 期 性 貯 金 3290992�（ 99�1�） 3266841�（ 99�1�） ˚�24151
そ の 他 の 貯 金 1304�（ 0�0�） 1468�（ 0�0�） 164
小 計 3320666�（ 100�0�） 3296364�（ 100�0�） ˚�24302
ৡ  性 貯 金 （ɻ ʵ） （ɻ ʵ） ʵ
合 計 3320666�（ 100�0�） 3296364�（ 100�0�） ˚�24302

（１）ྲྀ動性貯金ʹ当࠲貯金ʴී௨貯金ʴ貯貯金ʴ௨貯金
（２）定期性貯金ʹ定期貯金ʴ定期ੵ金
（３）（　）内はߏ成比です。

2018年度 2019年度 増　　減
定 期 貯 金 3269157�（ 100�0�） 3160192�（ 100�0�） ˚�108965
う ͪ ݻ 定 金 利 定 期 3269157�（ 100�0�） 3160192�（ 100�0�） ˚�108965
う ͪ ม 動 金 利 定 期 （ɻ ʵ） （ɻ ʵ） ʵ

（１）ݻ定金利定期ɿ༬ೖ時に満期までの利率が確定する定期貯金
（２）ม動金利定期ɿ༬ೖ期間中のࢢ金利のม化に応͡て金利がม動する定期貯金
（３）（　）内はߏ成比です。

貯　　金



51

経　
　
営

業
務
内
容

当
会
の
組
織

資  

料  

編  

̍

グ
ル
ー
プ
情
報

索　
　
引

REPORT 2020

経

営

業
務
内
容

当
会
の
組
織

グ
ル
ー
プ
情
報

索　
　
引

（単位ɿඦສԁ）
種 類 2018年度 2019年度 増　　減
手 ܗ 貸  423 401 ˚22
証 書 貸  306673 385214 78540
当 ࠲ 貸 ӽ 2150 2508 358
合 計 309248 388124 78876

（単位ɿඦສԁ�ˋ）
種 類 2018年度 2019年度 増　　減
ݻ 定 金 利 貸 出 234223（��63�8） 267280（��64�7） 33056
ม 動 金 利 貸 出 132680（��36�2） 145882（��35�3） 13202
合 計 366904（100�0） 413162（100�0） 46258

（）（　　）内はߏ成比です。

（単位ɿඦສԁ）
種 類 2018年度 2019年度 増　　減
୲ 保 計 4916� 2994� ˚1922
貯 金 ・ 定 期 ੵ 金 等 183� 207� 24
有 価 証 券 2881� 866� ˚2015
動 産 ʵ ʵ ʵ
ෆ 動 産 1491� 1510� 19
そ の 他 ୲ 保  360� 409� 49
保 証 計 751� 850� 98
農 業 信 用 基 金 協 会 保 証 72� 70� ˚1
そ の 他 保 証 679� 779� 100
信 用 361236� 409318� 48082
合 計 366904� 413162� 46258

（単位ɿඦສԁ）
種 類 2018年度 2019年度 増　　減
୲ 保 計 1065� 1178� 112
貯 金 ・ 定 期 ੵ 金 等 ʵ ʵ ʵ
有 価 証 券 ʵ ʵ ʵ
動 産 ʵ ʵ ʵ
ෆ 動 産 968� 1101� 132
そ の 他 保 証 96� 77� ˚19
信 用 ʵ ʵ ʵ
合 計 1065� 1178� 112

（）その他保証とは、ػ関保証、個人保証等のことです。

Պ目ผିग़ۚฏߴۉ

ିग़ۚのۚར݅ผ内༁ߴ

ିग़ۚの୲อผ内༁ߴ

ߴ務อূの୲อผ内༁࠴

貸　　出　　金



52

経　
　
営

業
務
内
容

当
会
の
組
織

資  

料  

編  

̍

グ
ル
ー
プ
情
報

索　
　
引

REPORT 2020

経

営

業
務
内
容

当
会
の
組
織

グ
ル
ー
プ
情
報

索　
　
引

（単位ɿඦສԁ�ˋ）
種 類 2018年度 2019年度 増　　減
ઃ උ 資 金 5446（����1�5） 5264（����1�3） ˚182
運 స 資 金 361457（��98�5） 407898（��98�7） 46441
合 計 366904（100�0） 413162（100�0） 46258

（）（　　）内はߏ成比です。

（単位ɿˋ）
۠ 分 2018年度 2019年度 増　　減

貯 貸 率
期 末 11�1 12�9 1�8
期 中 ฏ ۉ 9�3 11�7 2�4

貯 証 率
期 末 20�3 22�0 1�7
期 中 ฏ ۉ 19�8 20�7 0�9

（１）貯貸率（期　　末）ʹ�貸出金残高�貯金残高ʷ１̌̌
（２）貯貸率（期中ฏۉ）ʹ�貸出金ฏۉ残高�貯金ฏۉ残高ʷ１̌̌
（３）貯証率（期　　末）ʹ�有価証券残高�貯金残高ʷ１̌̌
（４）貯証率（期中ฏۉ）ʹ�有価証券ฏۉ残高�貯金ฏۉ残高ʷ１̌̌

（単位ɿඦສԁ�ˋ）
種 類 2018年度 2019年度 増　　減
農 業 132（����0�0） 161（����0�0） 29
ྛ 業 （ɻ������ʵ） （ɻ������ʵ） ʵ
ਫ 産 業 （ɻ������ʵ） （ɻ������ʵ） ʵ
  業 39322（��10�7） 47304（��11�4） 7981
߭ 業 （ɻ������ʵ） （ɻ������ʵ） ʵ
ݐ ઃ 業 3219（����0�8） 2891（����0�7） ˚328
ి ؾ ・ Ψ ス ・  ڙ څ ・ ਫ ಓ 業 2290（����0�6） 2290（����0�5） 0
運 ༌ ・ ௨ 信 業 24110（����6�5） 24994（����6�0） 884
Է ച ・ 小 ച ・ ҿ ৯ 業 10054（����2�7） 13836（����3�3） 3781
金 融 ・ 保 ݥ 業 164313（��44�7） 183602（��44�4） 19289
ෆ 動 産 業 11165（����3�0） 10338（����2�5） ˚826
サ ー ビ ス 業 69946（��19�0） 80400（��19�4） 10453
地 方 ެ ڞ ஂ 体 42250（��11�5） 47270（��11�4） 5019
そ の 他 97（����0�0） 71（����0�0） ˚26
合 計 366904（100�0） 413162（100�0） 46258

（）（　　）内はߏ成比（貸出金શ体に対するׂ合）です。

ିग़ۚの్ผ内༁ߴ

ஷିɾஷূ

ିग़ۚの業छผߴ
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ʲ営ྨܕผ �r （単位ɿඦສԁ）
種 類 2018年度 2019年度 増　　減
農 業 2062� 2150� 87
ࠄ 作 ʵ 7� 7
野 ࡊ ・ Ԃ ܳ 10� 67� 57
Ռ थ ・ थ Ԃ 農 業 ʵ ʵ ʵ
 ܳ 作  17� 15� ˚ 2
ཆ ಲ ・  ڇ ・ ཙ 農 ʵ ʵ ʵ
ཆ ܲ ・ ཆ ཛ 103� 71� ˚ 32
ཆ ࢋ ʵ ʵ ʵ
そ の 他 農 業 1931� 1988� 57

農 業 関 連 ஂ 体 等 ʵ ʵ ʵ
合 計 2062� 2150� 87

（１）�農業関係の貸出金とは、農業者、農業法人及び農業関連ஂ体等に対する農業生産・農業経営にඞ要な資金、農産
の生産・Ճ・ྲྀ௨に関係する事業にඞ要な資金等が該当します。

　　　　なお、લ記のʮ貸出金の業種ผ残高ʯのʮ農業ʯは、農業者農業法人等に対する貸出金の残高です。
（２）�ʮその他農業ʯには、ෳ合経営で主たる業種が໌確に位置づけΒれない者、農業サービス業、農業所得がैとなる農

業者、農業関連事業を行う法人等がؚまれています。
（３）�ʮ農業関連ஂ体等ʯには、ＪＡશ農とそのࢠ会社等がؚまれています。

ʲ資ۚछྨผʳ
˓貸出金� （単位ɿඦສԁ）
種 類 2018年度 2019年度 増　　減
プ ロ ύ ー 資 金 2062� 2150� 87
農 業 制 度 資 金 ʵ ʵ ʵ
農 業 近 代 化 資 金 ʵ ʵ ʵ
そ の 他 制 度 資 金 ʵ ʵ ʵ

合 計 2062� 2150� 87
（１）プロύー資金とは、当会原資の資金を融資しているののうͪ、制度資金以外ののをいいます。
（２）�農業制度資金には、ᶃ地方ެஂڞ体が直的又は間的に融資するの、ᶄ地方ެஂڞ体が利ࢠ補څ等を行うことで

当会が利で融資するの、ᶅ本ࡦ金融ެݿが直融資するのがあり、ここではᶃのస貸資金とᶄを対とし
ています。

（３）その他制度資金には、農業経営改善ଅਐ資金	スーύー̨資金
農業経営ෛ୲ܰ減ࢧԉ資金等が該当します。

˓ड託貸金� （単位ɿඦສԁ）
種 類 2018年度 2019年度 増　　減
 本  ࡦ 金 融 ެ ݿ 資 金 6418� 7126� 708
そ の 他 ʵ ʵ ʵ
合 計 6418� 7126� 708

（）本ࡦ金融ެݿ資金は、農業（چ農ྛړ業金融ެݿ）に係る資金をいいます。

（単位ɿඦສԁ）
ड 託 先 2018年度 2019年度 増　　減

 本  ࡦ
金 融 ެ ݿ

農 ྛ ਫ 産 事 業 6418� 7126� 708
ࠃ ຽ 生 活 事 業 63� 48� ˚14

ॅ  金 融 ࢧ ԉ ػ ߏ 5703� 5333� ˚369
 ࢱ ҩ ྍ ػ ߏ 14� 11� ˚2
合 計 12199� 12520� 321

ओཁͳ業ؔのିग़ۚߴ

डୗିۚのߴ
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˓農業協同組合法に基づ͘リスク管理債権
（単位ɿඦສԁ）

債 権 ۠ 分 2018年度 2019年度 増　減

破 綻 先 債 権 ʵ 84 84

延 滞 債 権 600 702 102

３カ月以上延滞債権 ʵ ʵ ʵ

貸出条件緩和債権 ʵ ʵ ʵ

リスク管理債権合計 600 787 186

（１）破綻先債権
　　　　�　元本又は利ଉのࢧの延が૬当期間ܧଓしてい

ることその他の事༝にΑり元本又は利ଉの取ཱて又
はห済のࠐݟみがないのとして未収利ଉを計上し
なかͬた貸出金（貸倒償却を行ͬた෦分を除͘。以
下ʮ未収利ଉෆ計上貸出金ʯという。）のうͪ、法
人੫法施行令第96条第１項第３߸イかΒϗまでに
る事༝又は同項第４߸に規定する事༝が生͡て͛ܝ
いる貸出金をいいます。

（２）延滞債権
　　　　�　未収利ଉෆ計上貸出金であͬて、破綻先債権及び

債務者の経営ݐ࠶又はࢧԉをਤることを目的として
利ଉのࢧを༛༧したの以外の貸出金をいいま
す。

（３）３カ月以上延滞債権
　　　　�　元本又は利ଉのࢧが約定ࢧのཌかΒ３月

以上延している貸出金で、破綻先債権及び延滞債
権に該当しないのをいいます。

（４）貸出条件緩和債権
　　　　�　債務者の経営ݐ࠶又はࢧԉをਤることを目的とし

て、金利の減໔、利ଉのࢧ༛༧、元本のฦ済༛
༧、債権์غその他の債務者に有利となる取決めを
行ͬた貸出金で、破綻先債権、延滞債権及び３カ月
以上延滞債権に該当しないのをいいます。

˓金融࠶生法に基づ͘開示債権
（単位ɿඦສԁ）

債 権 ۠ 分 2018年度 2019年度 増　減
破産ߋ生債権及び
これΒに४ͣる債権 14 131 117
ة ݥ 債 権 645 712 67
要 管 理 債 権 ʵ ʵ ʵ
小 　 　 　 　 　 計 659 843 184
正 常 債 権 367442 413630 46187
開示対債権合計 368102 414474 46371

（１）破産ߋ生債権及びこれΒに४ͣる債権
　　　　�　破産手ଓ開ߋ、࢝生手ଓ開࠶、࢝生手ଓ開࢝のਃ

ཱて等の事༝にΑり経営破綻にؕͬている債務者に
対する債権及びこれΒに४ͣる債権をいいます。

（２）ݥة債権
　　　　�　債務者が経営破綻の状態にはͬࢸていないが、財

状態及び経営成績がѱ化し、契約にैͬた債権の
元本のճ収及び利ଉのड取りができないՄ性の高
い債権をいいます。

（３）要管理債権
　　　　�　３月以上延滞債権で、（１）及び（２）に該

当しないの及び貸出条件緩和債権をいいます。
（４）正常債権
　　　　�　債務者の財状態及び経営成績に特にがない

のとして、（１）かΒ（３）までに͛ܝる債
権以外ののに۠分される債権をいいます。

　
　上記の債権۠分は、ʮ金融ػの࠶生のためのٸۓ措置に
関する法ʯ（ฏ成10年法第132߸）第６条に基づき、
債務者の財状態及び経営成績等を基ૅとして۠分したの
です。なお、当会は同法の対とはなͬていまͤんが、ߟࢀ
として同法の定める基४にैい債権額をܝ載しています。

ϦεΫཧٴݖ࠴ͼۚ༥࠶ੜ法開示ݖ࠴

ʲϦεΫཧݖ࠴のอશঢ়گ �r 　（単位ɿඦສԁɼ̀ ）

債　　権　　۠　　分 債権額
（"）

保　　શ　　額 保　શ　率
（̗）�（Ａ）୲保・保証等 貸倒引当金 ��合　計（̗）

�2018年度
破 綻 先 債 権 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
延 滞 債 権 600 107 454 562 93�61
3 カ 月 以 上 延 滞 債 権 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
貸 出 条 件 緩 和 債 権 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
リスク管理債権合計（̘） 600 107 454 562 93�61
貸 出 金 残 高（Ｄ） 　366904
リ ス ク 管 理 債 権 比 率 0�16

�2019年度
破 綻 先 債 権 84 ʵ 84 84 100�00
延 滞 債 権 702 116 560 676 96�24
3 カ 月 以 上 延 滞 債 権 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
貸 出 条 件 緩 和 債 権 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
リスク管理債権合計（̘） 787 116 644 760 96�64
貸 出 金 残 高（Ｄ） 413162
リ ス ク 管 理 債 権 比 率 0�19

（１）�୲保・保証等の保શ額は、自己査定に基づき計算した୲保処分Մࠐݟ額及び保証にΑりճ収ՄとೝめΒれた額の
合計です。

（２）貸倒引当金は、リスク管理債権に対して引当計上した金額であり、貸借対照表の残高とはҟなります。
（３）リスク管理債権比率�ʹ（̘）�（Ｄ）̫ １̌̌
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ʲۚ༥࠶ੜ法開示۠ݖ࠴ʹͮ͘جอશঢ়گʳ
　（単位ɿඦສԁɼ̀ ）

債　　権　　区　　分 債 権 額
（"）

保　　全　　額 保　શ　率
（̗）�（Ａ）担保・保証等 貸倒引当金 合　計（Ｂ）

 2018年度
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 14 0 14 14 100.00
危 険 債 権 645 119 481 600 93.04
要 管 理 債 権 − − − − −
小 　 　 計 （ Ｃ ） 659 119 495 614 93.20
正 常 債 権 367,442
合 　 　 計 （ Ｄ ） 368,102
不 良 債 権 比 率 0.17

 2019年度
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 131 7 124 131 100.00
危 険 債 権 712 120 565 686 96.29
要 管 理 債 権 − − − − −
小 　 　 計 （ Ｃ ） 843 127 689 817 96.87
正 常 債 権 413,630
合 　 　 計 （ Ｄ ） 414,474
不 良 債 権 比 率 0.20

（１）�୲保・保証等の保શ額は、自己査定に基づき計算した୲保処分Մࠐݟ額及び保証にΑりճ収ՄとೝめΒれた額の合計で
す。

（２）貸倒引当金は、金融࠶生法開示債権に対して引当計上した金額であり、貸借対照表の残高とはҟなります。
（３）ෆྑ債権比率�ʹ（̘）�（Ｄ）ʷ１̌̌

ʲݩຊิͯΜܖの͋Δ৴ୗʹΔିग़ۚのϦεΫཧݖ࠴のঢ়گʳ
　　該当する取引はありまͤん。

（単位ɿඦສԁ）

۠ 分
2018年度 2019年度

期　ट 期　中 期中減গ額 期　末 期　ट 期　中 期中減গ額 期　末
残　高 増Ճ額 目的用 その他 残　高 残　高 増Ճ額 目的用 その他 残　高

一 ൠ 貸 倒 引 当 金 887 1200 ʵ 887 1200 1200 1040 ʵ 1200 1040

個 ผ 貸 倒 引 当 金 451 495 2 449 495 495 689 ʵ 495 689

合 計 1339 1696 2 1337 1696 1696 1729 ʵ 1696 1729

�ԉ制度ࢧバンク"+ݝۄ࡛
૬ ޓ ԉ ॿ ੵ ཱ 金 5365 430 ʵ ʵ 5795 5795 131 ʵ ʵ 5927

（）期中減গ額の目的用とは、償却等にΑる貸倒引当金額の減গをいいます。

（単位ɿඦສԁ）
2018年度 2019年度

貸 出 金 償 却 額 ʵ ʵ
（）�貸出金償却は、すでに個ผ貸倒引当金を引き当てていた債権について、償却額と引当金れいೖ額を૬ࡴした残額を表示してい

ます。
　　　2018年度に૬ࡴした金額はありまͤん。
　　　2019年度に૬ࡴした金額はありまͤん。

ି引当ۚのظٴߴͼظதの૿ֹݮ

ିग़ۚঈ٫のֹ
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　該当する取引はありまͤん。

（単位ɿඦສԁ）
種 類 2018年度 2019年度 増　　減
ࠃ 債 315572 304128 ˚�11444
地 方 債 40779 30796 ˚�9983
  保 証 債 51031 29353 ˚�21677
金 融 債 ʵ ʵ ʵ
社 債 52767 56889 4122
ג ࣜ 7926 8508 582
外 ࠃ 証 券 49800 63304 13504
そ の 他 の 証 券 141980 192221 50240
合 計 659858 685202 25344

（単位ɿඦສԁ）

種 類 １年以下 １ 年 
３年以下

３ 年 
５年以下

５ 年 
７年以下

７ 年 
10年以下 1 0 年 

期 間 の
定 め の
ないの

合 計

2018年度
ࠃ 債 30999 55023 150395 ʵ ʵ 74878 ʵ 311297
地 方 債 10225 7081 4552 1452 2379 9884 ʵ 35576
保証債 20997 10992 ʵ 10000 ʵ ʵ ʵ 41990
金 融 債 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
社 債 ʵ 5100 12200 14100 7600 12299 ʵ 51299
ג ࣜ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 8232 8232
外ࠃ証券 2000 3000 3600 18500 32780 ʵ ʵ 59880
その他の証券 ʵ ʵ 9632 6000 95000 15000 35752 161385
2019年度
ࠃ 債 35006 78474 91950 ʵ ʵ 101183 ʵ 306615
地 方 債 3560 7046 1752 1252 2779 9658 ʵ 26050
保証債 4998 5997 10000 ʵ ʵ ʵ ʵ 20995
金 融 債 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
社 債 1100 11200 14100 12100 9900 14799 ʵ 63199
ג ࣜ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 8956 8956
外ࠃ証券 2000 1000 9600 24000 32282 ʵ ʵ 68882
その他の証券 ʵ 3632 6000 23500 132000 10000 33029 208161

（）残高については、償却原価を表示しています。

有 価 証 券
छྨผ༗Ձূ݊ฏߴۉ

༗Ձূ݊छྨผฏߴۉ

༗Ձূ݊ଘؒظผߴ
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Ⅰ　有価証券の時価情報

ʲചങ目త༗Ձূ݊ʳ
　　該当する取引はありまͤん。

ʲຬظอ༗目తの݊࠴ʳ
（単位ɿඦສԁ）

種 類
2018年度 2019年度

貸借対照表
計　上　額 時　　価 ࠩ　　額 貸借対照表

計　上　額 時　　価 ࠩ　　額

時価が貸借
対照表計上
額をえる
　　　 の

ࠃ 債 84031 90729 6697 77021 82898 5876
地 方 債 10591 10924 333 10405 10836 431
社 債 47699 48783 1084 37200 37856 656
外 ࠃ 証 券 37000 37632 632 35000 35467 467
小 計 179321 188069 8747 159626 167059 7432

時価が貸借
対照表計上
額をえな
い　　の

社 債 3600 3588 ˚�11 25999 25627 ˚�371
外 ࠃ 証 券 17880 17620 ˚�260 28882 28265 ˚�617
小 計 21480 21209 ˚�271 54882 53893 ˚�988

合 計 200802 209279 8476 214508 220952 6444

ʲͦのଞ༗Ձূ݊ʳ
（単位ɿඦສԁ）

種 類
2018年度 2019年度

貸借対照表
計　上　額 取得原価 ࠩ　　額 貸借対照表

計　上　額 取得原価 ࠩ　　額

時価が貸借
対照表計上�
額をえる�
 の

ג ࣜ 11234 7154 4079 8793 5271 3522
債 券
ࠃ 債 235290 227265 8024 208654 203293 5360
地 方 債 25454 24985 469 15306 15045 261
保証債 42770 41990 779 21408 20995 412
外 ࠃ 証 券 5102 5000 102 5067 5000 67
そ の 他
その他の証券 108475 99036 9439 158854 149142 9712
小 計 428327 405432 22895 418085 398748 19336

時価が貸借
対照表計上
額をえな�
い  の

ג ࣜ 1007 1078 ˚�70 2898 3684 ˚�785
債 券
ࠃ 債 ʵ ʵ ʵ 26070 26300 ˚�229
地 方 債 ʵ ʵ ʵ 597 600 ˚�2
そ の 他
その他の証券 61316 62348 ˚�1032 55452 59019 ˚�3567
小 計 62324 63427 ˚�1102 85018 89604 ˚�4585

合 計 490652 468859 21792 503103 488352 14751

༗Ձূ݊の࣌Ձ情報

（）�その他有価証券で時価のあるののうͪ、当該有価証券の時価が取得原価に比てஶし͘下མしており、時価が取得原価
までճ෮するࠐݟみがあるとೝめΒれないのについては、当該時価をͬて貸借対照表評価額とするととに、評価ࠩ
額を当期の損失として処理（以下ʮ減損処理ʯという。）しております。

�　　当期における減損処理額は、65ඦສԁ（ࣜג）であります。
�　　�なお、減損処理にあたͬては、当期末における時価が取得原価又は償却原価に比 50ˋ以上下མした合にはશて減損

処理を行い、30ˋ以上 50ˋ未満下མした合は、ճ෮のՄ性をྀߟして減損処理を行ͬております。
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Ⅱ　金銭の信託の時価情報

ʲചങ目తۚમの৴ୗʳ
　　該当する取引はありまͤん。

ʲຬظอ༗目తのۚમの৴ୗʳ
　　該当する取引はありまͤん。

ʲͦのଞۚમの৴ୗʳ （単位ɿඦສԁ）
2018年度 2019年度

貸借対照表�
計 上 額 取 得原価 ࠩ 額

うͪ貸借対
照表計上額�
が取得原価�
をえるの

うͪ貸借対�
照表計上額�
が取得原価�
をえない�
 の

貸借対照表�
計 上 額 取 得原価 ࠩ 額

うͪ貸借対
照表計上額�
が取得原価�
をえるの

うͪ貸借対
照表計上額
が取得原価�
をえない�
 の

そ の 他
金銭の信託 98757 98199 557 1093 ˚�535 129973 132097 �̊2124 8987 11111

（）�ʮうͪ貸借対照表計上額が取得原価をえるのʯʮうͪ貸借対照表計上額が取得原価をえないのʯはそれͧれʮࠩ
額ʯの内༁です。

Ⅲ　デリバティブ取引等
　　（デリバティブ取引、金融等デリバティブ取引、有価証券関連店頭デリバティブ取引）
　該当する取引はありまͤん。

（単位ɿ件ɼඦສԁ）
内ࠃҝସのऔѻ࣮

種 類
2018年度 2019年度

 　 　 　 向 ඃ　 　 向  　 　 　 向 ඃ　 　 向
ૹ金・ৼࠐ為替（件数） 	58073
 	47422
 	59038
 	47229


　　　金　額 619289 420848 600152 365376
代金取ཱ為替（件数） 	1
 	1
 	1
 	1


　　金　額 0 0 0 0
為　　替（件数）　　ࡶ 	5786
 	1241
 	6167
 	1291


　　金　額 6092 2245 1172 2325
（）�લ期まではݝ内ＪＡ取ѻ分をؚめた実績を記載しておりましたが、当期Αり当会で取りѻͬた実績を記載しています。

なお、લ年度の実績について同༷に当会で取りѻͬた実績を記載しています。

　該当する取引はありまͤん。

種 類 2018年度 2019年度
ࠃ 債 ʵ ʵ
地 方 債 700 700
  保 証 債 ʵ ʵ

（単位ɿඦສԁ）

ച࣮ൢޱの૭࠴ڞެ࠴ࠃ

の引डֹ࠴ڞެ

為替業務・その他業務
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項 目 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

経 常 収 益 28350 27806 28046 28155 32953

経 常 利 益 5748 4848 5435 5161 7683

当 期 剰 余 金 3617 4235 4150 3917 5811

出 資 金 111611 139445 139445 139440 165627

（ 出 資 口 数 ） （11161159） （13944519） （13944519） （13944039） （16562739）

純 資 産 額 182389 209644 203839 212095 231538

総 資 産 額 3278707 3361550 3541026 3669871 3606606

貯 金 等 残 高 3018693 3084428 3236591 3291878 3186007

貸 出 金 残 高 204594 226688 270883 366904 413162

有 価 証 券 残 高 630096 657500 659636 691455 717612

剰余金配当金額 1399 2424 2504 2382 2655

ී௨出資配当額 849 848 848 848 848

配出資配当額ޙ 550 694 828 828 633

事業分ྔ配当額 ʵ 881 827 704 1173

職 員 数 185 186 187 183 174

単体自己資本比率 21�94 21�14 19�38 16�03 16�21

（注１）貯金等残高には、譲渡性貯金が含まれています。
（注２）職員数には、嘱託職員を含んでおります。
（注３）�「単体自己資本比率」は、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成18年金融

庁・農林水産省告示第２号）に基づき算出しています。

（単位ɿඦສԁ ��口 ��人 ��ˋ）
ඪࢦؒのओཁͳ経営̑ۙ࠷

主要な経営指標等
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項 目 2018年度増減額 2019年度増減額

ड 取 利 ଉ ˚�560 ˚�952

う ͪ 貸 出 金 104 ˚�1361

う ͪ 有 価 証 券 ˚�975 1834

う ͪ ༬ け 金 310 ˚�1425

う ͪ そ の 他 ˚�0 ˚�0

ࢧ  利 ଉ 408 ˚�850

う ͪ 貯 金・ 定 期 ੵ 金 636 ˚�541

う ͪ ৡ  性 貯 金 ʵ ʵ

う ͪ 借 用 金 ˚�3 ˚�87

う ͪ そ の 他 0 0

ࠩ 引 ˚�969 ˚�102
（注１）増減額は前年度対比です。
（注２）受取利息の「うち預け金」には、受取奨励金及び受取特別配当金が含まれています。
（注３）支払利息の「うち貯金・定期積金」には、支払奨励金が含まれています。
（注４）支払利息計の増減額は金銭の信託運用見合費用控除後の支払利息額の増減額です。

項 目 2018年度 2019年度 増　　減

総 資 産 経 常 利 益 率 0�14 0�20 0�06

純 資 産 経 常 利 益 率 2�67 3�80 1�13

総 資 産 当 期 純 利 益 率 0�10 0�15 0�05

純 資 産 当 期 純 利 益 率 2�03 2�88 0�84
（注１）総資産経常利益率＝経常利益／総資産（債務保証見返を除く）平均残高×１００
（注２）純資産経常利益率＝経常利益／純資産勘定平均残高×１００
（注３）総資産当期純利益率＝当期剰余金（税引後）／総資産（債務保証見返を除く)平均残高×１００
（注４）純資産当期純利益率＝当期剰余金（税引後）／純資産勘定平均残高×１００

項 目 2018年度 2019年度 増　　減

資 金 運 用 収 ࢧ 6838 6735 ˚�102

役 務 取 引 等 収 ࢧ 69 2 ˚�67

そ の 他 事 業 収 ࢧ 642 2414 1772

事 業 ૈ 利 益 7550 9152 1602

（ 事 業 ૈ 利 益 率 ） （0�22） （0�27） 0�04

業 務 純 益 3730 6030 2299
（注１）資金運用収支＝資金運用収益－（資金調達費用－金銭の信託運用見合費用）
（注２）役務取引等収支＝役務取引等収益－役務取引等費用
（注３）その他事業収支＝その他事業収益－その他事業費用
（注４）事業粗利益＝資金運用収支＋役務取引等収支＋その他事業収支
（注５）事業粗利益率＝事業粗利益／資金運用勘定平均残高×１００

（単位ɿඦສԁ）

（単位ɿˋ）

（単位ɿඦສԁ �ˋ）

डऔɾࢧརଉの૿ֹݮ

ར　　　ӹ　　　

ར　ӹ　૯　ׅ　ද
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項 目

2018年度 2019年度

ฏۉ残高 利ଉ 利ճり ฏۉ残高 利ଉ 利ճり

資 金 運 用 צ 定 3410136 24931 0�73 3374908 23978 0�71

う ͪ ༬ け 金 2440900 14463 0�59 2301469 13038 0�56

う ͪ 有 価 証 券 659858 6548 0�99 685202 8382 1�22

う ͪ 貸 出 金 309248 3917 1�26 388124 2555 0�65

資 金 ௐ ୡ צ 定 3352498 18092 0�53 3337769 17242 0�51

うͪ貯金・定期ੵ金 3320666 18207 0�54 3296364 17665 0�53

うͪৡ性貯金 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

う ͪ 借 ೖ 金 110182 308 0�28 166040 221 0�13

総 資 金 利 ͟  � 0�08 � 0�09

（注１）総資金利ざや＝資金運用利回り－資金調達原価率
　　　　�資金調達原価率＝（資金調達費用（貯金利息＋譲渡性貯金利息＋売現先利息＋債券貸借取引支払利息＋借用金利息＋

金利スワップ支払利息＋その他支払利息（支払雑利息等））＋経費－金銭の信託運用見合費用）／（貯金＋譲渡性貯
金＋売現先勘定＋債券貸借取引受入担保金＋借用金＋その他（貸付留保金、従業員預り金等）－金銭の信託運用見合
額）×100

（注２）資金運用勘定の「うち預け金」の利息には、受取奨励金及び受取特別配当金が含まれています。
（注３）資金調達勘定の「うち貯金・定期積金」の利息には、支払奨励金が含まれています。
（注４）資金調達勘定計の平均残高及び利息は、金銭の信託運用見合額及び金銭の信託運用見合費用を控除しています。

　　　　

項 目 2018年度 2019年度 増　　減

一 職 員 あ た り の 貯 金 残 高 17988 18310 321

一職員あたりの貸出金残高 2004 2374 369

（単位ɿඦສԁ �ˋ）

（単位ɿඦສԁ）

資ۚӡ༻ऩࢧの内༁

一৬һ͋ͨΓのஷۚɾିग़ۚߴ
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【役員】
　　○対象役員
　　　　開示の対象となる報酬告示に規定されている「対象役員」は、経営管理委員、理事及び監事をいいます。

　　○役員報酬等の種類、支払総額及び支払方法
　　　�　役員に対する報酬等の種類は、基本報酬と退任慰労金の２種類で、令和元年度における対象役員に対する報

酬等の支払総額は、次のとおりです。
　　　�　なお、基本報酬は毎月所定日に指定口座への振込の方法による現金支給のみであり、退任慰労金は、その支

給に関する総会決議後、所定の手続きを経て、基本報酬に準じた方法で支払っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　
　

支　　　　給　　　　総　　　　額　　（注２）

基 本 報 酬 退 任 慰 労 金

対 象 役 員 （ 注 １ ） に 対 す る 報 酬 等 73 7

　　（注１）対象役員は、経営管理委員 10名、理事 4名、監事 5名です。（期中に退任した者を含む。）
　　（注２）�退任慰労金については、当年度に実際に支給した額ではなく、当年度の費用として認識される部分の金額（引当金への

繰入額と支給額のうち当年度の負担に属する金額）によっています。

　　○対象役員の報酬等の決定等
　　　□役員報酬（基本報酬）
　　　�　役員報酬は、経営管理委員、理事及び監事の別に各役員に支給する報酬総額の最高限度額を総会において決

定し、その範囲内において、経営管理委員各人別の報酬額については経営管理委員会において、理事各人別の
報酬額については理事会において決定し、監事各人別の報酬額については監事の協議によって定めています。

　　　　なお、業績連動型の報酬体系とはなっていません。
　　　�　この場合の役員各人別の報酬額の決定にあたっては、各人の役職・責務や在任年数等を勘案して決定してい

ますが、その基準等については、埼玉県ＪＡ役職員報酬給与等審議会に諮問をし、その答申を踏まえて決定し
ています。また、上記の支給する報酬総額の最高限度額もこの基準をもとに決定しています。

　　　□役員退任慰労金
　　　�　役員退任慰労金については、役員報酬に役員在職年数に応じた係数を乗じて得た額に特別に功労があったと

認められる者については功労金を加算して算定し、総会で経営管理委員、理事及び監事の別に各役員に支給す
る退任慰労金の総額の承認を受けた後、役員退任慰労金規程に基づき、経営管理委員については経営管理委員
会、理事については理事会、監事については監事の協議によって各人別の支給額と支給時期・方法を決定し、
その決定に基づき支給しています。

　　　　なお、この役員退任慰労金の支給に備えて公正妥当なる会計慣行に即して引当金を計上しています。

【職員等】
　　○対象職員等
　　　�　開示の対象となる報酬告示に規定されている「対象職員等（注１）」の範囲は、当会の職員であって、常勤

役員が受ける報酬等と同等額（注２）以上の報酬等を受ける者（注３）のうち、当会の業務及び財産の状況に
重要な影響を与える者をいいます。

　　　　なお、令和元年度において、対象職員等に該当する者はいません。
　　　（注１）対象職員等には、期中に退職した者も含めています。
　　　（注２）「同等額」は、令和元年度に当会の常勤役員に支払った報酬額等の平均額としています。
　　　（注３）令和元年度において当会の常勤役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等を受ける者はいません。

【その他】
　�　当会の対象役員及び対象職員等の報酬等の体系は、上記開示のとおり過度なリスクテイクを惹起するおそれのあ
る要素はありません。したがって、報酬告示のうち、「対象役員及び対象職員等の報酬等の体系とリスク管理の整
合性並びに対象役員及び対象職員等の報酬等と業績の連動に関する事項」その他「報酬等の体系に関し参考となる
べき事項」として、記載する内容はありません。

һの報ुମܥ
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˗自己資本比率の状況

　当会では、ଟ༷化するリスクに対応するととに、会員利用者のχーζに応えるため、財務基൫のڧ化を経営の
重要՝として取り組んでいます。
　内෦ཹ保のੵみ上͛にめるととに、会員ＪＡかΒのޙ配出資金डೖにΑる資本増ڧに取り組んͩ݁Ռ、令和２
年３月末における自己資本比率は、16�21ˋとなりました。

˗経営の݈શ性の確保と自己資本の充実

　当会の自己資本は会員かΒのී௨出資金の΄か、ޙ配出資金にΑりௐୡしています。
　なお、当会の自己資本比率は、運用資産の増Ճバーθルᶙ適用のӨڹ等かΒ下がࠐݟまれております。このこ
とかΒ、会員ＪＡに対する҆定的な収益・ػؐ元をܧଓするうえでલఏとなるे分な自己資本を確保するため、当
年度において、Ӭޙྼٱ債務期લห済金を原資とする会員ＪＡかΒのޙ配出資金のडೖにΑり、合計261ԯԁの自
己資本増ڧをਤりました。

ී௨出資金

項 　 　 目 内 　 　 容

ൃ行主体 信用農業協同組合連合会ݝۄ࡛

資本ௐୡ手ஈの種類 ී௨出資金

コア資本に係る基ૅ項目に算ೖした額 ５６５ԯԁ（લ年度５６５ԯԁ）

配出資金ޙ

項 　 　 目 内 　 　 容

ൃ行主体 信用農業協同組合連合会ݝۄ࡛

資本ௐୡ手ஈの種類 配出資金ޙ

コア資本に係る基ૅ項目に算ೖした額 １ ̌̌̕ԯԁ（લ年度８２８ԯԁ）

Ӭޙྼٱ債務

項 　 　 目 内 　 　 容

ൃ行主体 信用農業協同組合連合会ݝۄ࡛

資本ௐୡ手ஈの種類 Ӭޙྼٱ債務

コア資本に係る基ૅ項目に算ೖした額 ʵ　ԯԁ（લ年度２１̕ԯԁ）

　当会では、自己資本比率の算出にあたͬては、ʮ自己資本比率算出要ྖʯ及びʮ自己資本比率算出事務手ଓʯを制
定し、適正なプロηスにΑり正確な自己資本比率を算出しています。
　また、これに基づき、当会における信用リスクオペレーショナル・リスクに対応したे分な自己資本のҡ࣋に
めています。

自己資本の状況
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（単位：百万円）

項　　　　　　　　　　　　　　　　目
2018年度 2019年度

経ա措置に
Αるෆ算ೖ額

経ա措置に
Αるෆ算ೖ額

コア資本に係る基ૅ項目

ී௨出資又はඇྦྷੵ的Ӭٱ༏先出資に係る会員資本の額 193485 222828

うͪ、出資金及び資本४උ金の額 139440 165627

うͪ、࠶評価ੵཱ金の額 ʵ ʵ

うͪ、利益剰余金の額 56426 59856

うͪ、外෦ྲྀ出༧定額（˚） 2382 2655

うͪ、上記以外に該当するのの額 ʵ ʵ

コア資本に係る基ૅ項目の額に算ೖされる引当金の合計額 6996 6967

うͪ、一ൠ貸倒引当金及び૬ޓԉॿੵཱ金コア資本算ೖ額 6996 6967

うͪ、適֨引当金コア資本算ೖ額 ʵ ʵ

適֨چ資本ௐୡ手ஈの額のうͪ、経ա措置にΑりコア資本に係る基ૅ項目の
額にؚまれる額 21949 ʵ

ެ的ػ関にΑる資本の増ڧに関する措置を௨͡てൃ行された資本ௐୡ手ஈの
額のうͪ、経ա措置にΑりコア資本に係る基ૅ項目の額にؚまれる額 ʵ ʵ

地࠶評価額と࠶評価直લのா価֨のࠩ額の45ύーηントに૬当する額の
うͪ、経ա措置にΑりコア資本に係る基ૅ項目の額にؚまれる額 ʵ ʵ

コア資本に係る基ૅ項目の額� （イ） 222431 229796

コア資本に係るௐ項目

ແݻܗ定資産（Ϟーήージ・サービシング・ライπに係るのを除͘。）の額
の合計額 29 96

うͪ、のれんに係るのの額 ʵ ʵ

うͪ、のれん及びϞーήージ・サービシング・ライπに係るの以外の額 29 96

延੫金資産（一時ࠩҟに係るのを除͘。）の額܁ ʵ ʵ

適֨引当金ෆ額 ʵ ʵ

証券化取引にい増Ճした自己資本に૬当する額 ʵ ʵ

ෛ債の時価評価にΑり生͡た時価評価ࠩ額であͬて自己資本に算ೖされる額 ʵ ʵ

લ年金අ用の額 ʵ ʵ

自己保有ී௨出資等（純資産の෦に計上されるのを除͘。）の額 ʵ ʵ

ҙਤ的に保有している他の金融ػ関等の対資本ௐୡ手ஈの額 ʵ ʵ

গ数出資金融ػ関等の対ී௨出資等の額 ʵ ʵ

特定項目に係る10ύーηント基४ա額 ʵ ʵ

うͪ、その他金融ػ関等の対ී௨出資等に該当するのに関連するの
の額 ʵ ʵ

うͪ、Ϟーήージ・サービシング・ライπに係るແݻܗ定資産に関連する
のの額 ʵ ʵ

うͪ、܁延੫金資産（一時ࠩҟに係るのにݶる。）に関連するのの額 ʵ ʵ

 ߏ 資 ຊ の ݾ ࣗ
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（単位ɿඦສԁ）

項　　　　　　　　　　　　　　　　目
2018年度 2019年度

経ա措置に
Αるෆ算ೖ額

経ա措置に
Αるෆ算ೖ額

特定項目に係る15ύーηント基४ա額 ʵ ʵ

うͪ、その他金融ػ関等の対ී௨出資等に該当するのに関連するの
の額 ʵ ʵ

うͪ、Ϟーήージ・サービシング・ライπに係るແݻܗ定資産に関連する
のの額 ʵ ʵ

うͪ、܁延੫金資産（一時ࠩҟに係るのにݶる。）に関連するのの額 ʵ ʵ

コア資本に係るௐ項目の額� （ロ） 29 96

自己資本

自己資本の額（（イ）ʵ（ロ））� （ϋ） 222402 229700

リスク・アηοト等

信用リスク・アηοトの額の合計額 1372183 1401292

資産（オン・バランス）項目 1357418 1375520

うͪ、経ա措置にΑりリスク・アηοトの額に算ೖされる額の合計額 ʵ ʵ

うͪ、他の金融ػ関等の対資本ௐୡ手ஈに係るエクスポージャー
に係る経ա措置を用いて算出したリスク・アηοトの額かΒ経ա措
置を用いͣに算出したリスク・アηοトの額を߇除した額（˚）

ʵ ʵ

うͪ、上記以外に該当するのの額 ʵ ʵ

オϑ・バランス項目 14764 25772

$�7�"�リスク૬当額を8ύーηントで除して得た額 ʵ ʵ

中ԝਗ਼算ػ関関連エクスポージャーに係る信用リスク・アηοトの額 ʵ ʵ

オペレーショナル・リスク૬当額の合計額を8ύーηントで除して得た額 15058 15576

信用リスク・アηοトௐ額 ʵ ʵ

オペレーショナル・リスク૬当額ௐ額 ʵ ʵ

リスク・アηοト等の額の合計額� （χ）1387241 1416869

自己資本比率

自己資本比率（（ϋ）ʗ（χ）） 16�03� 16�21�

（注１）�農協法第�11�条の２第１項第１号の規定に基づく組合の経営の健全性を判断するための基準に係る算式に基づき算出
しています。なお、当会は国内基準を採用しています。

（注２）�当会は、信用リスク・アセット額の算出にあたっては標準的手法を、適格金融資産担保の適用については信用リスク
削減手法の簡便手法を、オペレーショナル・リスク相当額の算出にあたっては基礎的手法を採用しています。

　　　　�基礎的手法とは、１年間の粗利益に0.15を乗じた額の直近３年間の平均値によりオペレーショナル・リスク相当額を
算出する方法です。

　　　　�なお、１年間の粗利益は、経常利益から国債等債券売却益・償還益及びその他経常収益を控除し、役務取引等費用、
国債等債券売却損・償還損・償却、経費、その他経常費用及び金銭の信託運用見合費用を加算して算出しています。
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【信用リスクに対する所要自己資本の額及び区分毎の内訳】
（単位ɿඦສԁ）

2018年度 2019年度

信 用 リ ス ク・ ア η ο ト エクスポージャーの
期末残高

リスク・アηοト額
ａ

所要自己資本額
ｂʹａʷ４ˋ

エクスポージャーの
期末残高

リスク・アηοト額
ａ

所要自己資本額
ｂʹａʷ４ˋ

զ が ࠃ の 中 ԝ   及 び�
中 ԝ ۜ 行 向 け 311698 ʵ ʵ 306989 ʵ ʵ

զがࠃの地方ެஂڞ体向け 77182 ʵ ʵ 72522 ʵ ʵ

地方ެஂڞ体金融ߏػ向け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

զがࠃの関係ػ関向け 42101 ʵ ʵ 23049 200 8

地 方 ࡾ ެ 社 向 け 632 0 0 727 ʵ ʵ
金融ػ関及び第一種金融商品�
取 引 業 者 向 け 2468335 493027 19721 2357695 470831 18833

法 人 等 向 け 218492 132701 5308 255427 148972 5958

中小企業等向け及び個人向け 209 148 5 213 156 6

 当 権  ॅ  ロ ー ン 8 3 0 1 0 0

ෆ 動 産 取 得 等 事 業 向 け 97 97 3 92 92 3

ࡾ 月 以 上 延 滞 等 ʵ ʵ ʵ 84 ʵ ʵ

信用保証協会等にΑる保証 123 12 0 120 11 0

出 資 等 12302 12302 492 13026 13026 521
他 の 金 融 ػ 関 等 の
対  資 本 ௐ ୡ 手 ஈ 239526 598815 23952 243833 609583 24383

特定項目のうͪௐ項目に算ೖ�
さ れ な い  の 1050 2627 105 ʵ ʵ ʵ

リスク・ウェイトのみなし計算が�
適用されるエクスポージャー 304480 123307 4932 393616 146744 5869

う ͪ ル ο ク ス ル ー 方 ࣜ 304480 123307 4932 393616 146744 5869

う ͪ Ϛ ン デ ー ト 方 ࣜ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

う ͪ ֖ વ 性 方 ࣜ 250ˋ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

う ͪ ֖ વ 性 方 ࣜ 400ˋ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

うͪϑΥールバοク方ࣜ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

証 券 化 28938 5787 231 37074 7414 296
経ա措置にΑりリスク・アηοトの額に�
算 ೖ さ れ る 額 ʵ ʵ ʵ ʵ

他の金融ػ関等の対資本ௐୡ手ஈに�
係るエクスポージャーに係る経ա措置�
にΑりリスク・アηοトの額に算ೖされ�
な か ͬ た  の の 額（ ˚�）

ʵ ʵ ʵ ʵ

上 記 以 外 9008 3352 134 11245 4260 170
標 ४ 的 手 法 を 適 用 す る
エ ク ス ポ ー ジ ャ ー ผ 計 3714188 1372183 54887 3715661 1401292 56051

̘̫Ａリスク૬当額ʸ８ˋ ʵ ʵ ʵ ʵ
中 ԝ ਗ਼ 算 ػ 関 関 連
エ ク ス ポ ー ジ ャ ー ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

合計（信用リスク・アηοトの額） 3714188 1372183 54887 3715661 1401292 56051

オペレーショナル・リスク
に対する所要自己資本の額
� 基 ૅ 的 手 法 �

オペレーショナル・リスク
૬当額を8ˋで除して得た額

ａ
所要自己資本額
ｂʹａʷ４ˋ

オペレーショナル・リスク
૬当額を8ˋで除して得た額

ａ
所要自己資本額
ｂʹａʷ４ˋ

15058 602 15576 623

所 要 自 己 資 本 額
リスク・アηοト等	分）計

ａ
所要自己資本額
ｂʹａʷ４ˋ

リスク・アηοト等	分）計
ａ

所要自己資本額
ｂʹａʷ４ˋ

1387241 55489 1416869 56674

項ࣄ資ຊのॆ࣮ʹؔ͢Δݾࣗ
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（1）�ʮリスク・アηοト額ʯのཝには、信用リスク削減ޮՌ適用ޙのリスク・アηοト額を原エクスポージャーの種類ຖに
記載しています。

（2）�ʮエクスポージャーʯとは、リスクにさΒされている資産	オϑ・バランスをؚΉ
のことをいい、۩体的には貸出金
有価証券等が該当します。

（3）�ʮࡾ月以上延滞等ʯとは、元本又は利ଉのࢧが約定ࢧのཌかΒ３月以上延滞している債務者に係るエクスポー
ジャー及びʮ金融ػ関及び第一種金融商品取引業者向けʯ、ʮ法人等向けʯ等においてリスク・ウェイトが150ˋにな
ͬたエクスポージャーのことです。

（4）�ʮ出資等ʯとは、出資等エクスポージャー、重要な出資のエクスポージャーが該当します。
（5）�ʮ証券化ʯとは、原資産に係る信用リスクを༏先ྼߏޙのある２以上のエクスポージャーに֊化し、その一෦又は

શ෦を第ࡾ者にҠసする性࣭を有する取引のことです。
（6）�ʮ経ա措置にΑりリスク・アηοトの額に算ೖされる額ʯとは、他の金融ػ関等の対資本ௐୡ手ஈ、コア資本に係る

ௐ項目及び地࠶評価ࠩ額金に係る経ա措置にΑり、リスク・アηοトに算ೖしたのが該当します。
（7）�ʮ上記以外ʯには、ݱ金・外ࠃの中ԝ及び中ԝۜ行向け・ࡍࠃ決済ۜ行等向け・外ࠃの中ԝ等以外のެڞ෦

向け・ࡍࠃ開ൃۜ行向け・取ཱ未済手ܗ・未決済取引・その他の資産（ݻ定資産等）・間ਗ਼算ࢀՃ者向け・信用リス
ク削減手法として用いる保証又はクレジοト・デリバティブの໔責額がؚまれます。

（8）オペレーショナル・リスク૬当額算出にあたり、当会では基ૅ的手法を࠾用しています。

＜オペレーショナル・リスク相当額を８％で除して得た額の算出方法（基礎的手法）＞

　（粗利益（正の値の場合に限る）× 15％）の直近３年間の合計額　
　　÷ ８％

直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数
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◆リスク管理の方針及び手続の概要

　信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化等により、資産（オフ・バランス資産を含む）の価値が減少ないし
は消失し、金融機関が損失を被るリスクをいいます。当会では、信用リスクを、収益発生を意図し能動的に取得する
リスクの一つとして位置づけ、リスクマネジメントの基本方針等を定めて適切に管理しています。
　信用リスクポートフォリオのリスク量については、リスク統括部（審査関係）が計測し、リスク統括部（リスク統
括関係）が四半期毎にリスク管理委員会に報告しています。また、９月30日及び３月31日を基準日として資産の自
己査定を実施し、保有する信用リスクポートフォリオの適正な分析を通じて、回収不能・価値毀損の可能性を正しく
認識し、適切な償却・引当を実施することにより財務の健全性維持・確保を図っています。
　与信審査については、営業部署から独立したリスク統括部（審査関係）が、個別内部格付の決定、個別与信審査、
自己査定における第２次査定の実施を通じて、デフォルト等に伴う損失を最小限に抑え適正なリターンの確保を図っ
ています。

○当会における貸倒引当金の計上は、「資産の償却・引当要領」に基づき計上しています。
　・一般貸倒引当金
　�　自己査定における債務者区分が正常先及び要注意先に対する債権について、過去の貸倒実績率に基づき算出する
「将来発生が見込まれる損失」に係る貸倒引当金をいいます。
　・個別貸倒引当金
　�　自己査定における債務者区分が破綻懸念先、実質破綻先及び破綻先に対する債権等について、債務者毎に算出す
る「予想損失額」に係る個別の貸倒引当金をいいます。

◆標準的手法に関する事項

　当会では、自己資本比率算出に係る信用リスク・アセット額は告示に定める標準的手法により算出しており、資産
の額、オフ･バランス取引、派生商品取引及び長期決済取引に係る与信相当額、未決済取引の約定額を規定するエク
スポージャーに区分し、エクスポージャーに対応するリスク・ウェイトに従い信用リスク・アセット額を算出してい
ます。
　なお、信用リスク・アセットの算出におけるリスク・ウェイトの判定に当たり使用する格付等は次のとおりです。

(注 )「リスク・ウェイト」とは、当該資産を保有するために必要な自己資本額を算出するための掛目のことです。

信用リスクに関する事項

ᶃ�　リスク・ウェイトの判定に当たり用する֨は、以下の適֨֨ػ関にΑるґཔ֨のみ用し、
ඇґཔ֨は用しないこととしています。

適�֨ �֨ �ػ��関
会社֨資情報ηンλー（Ｒˍᶗ）ࣜג
所（Ｊ̘Ｒ）ڀݚ会社本֨ࣜג
Ϝーディーζ・インϕスλーζ・サービス・インク（̢̾̾ｄ͈�͂）
̨ˍ̥グローバル・レーティング（̨ˍ̥）
ϑィονレーティングスリϛテου（̛ｉ̓ｃｈ）

ᶄ��　リスク・ウェイトの判定に当たり用するエクスポージャーຖの適֨֨ػ関の֨又はカントリ
ー・リスク・スコアは以下のとおりです。

エクスポージャー 適�֨ �֨ �ػ��関 カントリーŋリスクŋスコア

中ԝ及び中ԝۜ行 �本��қ�保ݥ�

開ൃۜ行向けエクスポージャーࡍࠃ 3ˍ*、+$3、.PPEZ�T、
4�1、'JUDI

金融ػ関向けエクスポージャー �本��қ�保ݥ�

法人等向けエクスポージャー（長期） 3ˍ*、+$3、.PPEZ�T、
4�1、'JUDI

法人等向けエクスポージャー（期） 3ˍ*、+$3、.PPEZ�T、
4�1、'JUDI
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（単位：百万円）
2018年度 2019年度

信用リスクに
関するエクス
ポージャーの
残高

月以上延滞ࡾ
エクスポー
ジャー

信用リスクに
関するエクス
ポージャーの

残高

月以上延滞ࡾ
エクスポー
ジャーうͪ貸出金等 うͪ債券 うͪ店頭

デリバティブ うͪ貸出金等 うͪ債券 うͪ店頭�
デリバティブ

ࠃ 　 内 3320746 363216 440839 ʵ ʵ 3215934 448629 417438 ʵ 84

ࠃ 　 外 60022 ʵ 60022 ʵ ʵ 69036 ʵ 69036 ʵ ʵ

地 域 ผ 残 高 計 3380769 363216 500862 ʵ ʵ 3284970 448629 486474 ʵ 84

法

人

農 業 1953 1953 ʵ ʵ ʵ 2096 2096 ʵ ʵ ʵ

ྛ 業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ਫ 産 業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

  業 60138 35772 19331 ʵ ʵ 72965 44104 23235 ʵ 59

߭ 業 3110 3110 ʵ ʵ ʵ 2760 2760 ʵ ʵ ʵ

ઃ・ෆ動産業ݐ 15235 13499 1302 ʵ ʵ 14123 12341 1302 ʵ ʵ
・Ψス・ؾి
څڙ・ਫಓ業 5709 1000 4709 ʵ ʵ 5709 1000 4709 ʵ ʵ

運༌・௨信業 67298 22779 43302 ʵ ʵ 50256 24234 24651 ʵ ʵ

金融・保ݥ業 2740612 163229 76742 ʵ ʵ 2643572 221293 90368 ʵ ʵ
Էച・小ച・ҿ৯・
サービス業 87796 78913 8121 ʵ ʵ 102723 92840 9122 ʵ 24
本ࠃ・
地方ެஂڞ体 389643 42290 347352 ʵ ʵ 380395 47310 333084 ʵ ʵ

上 記 以 外 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

個 　 人 666 666 ʵ ʵ ʵ 648 648 ʵ ʵ ʵ

そ の 他 8604 ʵ ʵ ʵ ʵ 9718 ʵ ʵ ʵ ʵ

業 種 ผ 残 高 計 3380769 363216 500862 ʵ ʵ 3284970 448629 486474 ʵ 84

1年以下 2408604 26768 64173 ʵ 2230560 15009 46536 ʵ

1年3年以下 122093 41180 80913 ʵ 176774 73333 103440 ʵ

3年5年以下 250925 80402 170522 ʵ 215926 88804 127121 ʵ

5年7年以下 98239 54554 43684 ʵ 103051 66083 36968 ʵ

7年10年以下 78642 36479 42163 ʵ 70007 25643 44363 ʵ

10年 157555 58149 99405 ʵ 187224 59179 128044 ʵ
期ݶの定めの
ないの 264709 65681 ʵ ʵ 301426 120574 ʵ ʵ

残ଘ期間ผ残高計 3380769 363216 500862 ʵ 3284970 448629 486474 ʵ

ฏ ۉ 残 高 計 3398161 298944 509950 ʵ 3404738 418691 484472 ʵ

（１）�信用リスクに関するエクスポージャーの残高には、資産（自己資本߇除となるの、リスク・ウェイトのみなし計算
が適用されるエクスポージャーに該当するの、証券化エクスポージャーに該当するのを除͘）ฒびにオϑŋバラン
ス取引及び派生商品取引の༩信૬当額をؚみます。

（２）�ʮうͪ貸出金等ʯには、貸出金の΄か、コϛοトϝント及びその他のデリバティブ以外のオϑ・バランスシート・エ
クスポージャーをؚんでいます。なお、コϛοトϝントとは、契約した期間・融資のൣғ内で、お٬༷のごٻに
基づき、金融ػ関が融資を実行することを約ଋする契約における融資Մ残額のことです。

（３）ʮ店頭デリバティブʯとは、スϫοプ等の金融派生商品のうͪ૬対で行Θれる取引をいいます。�
（４）�ʮࡾ月以上延滞エクスポージャーʯには、元本又は利ଉのࢧが約定ࢧのཌかΒ３月以上延滞しているエクス

ポージャーが該当します。

৴༻ϦεΫʹؔ͢ΔΤΫεϙージϟー（Ҭผɺ業छผɺଘؒظผ）ٴͼ݄ࡾҎ্ԆΤΫεϙージϟーのظߴ
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【 貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額 】　
（単位：百万円）

2018年度 2019年度

期ट残高 期中増Ճ額

期中減গ額

期末残高 期ट残高 期中増Ճ額

期中減গ額

期末残高
目的用 その他 目的用 その他

一ൠ貸倒引当金 887 1200 887 1200 1200 1040 1200 1040

個ผ貸倒引当金 451 495 2 449 495 495 689 ʵ 495 689

【 業種別の個別貸倒引当金の期末残高・期中増減額及び貸出金償却の額 】
（単位：百万円）

2018年度 2019年度

個ผ貸倒引当金

貸出金�
償　却

個ผ貸倒引当金

貸出金�
償　却期ट

残高
期　中
増Ճ額

期中減গ額
期末
残高

期ट
残高

期　中
増Ճ額

期中減গ額
期末
残高目的用 その他 目的用 その他

ࠃ 　 内 451 495 2 449 495 495 689 ʵ 495 689

ࠃ 　 外 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

地 域 ผ 計 451 495 2 449 495 495 689 ʵ 495 689

法

人

農 業 ʵ 26 ʵ ʵ 26 ʵ 26 32 ʵ 26 32 ʵ

ྛ 業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ਫ 産 業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

  業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 59 ʵ ʵ 59 ʵ

߭ 業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ઃ・ෆ動産業ݐ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

・Ψス・ؾి
څڙ・ਫಓ業 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

運༌・௨信業 349 345 ʵ 349 345 ʵ 345 351 ʵ 345 351 ʵ

金融・保ݥ業 16 14 ʵ 16 14 ʵ 14 11 ʵ 14 11 ʵ

Էച・小ച・ҿ৯・
サービス業 84 108 2 82 108 ʵ 108 233 ʵ 108 233 ʵ

上 記 以 外 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

個 　 人 1 ʵ ʵ 1 ʵ ʵ ʵ 0 ʵ ʵ 0 ʵ

業 種 ผ 計 451 495 2 449 495 ʵ 495 689 ʵ 495 689 ʵ

（注1）一般貸倒引当金については業種別の算定を行っていないため、個別貸倒引当金のみ記載しています。

ି引当ۚのظٴߴͼظத૿ֹݮ
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（単位：百万円）

2018年度 2019年度

֨あり ֨なし 計 ֨あり ֨なし 計

信
用
リ
ス
ク
削
減
ޮ
Ռ
צ
案
ޙ
残
高

0� ʵ 439058 439058 ʵ 410446 410446

2� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

4� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

10� ʵ 123 123 ʵ 2119 2119

20� 23432 2467159 2490592 33327 2356168 2389495

35� ʵ 8 8 ʵ 1 1

50� 132705 ʵ 132705 157786 24 157811

75� ʵ 198 198 ʵ 208 208

100� 38767 38738 77505 38459 42594 81054

150� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

200� ʵ ʵ ʵ

250� ʵ 240576 240576 ʵ 243833 243833

その他 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

1250� ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

合　計 194905 3185864 3380769 229573 3055397 3284970

（１）�信用リスクに関するエクスポージャーの残高には、資産（自己資本߇除となるの、リスク・ウェイトのみなし計算
が適用されるエクスポージャーに該当するの、証券化エクスポージャーに該当するのを除͘）ฒびにオϑŋバラン
ス取引及び派生商品取引の༩信૬当額をؚみます。

（２）�ʮ֨ありʯには、エクスポージャーのリスク・ウェイト判定において֨を用しているの、ʮ֨なしʯに
は、エクスポージャーのリスク・ウェイト判定において֨を用していないのを記載しています。

　　　　　なお、֨は適֨֨ػ関にΑるґཔ֨のみ用しています。
（３）�経ա措置にΑͬてリスク・ウェイトをมߋしたエクスポージャーについては、経ա措置適用ޙのリスク・ウェイトに

Αͬてू計しています。また、経ա措置にΑͬてリスク・アηοトを算ೖしたのについてू計の対としていま
す。

（４）�1250ˋには、ඇ同時決済取引に係るの、信用リスク削減手法として用いる保証又はクレジοト・デリバティブの໔
責額に係るの、重要な出資に係るエクスポージャーなͲリスク・ウェイト1250ˋを適用したエクスポージャーがあ
ります。

৴༻ϦεΫޮݮՌצҊޙのٴߴͼϦεΫɾΣΠτ12��ˋΛద༻͢Δߴ
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◆信用リスク削減手法に関するリスク管理の方針及び手続の概要

　「信用リスク削減手法」とは、自己資本比率算出における信用リスク・アセット額の算出において、エクスポージャー
に対して一定の要件を満たす担保や保証等が設定されている場合に、エクスポージャーのリスク・ウェイトに代え、
担保や保証人に対するリスク・ウェイトを適用するなど信用リスク・アセット額を軽減する方法です。
　当会では、信用リスク削減手法を「自己資本比率算出要領」にて定めています。
　信用リスク削減手法として、「１．適格金融資産担保」、「２．保証」、「３．貸出金と当会貯金の相殺」を適用しています。

信用リスク削減手法に関する事項

̍ɽద֨ۚ༥資࢈୲อ

　�　適֨金融資産୲保取引とは、エクスポージャーの信用リスクのશ෦又は一෦が、取引૬手又は取
引૬手のために第ࡾ者がఏڙする適֨金融資産୲保にΑͬて削減されている取引をいいます。
　　当会では、適֨金融資産୲保取引について信用リスク削減手法の؆ศ手法を用いています。

̎ɽอ　ূ

　�　保証については、ඃ保証債権の債務者Αりいリスク・ウェイトが適用される中ԝ等、զが
෦ڞの中ԝ以外のެࠃ関、外ػの関係ࠃզが、ߏػ体金融ஂڞ体、地方ެஂڞの地方ެࠃ
、ࡍࠃ開ൃۜ行、及び金融ػ関又は第一種金融商品取引業者、これΒ以外の主体で長期֨を༩
しているのを適֨保証人とし、エクスポージャーのうͪ適֨保証人に保証されたඃ保証෦分につい
て、ඃ保証債権のリスク・ウェイトに代えて、保証人のリスク・ウェイトを適用しています。
　�　たͩし、証券化エクスポージャーについては、これΒ以外の主体で保証ఏڙ時に長期֨がＡʵ又
はＡ３以上で、算定基४に長期֨が̗̗̗ʵ又は̗ａａ３以上の֨を༩しているのを適֨
保証人とし、エクスポージャーのうͪ適֨保証人に保証されたඃ保証෦分について、ඃ保証債権のリ
スク・ウェイトに代えて、保証人のリスクŋウェイトを適用しています。

̏ɽିग़ۚと当会ஷۚの૬ࡴ

　�　貸出金と当会貯金の૬ࡴについては、（１）取引૬手の債務ա、破産手ଓ開࢝の決定その他これ
Βに類する事༝にかかΘΒͣ、貸出金と当会貯金の૬ࡴが法的に有ޮであることを示すे分なࠜڌを
有していること、（２）同一の取引૬手との間で૬ࡴ契約下にある貸出金と当会貯金をいͣれの時
において特定することができること、（３）当会貯金がܧଓされないリスクが、監ࢹ及び管理され
ていること、（４）貸出金と当会貯金の૬ޙࡴの額が、監ࢹ及び管理されていること、の条件をす
て満たす合に、૬ࡴ契約下にある貸出金と当会貯金の૬ޙࡴの額を信用リスク削減手法適用ޙのエ
クスポージャー額としています。

˞�୲保に関する評価及び管理方法は、一定のルールのと定期的に୲保確ೝ及び評価のݟ
直しを行ͬています。なお、主要な୲保の種類は当会貯金です。
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（単位：百万円）

2018年度 2019年度

適 ֨ 金 融
資 産 ୲ 保 保 　 証 クレジοト・

デリバティブ
適 ֨ 金 融
資 産 ୲ 保 保 　 証 クレジοト・

デリバティブ

地方ެஂڞ体金融ߏػ向け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

զがࠃの関係ػ関向け ʵ 42101 ʵ ʵ 21049 ʵ

地 方 ࡾ ެ 社 向 け ʵ 632 ʵ ʵ 727 ʵ

金 融 ػ 関及び第一種
金融商品取引業者向け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

法 人 等 向 け 15 46 ʵ 15 51 ʵ

中 小 企 業 等 向 け
及 び 個 人 向 け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

当権ॅローン ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ෆ動産取得等事業向け ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ࡾ 月 以 上 延 滞 等 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

証 券 化 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

中 ԝ ਗ਼ 算 ػ 関 関 連 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

上 記 以 外 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

合 　 計 15 42779 ʵ 15 21828 ʵ

（注１）�「エクスポージャー」とは、リスクにさらされている資産（オフ・バランスを含む）のことをいい、具体的には貸出
金や有価証券等が該当します。

（注２）�「三月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３月以上延滞している債務者に係るエクス
ポージャー及び「金融機関及び第一種金融商品取引業者向け」、「法人等向け」等においてリスク・ウェイトが
150％になったエクスポージャーのことです。

（注３）�「証券化」とは、原資産に係る信用リスクを優先劣後構造のある二以上のエクスポージャーに階層化し、その一部又
は全部を第三者に移転する性質を有する取引のことです。

（注４）�「上記以外」には、現金・外国の中央政府及び中央銀行向け・国際決済銀行等向け・外国の中央政府等以外の公共部
門向け・国際開発銀行向け・取立未済手形・未決済取引・その他の資産（固定資産等）等が含まれます。

（注５）�「クレジット・デリバティブ」とは、第三者（参照組織）の信用リスクを対象に、信用リスクを回避したい者（プロ
テクションの買い手）と信用リスクを取得したい者（プロテクションの売り手）との間で契約を結び、参照組織に信
用事由（延滞・破産など）が発生した場合にプロテクションの買い手が売り手から契約に基づく一定金額を受領する
取引をいいます。

৴༻ϦεΫݮख法͕ద༻͞ΕͨΤΫεϙージϟーのֹ
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◆派生商品取引及び長期決済期間取引の取引相手のリスクに関するリスク管理の方針及び手続の概要

　「派生商品取引」とは、その価格（現在価値）が他の証券・商品（原資産）の価格に依存して決定される金融商品（先
物、オプション、スワップ等）に係る取引です。
　「長期決済期間取引」とは、有価証券等の受渡し又は決済を行う取引であって、約定日から受渡日（決済日）まで
の期間が５営業日又は市場慣行による期間を超えることが約定され、反対取引に先立って取引相手に対して有価証券
等の引渡し又は資金の支払いを行う取引です。
　当会では、派生商品取引及び長期決済期間取引に関しては、お客様を対象とした取引を実施していないことから当
商品に関わるリスク管理の方針及び手続は管理していません。

2018年度 2019年度

༩信૬当額の算出に用いる方ࣜ カレント・エクスポージャー方ࣜ カレント・エクスポージャー方ࣜ

2018年度� （単位：百万円）

グロスߏ࠶ங
コストの額

信用リスク削減
ޮՌצ案લの
༩ 信 ૬ 当 額

୲　　　　　　　　　保
信用リスク削減
ޮՌצ案ޙの
༩ 信 ૬ 当 額ݱ金・当会貯金 債 券 そ の 他

ᾇ外ࠃ��為�替�関�連�取�引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾈ金　利　関　連　取　引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾉ金　� 関�　連�　取�　引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾊג　ࣜ　関　連　取　引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾋو金ଐ（金を除͘）関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾌその他コϞディティ関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾍクレジοト・デリバティブ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

派 生 商 品 合 計 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

長 期 決 済 期 間 取 引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

一ׅਗ਼算ωοティング契約に
Αる༩信૬当額削減ޮՌ	˛
 ʵ ʵ

合 計 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

派生商品取引及び長期決済期間取引のリスクに関する事項

ੜऔ引ٴͼؒظࡁܾظऔ引の内༁
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2019年度� （単位：百万円）

グロスߏ࠶ங
コストの額

信用リスク削減
ޮՌצ案લの
༩ 信 ૬ 当 額

୲　　　　　　　　　保
信用リスク削減
ޮՌצ案ޙの
༩ 信 ૬ 当 額ݱ金・当会貯金 債 券 そ の 他

ᾇ外ࠃ��為�替�関�連�取�引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾈ金　利　関　連　取　引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾉ金　� 関�　連�　取�　引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾊג　ࣜ　関　連　取　引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾋو金ଐ（金を除͘）関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾌその他コϞディティ関連取引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ᾍクレジοト・デリバティブ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

派 生 商 品 合 計 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

長 期 決 済 期 間 取 引 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

一ׅਗ਼算ωοティング契約に
Αる༩信૬当額削減ޮՌ	˛
 ʵ ʵ

合 計 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

（注１）�「カレント・エクスポージャー方式」とは、派生商品取引及び長期決済期間取引の与信相当額を算出する方
法の一つです。再構築コストと想定元本に一定の掛目を乗じて得た額の合計で与信相当額を算出します。

　　　　�なお、「再構築コスト」とは、同一の取引を市場で再度構築するのに必要となるコスト（ただし０を下回ら
ない）をいいます。

（注２）�「クレジット・デリバティブ」とは、第三者（参照組織）の信用リスクを対象に、信用リスクを回避したい
者（プロテクションの買い手）と信用リスクを取得したい者（プロテクションの売り手）との間で契約を結
び、参照組織に信用事由（延滞・破産など）が発生した場合にプロテクションの買い手が売り手から契約に
基づく一定金額を受領する取引をいいます。

（注３）�「想定元本」とは、デリバティブ取引において価格決定のために利用される名目上の元本のことをいいま
す。オン・バランスの元本と区別して「想定元本」と呼ばれています。

　該当する取引はありまͤん。

　該当する取引はありまͤん。

༩৴૬当ֹࢉग़のରとͳΔΫϨジοτɾσϦόςΟϒ

৴༻ϦεΫݮख法のޮՌΛצҊ͢ΔͨΊʹ༻͍͍ͯΔΫϨジοτɾσϦόςΟϒ
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˗リスク管理の方針及びリスク特性の概要

　ʮ証券化エクスポージャーʯとは、原資産に係る信用リスクを༏先ྼߏޙの関係にある２以上のエクスポージャー
に֊化し、その一෦又はશ෦を第ࡾ者にҠసする性࣭を有する取引に係るエクスポージャーのことです。
　ʮ࠶証券化エクスポージャーʯとは、証券化取引のうͪ、原資産の一෦又はશ෦が証券化エクスポージャーである
取引に係るエクスポージャーのことです。
　当会は資Ոとして、ཪ資産の状況・ύϑΥーϚンス、資商品に内แされるリスクߏ上の特性等を分ੳす
るととに、信用補措置とྼޙ比率のਫ४なͲの確ೝ及び評価等を行い、ซͤて、外෦֨に係るݕ証の݁Ռのଥ
当性について確ೝのうえ、資を行ͬています。

˗体制のඋ及びその運用状況の概要

　当会では、ϑロント෦ॺ（資金証券෦・業務෦）、৹査୲当෦ॺ（リスク౷ׅ෦৹査関係）、Ϟχλリング෦ॺ（リ
スク౷ׅ෦リスク౷ׅ関係）が連ܞした体制のと、৽規資の決定ฒびに外෦֨のมભཪ資産のύϑΥーϚ
ンスなͲ信用リスクのม化等に係るϞχλリングを行ͬています。
　また、Ａ̡̢委員会において資方針の協ٞを行い、リスク管理委員会において৽規スΩーϜの協ٞととに、Ϟ
χλリング݁Ռについてのレビϡー報ࠂをडけ、保有・処理方針のݟ直しに係る協ٞを行ͬています。

˗信用リスク・アηοトの額算出方法の名称

　証券化エクスポージャーに係る信用リスク・アηοトの額の算出については、外෦֨४ڌ方ࣜ、標४的手法४ڌ
方ࣜを࠾用しており、いͣれに該当しない合は 1250ˋのリスク・ウェイトを適用しています。

˗証券化取引に関する会計方針

　証券化取引については、ʮ金融商品に係る会計基४ʯ及びʮ金融商品会計に関する実務指針ʯに基づき会計処理を行ͬ
ています。

˗証券化エクスポージャーの種類ຖのリスク・ウェイトの判定に用する適֨֨ػ関の名称

˗内෦評価方ࣜの概要

　当会は内෦֨手法を࠾用していないため該当しまͤん。

証券化エクスポージャーに関する事項

　証券化エクスポージャーのリスク・ウェイト判定に当たり用する֨は、以下の適֨֨ػ関にΑ
る所定の要件を満たしたґཔ֨のみ用し、ඇґཔ֨は用しないこととしています。

適�֨ �֨ �ػ��関

会社֨資情報ηンλー（Ｒˍᶗ）ࣜג

所（Ｊ̘Ｒ）ڀݚ会社本֨ࣜג

Ϝーディーζ・インϕスλーζ・サービス・インク（̢̾̾ｄ͈�͂）

̨ˍ̥グローバル・レーティング（̨ˍ̥）

ϑィονレーティングスリϛテου（̛ｉ̓ｃｈ）
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　該当する取引はありません。

【 保有する証券化エクスポージャーの額 】
（単位：百万円）

2018年度 2019年度

証 券 化 エ ク
スポージャー

証券化エク࠶
スポージャー

証 券 化 エ ク
スポージャー

証券化エク࠶
スポージャー

オン・バランス

クレジοトカーυ༩信 3139 ʵ 1393 ʵ

ॅ  ロ ー ン 9676 ʵ 13924 ʵ

自 動 ं ロ ー ン 12710 ʵ 16645 ʵ

そ の 他 3411 ʵ 5110 ʵ

合 　 　 計 28938 ʵ 37074 ʵ

オϑ・バランス

クレジοトカーυ༩信 ʵ ʵ ʵ ʵ

ॅ  ロ ー ン ʵ ʵ ʵ ʵ

自 動 ं ロ ー ン ʵ ʵ ʵ ʵ

そ の 他 ʵ ʵ ʵ ʵ

合 　 　 計 ʵ ʵ ʵ ʵ

（）�証券化エクスポージャーは࠶証券化エクスポージャーを除いて記載し、証券化エクスポージャーと࠶証券化エクスポー
ジャーを۠ผして記載しています。

　当会͕ΦϦジωーλーͰ͋Δ߹ʹ͓͚Δ৴༻ϦεΫɾΞηοτのࢉग़
　ରとͳΔূ݊ԽΤΫεϙージϟーʹؔ͢Δࣄ項

　当会͕資ՈͰ͋Δ߹ʹ͓͚Δ৴༻ϦεΫɾΞηοτのࢉग़ରとͳΔ
　ূ݊ԽΤΫεϙージϟーʹؔ͢Δࣄ項
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【リスク・ウェイト区分毎の残高及び所要自己資本の額】

2018年度� （単位：百万円）
証券化エクスポージャー 証券化エクスポージャー࠶

リスク・ウェイト۠ 分 残高 所要自己資本額 リスク・ウェイト۠ 分 残高 所要自己資本額

オン・バランス

����̌ �̀ʙ����15ˋ未満 ʵ ʵ

オン・バランス

����̌ �̀ʙ��100ˋ未満 ʵ ʵ
��15 �̀ʙ����50ˋ未満 28938 5787 100 �̀ʙ��250ˋ未満 ʵ ʵ
��50 �̀ʙ��100ˋ未満 ʵ ʵ 250 �̀ʙ��400ˋ未満 ʵ ʵ
100 �̀ʙ��250ˋ未満 ʵ ʵ 400 �̀ʙ1250ˋ未満 ʵ ʵ
250 �̀ʙ��400ˋ未満 ʵ ʵ 1250� ʵ ʵ
400 �̀ʙ1250ˋ未満 ʵ ʵ

1250� ʵ ʵ
合 　 計 28938 5787 合 　 計 ʵ ʵ

オϑ・バランス

����̌ �̀ʙ����15ˋ未満 ʵ ʵ

オϑ・バランス

����̌ �̀ʙ��100ˋ未満 ʵ ʵ
��15 �̀ʙ����50ˋ未満 ʵ ʵ 100 �̀ʙ��250ˋ未満 ʵ ʵ
��50 �̀ʙ��100ˋ未満 ʵ ʵ 250 �̀ʙ��400ˋ未満 ʵ ʵ
100 �̀ʙ��250ˋ未満 ʵ ʵ 400 �̀ʙ1250ˋ未満 ʵ ʵ
250 �̀ʙ��400ˋ未満 ʵ ʵ 1250� ʵ ʵ
400 �̀ʙ1250ˋ未満 ʵ ʵ

1250� ʵ ʵ
合 　 計 ʵ ʵ 合 　 計 ʵ ʵ

2019年度� （単位：百万円）
証券化エクスポージャー 証券化エクスポージャー࠶

リスク・ウェイト۠ 分 残高 所要自己資本額 リスク・ウェイト۠ 分 残高 所要自己資本額

オン・バランス

����̌ �̀ʙ����15ˋ未満 ʵ ʵ

オン・バランス

����̌ �̀�ʙ��100ˋ未満 ʵ ʵ
��15 �̀ʙ����50ˋ未満 37074 296 100 �̀ʙ��250ˋ未満 ʵ ʵ
��50 �̀ʙ��100ˋ未満 ʵ ʵ 250 �̀ʙ��400ˋ未満 ʵ ʵ
100 �̀ʙ��250ˋ未満 ʵ ʵ 400 �̀ʙ1250ˋ未満 ʵ ʵ
250 �̀ʙ��400ˋ未満 ʵ ʵ 1250� ʵ ʵ
400 �̀ʙ1250ˋ未満 ʵ ʵ

1250� ʵ ʵ
合 　 計 37074 296 合 　 計 ʵ ʵ

オϑ・バランス

����̌ �̀ʙ����15ˋ未満 ʵ ʵ

オϑ・バランス

����̌ �̀ʙ��100ˋ未満 ʵ ʵ
��15 �̀ʙ����50ˋ未満 ʵ ʵ 100 �̀ʙ��250ˋ未満 ʵ ʵ
��50 �̀ʙ��100ˋ未満 ʵ ʵ 250 �̀ʙ��400ˋ未満 ʵ ʵ
100 �̀ʙ��250ˋ未満 ʵ ʵ 400 �̀ʙ1250ˋ未満 ʵ ʵ
250 �̀ʙ��400ˋ未満 ʵ ʵ 1250� ʵ ʵ
400 �̀ʙ1250ˋ未満 ʵ ʵ

1250� ʵ ʵ
合 　 計 ʵ ʵ 合 　 計 ʵ ʵ

（注1）�証券化エクスポージャーは再証券化エクスポージャーを除いて記載し、証券化エクスポージャーと再証券化エクスポー
ジャーを区別して記載しています。

【  自己資本比率告示第 224 条並びに第 224 条の４第１項第１号及び第２号の規定によりリスク・ウェ
イト 1250％を適用した証券化エクスポージャーの額 】

　該当する取引はありません。

【  保有する再証券化エクスポージャーに対する信用リスク削減手法の適用の有無及び保証人に適用さ
れるリスク・ウェイトの区分毎の内訳 】

　該当する取引はありません。
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◆オペレーショナル・リスク相当額の算出に使用する手法の名称

　当会では、自己資本比率算出におけるオペレーショナル・リスク相当額の算出にあたり、「基礎的手法」(※ ) を採
用しています。

◆出資その他これに類するエクスポージャーに関するリスク管理の方針及び手続の概要

　「出資その他これに類するエクスポージャー」とは、貸借対照表上の有価証券勘定及び外部出資勘定の株式又は出
資として計上されているものです。
　当会では、出資その他これに類するエクスポージャーに関して�、「１．系統及び系統外出資」、「２．子会社等出資」
に区分し、有価証券勘定は、「３．株式」として管理しています。

オペレーショナル・リスクに関する事項

出資その他これに類するエクスポージャーに関する事項

˞基ૅ的手法
　基ૅ的手法とは、１年間のૈ利益に0�15を͡た額の直近３年間のฏۉ値にΑりオペレーショナ
ル・リスク૬当額を算出する方法です。
　なお、１年間のૈ利益は、経常利益かΒࠃ債等債券ച却益・償ؐ益及びその他経常収益を߇除し、役
務取引等අ用、ࠃ債等債券ച却損・償ؐ損・償却、経අ、その他経常අ用及び金銭の信託運用ݟ合අ用
をՃ算して算出します。

̍ɽܥ౷ٴͼܥ౷֎ग़資
　�　系౷出資については、経営状況を確ೝし、その有ޮ性をݕ証するととに、出資ޙは会員としての
総会等へのࢀըを௨͡た経営概況の監ಜにՃえ、常的な協ٞを௨͡た財務݈શ化をٻめており、系
౷外出資について、資産の自己査定にΑり諸引当金の適正な計上をਤͬています。

̎ɽࢠ会ࣾग़資
をਤることܞ会社等出資については、Αりޮ率的な当会の事業運営を目的に、経営上ີな連ࢠ　�　
が適当と判அされる先のࣜגを保有しています。これΒの会社の経営については、ࢠ会社等に対する
管理の適正化をਤることを目的に制定したʮࢠ会社管理規ఔʯに基づき、適切な業況Ѳにめてい
ます。

̏ɽג　ࣜ
　�　運用としてのࣜגについては、保有目的۠分をʮその他有価証券ʯに۠分し、中長期的な運用目的
で保有するのであり、適切なࢢリスクのѲ及びコントロールにめています。۩体的には、
ʮࢢ関連リスク管理要ྖʯに基づき、ࢢ動向経済ݟ௨しなͲの資ڥ分ੳ及びポートϑΥリ
オの状況なͲをྀߟし、理事会でݶ度額等年間の運用方針を定めるととに、経営でߏ成するＡ̡
̢委員会を定期的に開࠵して、۩体的な運用方法を決定しています。また、定期的に評価損益等の状
況をリスク管理委員会に報ࠂしています。

　�　なお、これΒの出資その他これに類するエクスポージャーの評価等については、一ൠにެ正ଥ当と
ೝめΒれる会計基४に則り適正に記・計算のうえ処理し、ʮ１ɽ系౷及び系౷外出資ʯ及びʮ２ɽ
、会社等出資ʯについては、取得原価を記載しᆝ損の状況に応͡てʮ外෦出資等損失引当金ʯをࢠ
ʮ３ɽࣜגʯについては、時価評価を行ͬたうえで取得原価との評価ࠩ額についてʮその他有価証券
評価ࠩ額金ʯを貸借対照表に計上しています。
　　また、評価方法等重要な会計方針のมߋ等があれ、記表にそのࢫ記載することとしています。
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（単位：百万円）

2018年度 2019年度

貸借対照表計上額 時価評価額 貸借対照表計上額 時価評価額

上 　  12242 12242 11692 11692

ඇ 上  162168 162168 162168 162168

合 　 計 174410 174410 173861 173861

（注）「時価評価額」は、時価のあるものは時価、時価のないものは貸借対照表計上額の合計額です。

（単位：百万円）

2018年度 2019年度

ച 却 益 ച 却 損 償 却 額 ച 却 益 ച 却 損 償 却 額

72 27 ʵ ʵ 44 ʵ

（保有目的区分をその他有価証券としている株式・出資の評価損益等）
（単位：百万円）

2018年度 2019年度

評 価 益 評 価 損 評 価 益 評 価 損

4079 70 3522 785

（子会社・関連会社株式の評価損益等）
（単位：百万円）

2018年度 2019年度

評 価 益 評 価 損 評 価 益 評 価 損

ʵ ʵ ʵ ʵ

ग़資ͦのଞ͜Εʹྨ͢ΔΤΫεϙージϟーのିआରরදٴ্ֹܭͼ࣌Ձ

ग़資ͦのଞ͜Εʹྨ͢ΔΤΫεϙージϟーのചٴ٫ͼঈ٫ʹ͏ଛӹ

ିआରরදͰೝࣝ͞ΕଛӹࢉܭॻͰೝࣝ͞Εͳ͍ධՁଛӹのֹ

ିआରরදٴͼଛӹࢉܭॻͰೝࣝ͞Εͳ͍ධՁଛӹのֹ
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◆信用リスク・アセット算出に係るリスク・ウェイトのみなし計算について

　リスク・ウェイトのみなし計算とは、自己資本比率告示第４７条の５に定める、保有エクスポージャーに係る信用
リスク・アセット算出に用いる手法をいい、エクスポージャーの裏付けとなる資産に関する情報等の要件により、そ
れぞれ算出方式が定められています。
　リスク・ウェイトのみなし計算に係る算出方式毎のエクスポージャー内訳は以下のとおりです。

　　　（単位ɿඦສԁ）
2018年度 2019年度

ルοクスルー方ࣜを適用するエクスポージャー 304480 393616

Ϛンデート方ࣜを適用するエクスポージャー ʵ ʵ

֖વ性方ࣜ（250ˋ）を適用するエクスポージャー ʵ ʵ

֖વ性方ࣜ（400ˋ）を適用するエクスポージャー ʵ ʵ

ϑΥールバοク方ࣜ（1250ˋ）を適用するエクスポージャー ʵ ʵ

（注１）�「ルックスルー方式」とは、みなし計算を適用するエクスポージャーを構成する個々の資産の信用リスク・アセット
の額の総額をもって、当該みなし計算を適用するエクスポージャーの信用リスク・アセットの額を計算する方式をい
います。

（注２）�「マンデート方式」とは、みなし計算を適用するエクスポージャーを構成する資産の運用状況が明らかな場合、その
資産運用基準に基づいて最もリスク・アセットが大きくなる資産構成を想定し、当該資産構成となった場合の信用リ
スク・アセットの額を当該みなし計算を適用するエクスポージャーの信用リスク・アセットの額とする方式をいいま
す。

（注３）�「蓋然性方式」とは、「ルックスルー方式」及び「マンデート方式」が適用できない場合、保有エクスポージャーの
リスク・ウェイトについて、250％以下又は400％以下である蓋然性が高いことを疎明した場合に、リスク・ウェイ
トを250％又は400％とすることができる方式をいいます。

（注４）�「フォールバック方式」とは、「ルックスルー方式」、「マンデート方式」及び「蓋然性方式」が適用できない場
合、保有エクスポージャーに1250％のリスク・ウェイトを適用して信用リスク・アセットの額を算出する方式をいい
ます。

リスク・ウェイトのみなし計算が適用されるエクスポージャーに関する事項
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◆リスク管理の方針及び手続の概要

　「金利リスク」とは、金融機関の保有する資産・負債のうち、市場金利に影響を受けるもの（例えば、貸出金、有
価証券、貯金等）の経済価値あるいは収益の減少が、金利の変動により発生するリスクのことです。
　当会における、リスク管理方針および手続きについては以下のとおりです。
　　 �リスク管理および計測の対象とする金利リスクの考え方および範囲に関する説明
　　　�　当会では、金利リスクを重要なリスクの一つとして認識し、適切な管理体制のもとで他の市場リスクと一体

的管理をしています。金利リスクのうち銀行勘定の金利リスク(IRRBB)については、個別の管理指標の設定や
モニタリング体制の整備などにより厳正な管理に努めています。

　　 リスク管理およびリスクの削減の方針に関する説明
　　　�　当会は、リスク管理委員会及びALM委員会のもと、自己資本に対するIRRBBの比率の管理や収支シミュレー

ションの分析などを行いリスク削減に努めています。
　　 金利リスク計測の頻度
　　　　毎月末を基準日として、月次でIRRBBを計測しています。

◆金利リスクの算定手法の概要

　当会では、経済価値ϕースの金利リスクྔ（᷎&7&）については、金利ײ応ポジションにかかる基४時のイー
ルυカーブに基づき計算されたωοトݱ在価値と、標४的な金利ショοクを༩えたイールυカーブに基づき計算され
たωοトݱ在価値のࠩにΑり算出しており、金利ショοクの෯は、上方ύラレルシϑト、下方ύラレルシϑト、ステ
ィープ化の３シナリオにΑる金利ショοク（௨՟ごとにҟなるショοク෯）を適用しております。
　　 ྲྀ動性貯金にׂり当てΒれた金利改定のฏۉ満期
　　　　ྲྀ動性貯金にׂり当てΒれた金利改定のฏۉ満期は2�5年です。
　　 ྲྀ動性貯金にׂり当てΒれた࠷長の金利改定満期
　　　　ྲྀ動性にׂり当てΒれた࠷長の金利改定満期は５年です。
　　 ྲྀ動性貯金への満期のׂり当て方法	コア貯金Ϟデル等
おΑびそのલఏ
　　　　ྲྀ動性貯金への満期のׂり当て方法については、金融ிが定める保守的なલఏを࠾用しています。
　　 લฦ済定期貯金のૣ期解約に関するલఏݶ定金利貸出の期ݻ
。していまͤんྀߟલฦ済定期貯金のૣ期解約についてݶ定金利貸出の期ݻ　　　　
　　 ෳ数の௨՟のू計方法おΑびそのલఏ
　　　　௨՟ผに算出した金利リスクの正値を合算しています。௨՟間の૬関等はྀߟしていまͤん。
　　 スプレουに関するલఏ	計算にあたͬてׂ引金利Ωャοシϡ・ϑローにؚめるかͲうか

　　　�　一定のલఏを置いたスプレουをྀߟしてΩャοシϡ・ϑローをల開しています。なお、当該スプレουは

金利ม動ショοクのઃ定上はෆมとしています。
　　 内෦Ϟデルの用等、᷎&7&おΑび᷎/**に重େなӨڹを及΅すその他のલఏ
　　　　内෦Ϟデルは用しておりまͤん。
　　 લ事業年度末の開示かΒのม動に関するઆ໌
　　　　᷎&7&のલ事業年度末かΒのม動要Ҽは、金利ײ応ポジションの増ՃにΑるのです。
　　 計ଌ値の解ऍ重要性に関するその他のઆ໌
　　　　該当ありまͤん。

金利リスクに関する事項
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◆⊿EVE及び⊿NII以外の金利リスクを計測している場合における、当該金利リスクに関する事項

　　 金利ショοクに関するઆ໌
　　　　経済資本管理として7B3で計ଌするࢢリスクྔを算定しています。
　　 �金利リスク計ଌのલఏ及びそのҙຯ	特に、農協法自己資本開示ࠂ示に基づ͘定ྔ的開示の対となる᷎&7&及

び᷎/**とେき͘ҟなる

　　　　特ஈありまͤん。

◆金利リスクに関する事項
　　　（単位ɿඦສԁ）

項�

番

イ ロ ϋ χ

᷎&7& ᷎/**

当期末 લ期末 当期末 લ期末

１ 上 方 ύ ラ レ ル シ ϑ ト 64194 54913 4818

２ 下 方 ύ ラ レ ル シ ϑ ト 0 0 65

３ ス テ ィ ー プ 化 55925 45057

４ ࠷ େ 値 64194 54913 4818

ϗ ϔ

当期末 લ期末

５ 自 己 資 本 の 額 229700 222402

（注１）�「⊿NII」の開示は、平成31年金融庁・農水省告示第１号（平成31年２月18日付）の改正に基づき、当期が開示初年
度となることから、当期末分のみを開示しております。

（注２）�「⊿EVE」とは、金利リスクのうち、金利ショックに対する経済的価値の減少額として計測されるものをいいます。
（注３）�「⊿NII」とは、金利リスクのうち、金利ショックに対する算出基準日から12か月を経過する日までの間の金利収益

の減少額として計測されるものをいいます。
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　　　　　　　　　　　　　　　（令和２年３月末現在）
（単位：百万円 ,％）

会　社　名 主たる営業所又は
事務所の所在地 事 業 の 内 容 ઃ ཱ

年 月 
資 本 金 又
は 出 資 金

当 会
ٞ 決 権
比 率

当会及び他の
会社等のࢠ
ٞ決権比率

農協ݝۄ࡛᷂
総 合 情 報
η ン λ ー

さいたまࢢӜ和۠
高࠭３ஸ目
12൪30߸

ి算ػのオペレーショ
ン及び管理ฒびに総合
情報システϜ関連事項

ত和52年
6月29 200 39 39

【㈱埼玉県農協総合情報センター】
　「『ＪＡグループさいたま』情報化基本構想（2019年度～2021年度）」に基づく「第６次中期経営計画（2019
年度～2021年度）」の初年度として、各種事業に取り組みました。
　なお、取り組みに際しましては、効果的・効率的な費用支出に努め、当期純利益は150百万円を計上いたしました。

■システム開発業務
　各業務システムの開発につきましては、県内各ＪＡ並びに埼玉県農業協同組合中央会、埼玉県信用農業協同組合連
合会、全国農業協同組合連合会埼玉県本部及び全国共済農業協同組合連合会埼玉県本部と連携して、以下のとおり取
り組んでまいりました。
　・信用事業システム…�ＪＡ信用事業支援システム等の機能改善、ＪＡ事務効率化・集中化システムの機能改善等を

実施。
　・購買事業システム…センターＰＯＳレジシステムの更新を中心とした機能改善を実施。
　・販売事業システム…操作性等の機能改善を実施。
　・管理業務システム…不動産担保評価・資産査定システムの全国センター移設に伴う対応を実施。

■システム基盤業務
　統合ネットワークの更新が完了し、迂回中継ルート整備及び主要業務システムのシステム基盤の更新に取り組んでお
り、また、機器の経年劣化及び保守終了に伴う更新対応を実施。

■運用管理業務
　安全運用に向けた機器更新等に係る運用整備を実施。

■システム受託推進業務
　�未導入システムの受託推進、各種受託システムの導入に向けた移行対応、事務手続き及び操作研修を実施。

　グループのࣄ業ܥ౷ਤ

گ会ࣾのঢ়ࢠ　

گ業֓ࣄ会ࣾのࢠ　

ಉ߹࿈߹ձڠۀ৴༻ݝۄ࡛

૯߹ใηϯλʔڠݝۄ࡛᷂
○ 農業協同組合（農業協同組合法に規定する子会社を含む。以下同じ。）及び農業協同組合連合会

の電子計算機処理システムの研究開発と提供
○農業協同組合及び農業協同組合連合会の電子計算機による事務処理の受託
○農業協同組合及び農業協同組合連合会の経営諸統計資料の作成と提供
○上記に付帯する一切の業務

άϧʔϓใ
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　このディスクロージャー誌は、農業協同組合法第54条の3に基づき作成していますが、農業協同組合法施行規則に
おける各項目は以下のページに記載しています。

単体開示項目（農業協同組合法施行規則第204条関連）�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　�
１　概況及び組織に関する事項
　（１）業務の運営の組織・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　35
　（２）理事、経営管理委員及び監事の氏名及び役職名・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　34
　（３）事務所の名称及び所在地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　36
　（４）特定信用事業代理業者に関する事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　36
２　主要な業務の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　26
３　主要な業務に関する事項
　（１）直近の事業年度における事業の概況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　��7
　（２）直近の５事業年度における主要な業務の状況
　　　　ａ　経常収益・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｂ　経常利益又は経常損失・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｃ　当期剰余金又は当期損失金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｄ　出資金及び出資口数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｅ　純資産額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｆ　総資産額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｇ　貯金等残高・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｈ　貸出金残高・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｉ　有価証券残高・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｊ　単体自己資本比率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｋ　剰余金の配当の金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　　　　ｌ　職員数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59
　（３）直近の２事業年度における事業の状況
　　　　ａ　主要な業務の状況を示す指標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　60
　　　　ｂ　貯金に関する指標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　50
　　　　ｃ　貸出金等に関する指標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　51
　　　　ｄ　有価証券に関する指標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　56
４　業務の運営に関する事項
　（１）リスク管理の体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　��9
　（２）法令遵守の体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　11
　（３）中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取組の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・　18
　（４）苦情処理措置及び紛争解決措置の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　12
５　直近の２事業年度における財産の状況に関する事項
　（１）貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書又は損失金処理計算書・・・・・・・・・・・・・・　38
　（２）貸出金にかかる額及びその合計額
　　　　ａ　破綻先債権に該当する貸出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　54
　　　　ｂ　延滞債権に該当する貸出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　54
　　　　ｃ　３カ月以上延滞債権に該当する貸出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　54
　　　　ｄ　貸出条件緩和債権に該当する貸出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　54
　（３）元本補てん契約のある信託に係る貸出金に係る事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　55
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